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　小しよう国こくカラタスの王おう城じよう守しゆ備び隊たいの任務は、平凡だ。

　朝から剣の稽けい古こに槍そう術じゆつ。上官の気が向けば、乱らん闘とうや組み手をやらせることもある。

　火曜と金曜の午後には弓きゆう術じゆつ。上級兵には、馬ば術じゆつの訓練がある。

　一週間単位で繰り返される訓練は、城で式典などが行われたりしない限り、基本的にいつも同じだ。

　そしてこの田舎いなかのカラタス国では、小さな式典が月に一度あればいい方で、ほとんど毎日は平々凡々に、そして穏おだやかに過ぎていくのが普通だった。

　城の左さ翼よく守備隊に属する剣けん士しのラシード・ファキールは、この日の午前の訓練後、王城守備隊の指揮官である騎士に呼ばれ、人ひと気けのなくなった練れん兵ぺい場じようの隅すみに佇たたずんでいた。

　他の兵士たちは、兵へい舎しやの大食堂に昼食をとりに行った。

「お前とこうして話すのも久しぶりだな」

「はい」

「……近頃の訓練はどうだ？　万ばん事じつつがないか？」

「はい」

　会話はさして弾はずまないが、ラシードは指揮官のお気に入りで、彼の週に一度の視察の際には、居い残のこるように指示されることがたびたびある。

　指揮官は、ラシードより三つ年上、二十一歳になったばかりの青年で、ジュナイド・ディルダリヤ卿きよう。王おう弟ていでもある宰さい相しよう閣かつ下かの長ちよう子しであり、位くらいの高い貴族でもある。

　准じゆん騎き士しの位さえ持たない一いつ介かいの剣士のラシードから見れば、雲の上の存在だ。

「ラシード、隣りん国ごくバビロニアの噂うわさは聞いているか？」

「はい。天にも届くような高い楼ろう閣かくをうち建たて、世界の中心は我が都みやこなりと吹ふい聴ちようしているとか」

「楼閣ではない。塔とうだ。バベルの塔」

　指揮官の訂正に、ラシードは黙って頷うなずいた。

「国王陛へい下かは先月、その塔の完成式典に招待され、その目で塔の偉大さを見た。──そして、大きな過あやまちを犯おかされた」

「過ち……ですか？」

　ラシードは初めて聞く話に首を傾かしげた。隣国の塔の噂は、兵士の皆が知っていたが、王の失しつ態たいについては知らない。──が、のんびりした国王の性格を考えれば、大たい国こくの大式典に行ってヘマをしない方がおかしいかもしれない、と失礼ながら思った。

「ああ、とても愚おろかな過ちだ。バベルの塔の偉大さとバビロニアの強大さに打ちのめされ、すっかり己おのれを見失われてしまったのだ」

　ラシードは、遠目にしか見たことのない国王の顔を思い浮かべた。

　顎あごを覆おおう白い髭ひげに、善良そうな優しい目をした初老の男性。性格は穏おだやかで平和主義者だが、聡そう明めいという噂は一度も聞いたことのないお方だ。

「巨大な塔の維持には、莫ばく大だいな金と人ひと手でがかかる。バビロニアは、税金の支払いを拒こばんだシオンの民たみからの強制納税と奴ど隷れい使し役えきを目的とした、大規模な戦いくさの準備をしている」

　ラシードは眉まゆを寄せた。隣国で戦となれば、この国も影響を受けずにはいられない。

　その不安は、すぐに的中した。

「我が国には黒こく銅どうの鉱山がある。わずかながら、銀の鉱脈も。──先週、バビロニア国王からの親しん書しよが届いてな。同盟国である我が国に、無む償しように近い馬鹿馬鹿しい値段で、採さい掘くつされた銅と銀の鉱山資源の五〇％の提供を命じてきた」

「そんな無茶な要求を？」

「カラタス国は、先代の王から失しつ策さく続き。かつては潤じゆん沢たくに採とれた銅資源も、今では往おう時じの半分しか採れぬ。『魔術師に半分も与えられるなら、我が国にも寄よ越こせ』というわけだ。……もはや我が国の王の名は地に堕おちた。田舎者の暗あん愚ぐ王おう、脅おどせば簡単に言うことを聞くと思われているのだ」

「……」

「ラシード、お前の忠ちゆう誠せいは王家とディルダリヤ家とどちらにある？」

「──もちろん、ディルダリヤ卿。あなたの下もとに」

　ディルダリヤ卿は、鷲わしのような鋭するどい金きん茶ちや色いろの眼まな差ざしで、ラシードをじっと見つめた。ラシードは従順に目を伏せ、胸に手を当てて、主しゆ君くんに最敬礼をとった。

　主君の前で頭を下げ、右手を胸につけるこの仕し種ぐさは、形が美しいだけでない。兵士としての緊きん張ちようを伴ともなうものでもある。無防備な首筋を相手の目もく前ぜんにさらし、有ゆう事じの際にはとっさに剣に伸ばすべき右手を胸に当てているからだ。──私の右手は決してあなたに剣を向けません、この首が欲しければすぐにもお取りください、と体で表現している。

　相手が忠誠を捧ささげる主君であれ、剣に手を伸ばせない姿勢で己おのれの弱点をさらすのは、訓練された剣士として心がざわめく。その思いを抑おさえて黙って頭を下げ続けるラシードを見、ディルダリヤ卿はいかめしい顔つきで頷うなずいた。

「今夜、私の部屋に来なさい。続きを話そう。……当直ではないな？」

「はい」

　ディルダリヤ卿は、見上げるラシードの緑色の瞳から逃げるように視線を逸そらし、春のうららかな青空を見上げた。ラシードよりも低い声が、苦しげに呟つぶやいた。

「できるなら、お前にこんなことをさせたくはないのだが──これ以上の猶ゆう予よは不可能だ」

「俺なら構かまいません。ディルダリヤ卿には返しきれないご恩おんがあります。俺──」

「きゃああああっ！　殺されるぅ！」

　真剣に話すラシードの声を遮さえぎり、突とつ如じよ、女性の切せつ迫ぱくした叫び声が辺あたりに響き渡った。

　二人ははっと息を詰め、悲鳴の聞こえた方──歴史だけはある古びた王城へ視線を投げた。

　先に声の主ぬしを見つけたのは、ディルダリヤ卿だった。

「──あれは、王女殿でん下かでは？」

　主あるじの視線を追い、ラシードも城の方を見た。
















　一人の金髪の少女が、中央二階のバルコニーに駆け出してくると、勢いよく手すりを乗り越え、植えてあった薔ば薇らの茂みの上に飛び降りた。

　ラシードには、それがお城の王女様なのかどうか判断することはできなかった。というのも、王城に立ち入れるのは、准騎士位以上の貴族のみと決められていたからだ。

　一介の兵士でしかないラシードは、王城の内部に入ったことがない。式典の折おりに、遠目に王女様をチラッと見たことはあったが、その声や容よう姿しを記憶するほどではなかった。

　主君であるディルダリヤ卿とは、何度か縁えん談だんが持ち上がっては流れている、という事情なら、知ってはいたのだが。

　薔薇の生いけ垣がきから顔を出した愛らしい顔立ちの少女の額ひたいの上には、光を浴びて燦さん然ぜんときらめく宝石のティアラがあった。

「何があったのだ!?　王女が二階から飛び降りるとは！」

　ディルダリヤ卿は顔色を変え、得え手てである槍やりを強く握った。王女様は、まだ葉ばかりの薔薇の茂みから這はい出てくると、いきなり厩きゆう舎しやに向かって全力疾しつ走そうし始めた。長い髪を邪魔そうに後ろに跳はね上げると、傾かたむいていた宝石のティアラが、芝の上に転ころげ落ちた。

　王女は無視して走り続ける。

　ラシードは呆あつ気けにとられて、初めて間ま近ぢかで目にする王女様を見つめていた。

　王女様は、印象的な、淡あわい紫むらさき色いろの瞳の美しい少女だった。

「王女が逃げたぞ、早く追え！」

「逃がすな！」

「王女を捕らえるんだ！」

　城内から、次々と男たちの怒ど声せいが響いた。

「王女殿下は今、国王陛下と宰さい相しよう閣かつ下かと昼ちゆう餐さんをとられているはずの時間──ラシード、非常事態だ！　剣を取れ、王女殿下をお守りしろ！　お前の命にかけて、傷一つつけさせるな!!　私は城内で、閣下と陛下のご無事を確かめる！」

　吼ほえるような声で命じると、ディルダリヤ卿は城内に向かって駆け出した。

　ラシードも背を翻ひるがえし、厩舎に消えた王女を追いかけた。

「お前が王女を守るのだ！　分かっているな、そのお方は、カラタス国の次期女王となられる方なのだから！」

　主しゆ命めいを胸に刻きざみ込みながら。
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　──その日の午後。

　耳の早い、お城の周辺農民たちは噂うわさした。




「今日のお昼過ぎになぁ、父王様からいきなり結婚話を聞かされたお城のお姫様が、秘密で付き合っておったお城の若くてハンサムな剣士様と、駆け落ちしちまったんだとよ！」

「ほぉ、なんとな！」

「わしも二人仲良う馬で駆けていくんを見たぞよ！　ものすごい必死の形ぎよう相そうじゃったが、あれは駆け落ちじゃったんかぁ～」

「若い者はええのうー」

「秘密の恋人とは、萌もえるのぉ～」

　ひとしきり噂話をした後、遠い空を見やり、夢見る口く調ちようで農民たちは締めくくった。

「うまいこと行くとええのぅ」




　しかし、この噂には大きな誤あやまりがあった。

　噂の剣士ラシード・ファキールは、お城の王女様と言葉を交かわすどころか、視線さえ合わせたことがなかったのである。

　……二人の間に、愛が芽め生ばえているはずがなかった。
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　バルコニーから飛び降りた王女は、少し捻ひねった左足の痛みも忘れ、全速力で愛あい馬ばを駆かけさせていた。疾風はやてと名づけて可愛がっているこの葦あし毛げの馬は、他の名をつけようがないくらいの駿しゆん馬めで、国一番の名馬だった。

　どんな身軽な騎士に追いかけられても、絶対に追いつかれない自信があった。

　王女が少し病弱なのをいいことに、父国王にねだって、異国の商人から目の玉が飛び出るような値段で買ってもらった特別な馬だ。引き締まった体つきに、逞たくましい筋肉のついた腿もも、細くて優美な足。艶つややかな毛並みは、白地に濃のう褐かつ色しよくのまだらで、額ひたいにはひし形の模様がある──ティアラをつけた時の王女とそっくりに。

　疾風は、王女の持っているどの宝ほう玉ぎよくよりも高価な動く宝石だった。ぎっしり金貨の詰つまった宝箱三つ分くらいの価値がある。

　そして、兄きよう妹だいのいない王女にとっては、妹のようにも思える親友の雌めす馬うまだった。

　その俊足の名馬に、身軽な王女が一人で乗って全力疾しつ走そうさせてきたのだ。

　お城の騎士たちは体格も立派だし、体重も重い。さらに重い剣つるぎや甲かつ冑ちゆうを持って追ってきたら、絶対に追いつけるはずがない。

　城を離れて二時間近く必死に駆けた後、王女は少し愛馬の足並みを緩ゆるめさせた。

　平らにならされた馬ば車しや道みちはとっくに外はずれ、小石の転ころがる狭い街かい道どうを走っている。辺あたりの景色は、開けた農地から徐じよ々じよに雑ぞう木き林ばやしになり、深い森へと変へん貌ぼうしつつあった。強い午後の日差しも、層のように幾いく重えにも被かぶさる木々の腕に遮さえぎられ、昼でありながら夕方のように薄暗い。

　季節の花が咲き乱れる王城の庭では見たことのないような、くねった樹じゆ木もくや、倒とう木ぼくがそこここにある不ぶ気き味みな森だった。

　王女は、ふと不安になった。

「こっちで合ってるのかしら？」

　その声は、自分でもか細く聞こえ、深い森の中に吸い込まれていくようだった。

　ここまで来たのは勘かんだった。お城の侍じ女じよや騎士たちから聞いたことのある噂を頼たよりに、北西の方向を目指して馬を走らせてきただけ。

　噂どおりの不気味な森に入ってきたから、多分合っているとは思うのだけれど、辺りの景色はさっきからずっと同じ。行けども行けども、おどろおどろしい暗い森。

　あとどのくらい進めば、目的地に着くのだろう？

　手た綱づなを握る腕が不安そうに揺れたのを敏感に察さつ知ちし、疾風の駆ける速度がさらにゆっくりになった。もうほとんど並なみ足あしだ。

　追っ手を振り切ったと信じていた王女は、もう速度を上げようとは思わなかった。

「──王女様。このまま進むと、明けなし森に入ってしまいます。日暮れになると、群れをなした悪あく霊りようどもが飛とび交かう危険な森です。森の日暮れは早いので、次の小道を北へ抜けてサルワーズ村へ迂う回かいされてはいかがかと思いますが」

　冷静な男の声こわ音ねが、耳のすぐ後ろで聞こえた。

「誰っ！」

　王女は、息を殺して振り返った。

　王女の馬のすぐ後に、美しい白はく馬ばをぴったりつけている年若い青年がいた。

　聡そう明めいそうな緑の瞳に、意志の強そうな口元をした青年だった。顔立ちは貴族的で、カラタス城でなんとなく見覚えがあるような気もする。何よりも、ものすごく見覚えのある、淡たん青せい色しよくの制服を着込んでいる。

　間違いなく、カラタス王家に仕つかえる騎士の一人に違いない。

　騎士よりも下の身分の「兵士」と接したことのない王女は、そう思った。

「あなた何者!?　名を名乗りなさい！」

　王女が命じると、青年は馬上で片手を軽く胸に当て、略りやく式しきの礼をとった。

「王城の左さ翼よく守しゆ備び隊たいに所属する剣士のラシード・ファキールです。主しゆ君くんジュナイド・ディルダリヤ卿きようより、『王女様をお守り申し上げろ』と命じられ、同行させていただきました」

　王女は、五つ年上の従兄いとこのジュナイドはもちろん知っていたが、あまり好きではなかった。家庭教師に匹ひつ敵てきするくらいの堅かた物ぶつで、彼女の顔を見るたびに「勉強しなさい」ばっかり言うからだ。

　その部下だということは、きっとラシード・ファキールも生き真ま面じ目めな堅物に違いない、と王女は苦にが々にがしく思った。

　王女の名馬・疾風にぴったりついて来るとなると、よほどの馬術の名手に違いなく、そこだけはわずかの悔くやしさと共に尊敬に値あたいするが。

「王女様、お城で何があったのですか？　これだけ離れればとりあえず御おん身みは安全かと思います。事情をお話し願えませんか？」

　ラシードは、話がしやすいようにと白馬を操あやつって王女の真横に並んだ。

　王女はまた悔しくなった。

　絶対誰にも追いつかれず、一人で出てきたつもりだったのに！

　しかも、ついさっきまで、彼がそこについて来ていることにも気づかなかった。

　王女は横目でラシードの白馬を見た。一点の染しみもない、つやつやと光り輝くような純白の体に、濃い金色のたてがみ、宝玉のようなつぶらな青い瞳をしている。

　鮮あざやかな青色の瞳を見た瞬間、王女の胸がドキリとした。

　お城で見た、恐怖の青い瞳を思い出したからだ。

　王女は白馬の射い貫ぬくような青い瞳から顔を逸そらして、ラシードの問いに答えた。

「別に何も起きてないわよ。それより、その馬はどこの産地の馬？」

「何も起きてない？　ですが、『殺される』とおっしゃって──」

「あの時はそう思ったのよ。そんなどうでもいいことより、馬のことを教えて。それはどこの馬？　どうやって手に入れたの？　──私の疾風より速い馬が、お城にいるわけないわ！」

　ラシードは困った顔をしたが、まずは王女の機嫌を損そこねない方がいいと判断したのだろう。白馬について話し始めた。

「これは、厩きゆう舎しやの水場で水を飲んでいた馬です。馬へ房やにも入れられていないし、見たことのない美しい馬だなとは思いましたが、王女様を追いかけるのに緊急を要すると思われたので、手っ取り早く拝はい借しやくしました」

「馬房に入れられていない、見たことのない馬……？　あっ！　もしかして！」

「お心当たりがありますか？」

「あのヘンな人の馬じゃない!?」

「──ヘンな人？」

　わけが分からず、困こん惑わくしたようにラシードは首を傾かしげる。

　王女は、白馬と同じ白しろ装しよう束ぞくに麗うるわしい金髪、真っ青な瞳をした「ヘンな人」を思い出し、顔をしかめた。

　彼の瞳を見た時の衝しよう撃げきと恐怖が蘇よみがえり、小さく身み震ぶるいした。

「王女様、お城で何が起きたか話してください。俺は、あなたをお守りしたいんです」

　ラシードが、穏おだやかな緑色の瞳で言った。

　年頃も王女と二つほどしか違わないだろう彼は、突然お城に現れたあの「ヘンな人」と違い、とてもまともで誠実そうに見えた。

　黒い髪に、澄んだ緑の瞳。それに何より、彼は王女の国の騎士だ。自分の国の制服を着た騎士に、悪い人間がいるはずがない。

　そう思えたので、王女は昼ちゆう餐さんの席で何があったかを話し始めた。

「今日のお昼にね、いつものようにお父様と宰さい相しようの叔お父じ様とお昼をとろうとしたら、突然、金髪巻き毛の変な人がやって来て言ったの。──『我が王は、お心変わりなさいました。先日カラタス王が申し込まれた王女との縁えん談だんを、受け入れるお覚悟をなさいました！』って」

　王女は初めて聞く自分の結婚話にびっくりし、国王は顔を輝かせて叫んだ。

「おお、それは真まことか!?」

　王女は、これは一体なんの話なのか、今すぐ説明しろと国王に迫せまった。国王は、娘には隠していた秘密の縁談について語り始めた。

　先月、国王は大国バビロニアの王都で催もよおされた盛大な大式典に参加した。

　天にも届くような巨大な塔、「バベルの塔」の完成を祝い、その最上階で行われた華やかな式典には、各国の王族や貴族、高名な芸術家や政治家など、数多くの貴き賓ひんが招かれていた。かつての自分の戴たい冠かん式を遙はるかに超えた壮麗さと豪華な顔ぶれを見た国王は、度ど肝ぎもを抜かれた。

「なんという凄すさまじいバビロニアの国こく力りよく！　そして、周辺国の貴族たちの華やかなことだ！　彼らに比くらべたら、我が国は百年遅れた田舎いなか者ものどもの国じゃ！」

　焦あせった王は、他国の脅きよう威いからなんとか自国を守り、発展させたいと思った。

　けれど、さして頭の回転の速くない王にはどうすればいいのかまったく分からず、着々と進んでいく豪華な式典の間、一人煩はん悶もんを抱えていた。

　そんな時、並なみ居いる諸しよ侯こうの中でも最も高貴で優れた王からの挨あい拶さつがあった。

　彼は、鮮やかで美しい青い瞳を持っていた。

　その瞳を見た瞬間、王の脳のう裏りに亡なき王おう妃ひとの約束が浮かんだのである。

「──陛下、わたくしの最後のお願いでございます。どうか、我が愛まな娘むすめの夫には、清らかな青い瞳の男性を見つけてやってくださいまし」

　と。国王はとっさにこれを思い出し、今が他国の大式典の真っ最中であるということもすっかり忘れ、突然、高貴なる王に話しかけた。

「我が娘を嫁にもらってほしい」と。

　申し込んだ直後、父王はいい考えだ、と思っていた。この結婚が上う手まくいけば、鄙ひなびたカラタス国も、この偉大で高貴な王の後こう見けんを受け、きっと発展する。可か愛わいい一人娘の結婚も決まる。王妃の遺ゆい言ごんも果たせる。最高の名案に思えたのだ。

　この時、王女の父には、「一人娘の王女を嫁にやってしまったら、その後、国をどうするのか」という難しいことを考えるだけの余裕はなかった。

　衝しよう動どう的てきな結婚の申し込みに、「偉大な王」は相当面めん食くらっていたが、数秒後には理性を取り戻し、あっさりと否いなと告げた。

　王女の父はがっくりと肩を落とした──だけではすまなかった。

　これを見ていた諸貴族たちの間に、止めようのない嘲ちよう笑しようの大おお渦うずが発生したのだ。

　よその、もっと大きな国の王族でさえ、この偉大すぎる王を畏おそれて面と向かって話しかけた者はいなかったくらいなのに、カラタスのような田舎の小国王が突然何の妄もう言げんを口にしているのか。勘違いも甚はなはだしい。飲み慣れぬ高級酒に野や猿えんが酔ったのであろうか、と。

　王女の父は蒼そう白はくになって、己おのれの愚ぐ行こうを恥じた。

　口当たりの甘さに知らず飲み進んでいた葡ぶ萄どう酒しゆに踊おどらされ、自みずから墓ぼ穴けつを掘って祖国の名誉を貶おとしめてしまったことに気づき、激しく悔くいた。国内であれば、側そばにいる宰相がなんとか尻しり拭ぬぐいをしてくれる。けれど今回、宰相は随ずい行こうしていない。この場をどう取り繕つくろったらいいのか分からず、王は逃げるようにして祝賀を辞じした。

　愚おろかな一夜の記憶を固く封印して、カラタスへと帰国したのだ。

　──それを追いかけるように二週間ほど経たって、バビロニアから銅山の開放を要求する手紙が届き、国王は不ふ審しんがった宰相に、しぶしぶこの失しつ態たいを打ち明けることになった。

　国王の実の弟でもある宰相ハーフィズ・ディルダリヤは絶句し、後あと先さき考えずそのような愚行に走った兄あに王おうを叱しかり飛ばした。

　気弱な国王は、ただただ小さくなって震えていた。

　しかし、それからさらに二週間が経ち、今度は「偉大なる王」からの使者がやって来た。

　世界中の貴族にあざ笑われた、身の程知らずな求婚を受け入れる気になった、という素晴らしい返事を携たずさえて。

　父国王は娘に説明を終えると、踊り出さんばかりにして「偉大な王」の使者に結婚の承しよう諾だくを告げた。

　使者は「では祝いの歌を一曲、皆様に捧げましょう」と言って、聞いたこともない珍ちん妙みような旋せん律りつの歌を、満面の笑みで歌い始めた。王女は、カラタス国が田舎扱いされていることはなんとなく知っていたけれど、大国の最新流行がこんな奇妙なものなら、別に真ま似ねしなくてもいいんじゃないか、と思った。それほどおかしな歌だった。

　歌い終えた使者は、王女の側そばにやって来ると手にしていた槍やりを床に置き、優雅に跪ひざまずいた。

「では王女様、わたくしと一緒に我が王の治める国へおいでください」

　今すぐ共に来いと、王女に向かって手を差し伸べたのだ。

　王女は戸と惑まどった。今すぐと言われても、なんの準備もしていないし、昼食も始まったばかりで、好物の高級魚の一口もまだ味わっていない。いきなり結婚話を聞かされて、心の準備ももちろんできていない。

　逃げるように一歩下がろうとしたら、金髪の使者は強引に王女の手を取った。

「すぐにでもお連れするようにと、我が王がお望みなのです」

　彼女の手をきつく握り、金髪の騎士は伏せていた顔を上げた。

　間近で見た騎士の瞳は、凍りつくように深くて鮮やかなサファイアブルーをしていた。

　──きゃああっ！

　そして王女は悲鳴を上げて、その手を振り払ったのである。

「あのヘンな人、燃えたつ黄こ金がね色いろの髪に、雲のように真っ白い衣装、深い青色の瞳だったわ。顔だけはやたら良かったけれど、頭の中はちょっと……いえ、だいぶおかしかった。あなたの乗ってる白馬も、白い体に金のたてがみ、瞳は青。ぴったり同じ色だもの、間違いないわ！　その馬は、あのヘンな人の馬よ」

「ええっ！　俺、国王陛下のお客きやく人じんの馬を勝手に使っちゃったんですか!?　大変だ──申し訳ない！　すぐにお城に戻って返さないと！」

「その方がいいわね。帰る前に道を教えて。魔術師ファールーンの庵いおりには、どう行ったらいいの？」

　王女は小こ首くびを傾げて聞いた。

「何を言ってるんです！　あなたは俺と一緒にお城に帰るんですよ！　いきなり結婚を申し込まれて驚いたからって、命の危機みたいな顔で飛び出すなんて、はた迷惑な！　皆が心配するでしょう」

　叱しつ責せきされて、王女は驚いた。この善良そうな剣士の青年は、素直に道を教えてくれると信じていたからだ。

　驚いて瞬まばたきを繰り返している王女に、さらにラシードは説教した。

「国王陛下も、宰相閣下も、ご婚約者のお使いの騎士殿も、──俺の上官だって、みんな王女様のことを心配しているはずです。すぐに城に戻らなければいけません」

　家庭教師みたいな大人おとなぶった顔で諭さとされると、王女の胸に反抗心が湧わいてきた。

「帰らない！　私絶対、帰らないわよ！」

　鬱うつ陶とうしいラシードを引き離すべく、王女はまた馬を蹴けろうとした──が、その行動は読まれていた。すぐ隣に馬を並べた青年は素早く身を寄せ、王女から疾風の手綱を取り上げてしまった。その綱を軽く引き絞しぼると、馬は森のど真ん中で歩みを止めた。

「返してっ」

　王女は、ラシードの腕から手綱を取ろうと格かく闘とうした。が、青年の腕も指もしっかりと手綱を握り締めていて、王女の力ではどうやっても奪い返すことはできなかった。

「ご結婚がお嫌なら、国王陛下と話し合ってください。魔術師に会いに行きたいのなら、それ相応のお供ともを引き連れて出直してきてください。俺はその辺へんの雑ぞう兵ひようなので、高貴な王女様のお守もりは……」

「お守り!?　私は赤ちゃんじゃないわよっ」

「おまもりすることは、身分上できかねます。こうして話していることすら、主君の『非常事態』宣言あってのこと。さもなくば、投とう獄ごくものなんですよ」

　そこで初めて王女は、「ラシードは騎士よりもずっと下したっ端ぱの、庶民的な人らしい」と思ったが、そんなことはどうでもよかった。着ているものがカラタス城の制服である以上、彼は王女の言うことを聞かねばならないのだ。

「さ、帰りますよ」

　ラシードは王女の馬の向きを変えさせた。

　せっかく二時間以上もかけてここまで来た道を、お城に戻り始める。

「いやぁ、私は絶対帰らないっ！」

　王女は夢中でその硬かたい手を摑つかみ、口元に引き寄せると、丈夫な前歯で嚙かみついた。

「痛っ！」

　ラシードは悲鳴を上げて顔を歪ゆがめた。野の狸だぬきでも見るような目で、王女を見た。その顔は純粋な驚きよう愕がくで一杯だった。高貴な王女様に手をかじられるとは夢にも思っていなかったらしい。

　王女は疾風の手綱を取り戻し、すぐさま馬を駆った。体重を前にかけて、全力で走る準備をした──が。

　悲しいことに、王女の馬は、ラシードの白馬より遙かに遅かった。速度を上げるまでにも至らず、ラシードは王女の馬に身を並べ、悠ゆう々ゆうと手綱を引いて馬を止めてしまった。

「ううぅ、くーやーしーいっ！」

　これまでこんな屈くつ辱じよくを味わったことはなかった。白馬なんて嫌いだ、と思った。

「王女様、我わが儘ままはいい加減にしてください。あなたの馬だってずいぶん疲れた顔をしてます。可か哀わい想そうだとは思わないんですか？」

　王女が見下ろすと、確かに疾風は汗に湿しめった頰ほおをしていた。

　姉妹のように思う愛馬が辛つらそうにしていれば、王女の心も痛んだ。

「……でも、だって」

「だってじゃありません。俺は、命をかけてもあなたに傷一つつけるなと命じられています。まだ昼間なのに、森はずいぶん暗いでしょう？　ここは、悪あく霊りようが出てくるのも早いんですよ。あと二時間もしたら、悪霊だらけになります。森の中で、一人ぼっちでお化ばけの大群に襲われてもいいんですか？」

「それは嫌！　いやだけど──」

　でもどうしても、王女はこの先の魔術師の庵いおりに行きたかった。

　言い訳を探して、睫まつ毛げを伏せ、視線を斜ななめ下に落としていた王女は、ラシードの腰に銀色の剣がぶら下がっているのを見つけた。

「分かったわ、あなたが悪霊から私を守ればいいのよ！　剣を持っているんだから、それくらいできるはずだわ！」

　剣を持っていても、お化けを切ることはできないと一応は知っていたけれど、王女の心の中では、「剣を持った男はすなわち、自分を守るために存在している」のである。

　だから、悪霊が切れようと切れまいと、王女が守れと言うなら全力で守るのが当たり前だ。剣で切れないなら、別の武器を探せばいいだけ。それがどんな武器かを考えるのも男の仕事であって、王女が考えるべきことではない。

　自信満々で命じた王女に、ラシードはとても嫌そうな顔をした。

「はぁ？　なんで俺が？　俺の仕事はお城の左翼城じよう壁へきの守護であって、王女様のお守もりじゃありません。早く帰りますよ」

「またお守りって言ったぁ！　お城の壁なんかより、私の方が大事に決まってるでしょ！」

「俺には壁の方が大事です。壁はうるさくしないし、我儘言わないし、いきなり逃げたりしないし。俺があなたを守るのは、主君に命じられたからというだけで、通常任務のおまけ程度のものです」

「私がおまけ!?」

「ええ、とてもうるさいおまけです。──俺は誓いを立てた騎士様じゃありませんから、困っている貴婦人がいれば名誉にかけて力添えする誓いだとか、そういう面倒なのは一いつ切さい立ててませんから。あなたの我儘につき合う義務はありません。さあ帰りますよ」

「なんですって!?」

　よく意味が飲み込めなくて、王女は目を瞬しばたたいた。

　とても無礼なことを言われた気がした。

　お前を守ることは、面倒だから嫌だ、というような。

「しかも今夜は上官に呼ばれているので、早く帰りたいんです」

「あなたの予定なんか知らないわよ！　行きなさいったら！　私の言うことを聞かないと怒るわよ！」

「どうぞ、お好きに」

　王女が怒って馬の腹を蹴り、無茶苦茶に暴れようすると、ラシードは馬を寄せて、王女の両脇を捕らえた。軽い体を抱き上げ、自分の前に乗せた。

「その馬、本当に辛つらそうだ。これ以上あなたの我儘な命令につき合わされたら、倒れてしまいますよ。無礼は承知ですが、森を抜けるまで少しだけご辛しん抱ぼうください。あなたを探しに来た高こう潔けつな騎士様と合流し次し第だい、代かわってもらいますから」

「きいいぃっ！　放して！　放しなさい、この狼ろう藉ぜき者もの！　役立たずぅ！　私の命令を聞かないと許さないんだから！」

「へえ、許さないってどうするんです？　暴れるんですか？　それともまた嚙みつく？」

　ラシードは、「ご自由にどうぞ」と言わんばかりに鼻で笑った。

「今度嚙みついたら猿さる轡ぐつわを嚙ませますよ、王女様。今は『非常事態』ですからね」

　彼女を馬鹿にしきった発言に、王女はどうしようもなく腹が立った。しかも、「嚙みつく」だなんて下品なことを、王女である自分がすると思っている！

　──ついさっき、真実嚙みついたにもかかわらず、夢中だったためさっぱり覚えていなかった王女は、ラシードの暴言にわなわなと腕を震わせた。直情に暴れる代わりに、飛ぶように駆ける白馬のたてがみをぎゅっと握り締めた。

　何か相手を思いきり困らせてやれるだけの命令を探した。

　しばらく考えた挙あげ句く、王女はふっと後ろを振り返り、彼女がおとなしくなったことに満足そうにしている、森色の深い緑の瞳を睨にらみつけた。

「……王様に言いつけてやる！」

「へえ、何を？」

　ラシードは飄ひよう々ひようとした顔をしている。王女が何を言っても怖くないと思っているのだろう。

「言いつけてやるわ！　私とラシードが、恋人同士だったって。人目を忍しのんで毎晩、密会してたって！」

「──え？」

　王女の言葉が予想外だったのか、ラシードの余よ裕ゆう綽しやく々しやくの顔が、理解不能の戸惑いに取って代わられた。

　王女はその、庶民にしては貴族的に整った顔を睨にらみつけて、とうとうと言ってやった。

「あなたの手引きで、私たちお城から逃げ出したんだって言ってやるわ！　私、毎晩のように、あなたにお嫁に行けなくなるようないやらしいことをされていたって！　あなたを信じて身を任まかせたって！　それなのにあなたは、逃げ出して数時間もしないうちに王様の怒りが怖くなって、私を見捨てた──英雄顔して私をお城に連れ帰ってきた、スケベな上に、腰抜けで、噓うそつきの最低男だったって泣きついてやるぅ！」

　ラシードの顔が、事を理解して恐怖に硬こう直ちよくした。

　彼の目の前にいるのは、結婚を命じられたばかりの王女様である。

　そして彼は、年回りのちょうどいい、若い男。

　思い返せば、二人は恋人同然に連れ立ってお城から逃走し、今は人ひと気けのない陰いん気きな森の中で、これまで抑おさえてきた情熱を逬ほとばしらせたかのように、同じ馬の上で密着している。

「────」

　言葉を失ったラシードの頭には、「死罪」という言葉がぱっと浮かんだ。

　もし本当に王女がそう父王に泣きつけば、ラシードは間違いなく死罪になる。おそらくは、馬に四し肢しを縛しばられて体を引き裂かれるというような、激痛を伴ともなう極きよつ刑けいに。

　──騎士であれば、貞てい節せつや真実の誓いを立てている。

　味方になって守ってくれる権力の後うしろ盾だてもあろう。

　しかし、無む冠かんの一いつ兵ぺい卒そつラシード・ファキールには、何もない。

　彼がどんなに必死に「何もしていません、神に誓って！」と言い募つのっても、王女の涙の前には、風の前の塵ちりに同じ。それどころか、「泣き崩れる王女を前に、噓をつき続ける卑ひ怯きような男」の印象をますます強めるだけだ。

　そして、償つぐないきれぬその大たい罪ざいの余罪は、ラシードだけでなく一いち族ぞく郎ろう党とうにまで及ぶ。

　彼の主君にも間違いなく罰が……。

　ラシードの顔は、冗談ではなく凍りついていた。

「ひっ……姫、高こう潔けつなる王女様、そんな恐ろしいでたらめ、ご冗談ですよね？」

「冗談なものですか。このまま私をお城に連れ戻したら、門の前からあることないこと言いふらして、あなたが泣きたくなるようなひどい目に遭わせてあげるんだから！」

「ないことないことですよ！　俺は、あなたと話したのもこれが初めてだし！　こんな至近距離に近づいたのも初めてだし、目を合わせたのも、触れたのだって今が初めてなんですよ！」

　王女はすうっと大きく息を吸い、森中に響き渡るような大だい音おん声じようで叫んだ。

「でも言ってやるわ！　お腹にラシードの赤ちゃんがいるって言ってやるぅ……！」

　その声に驚き、森じゅうから一いつ斉せいに鳥たちが飛び立った。

　赤あか子ごがいる、という恐ろしい言葉に並んで自分の名前を叫ばれたラシードは、慌あわてて顔を真っ赤にした。

「いっいませんよ、そんなもの！　いるわけないでしょ!?　万一いたって、俺のせいじゃありません!!」

「卑怯者ー、私を捨てるのね!?　あんなに愛し合って、毎晩一緒に過ごしたのにぃ───っ！」

「ああああ、馬鹿なことを大声で言わないでください！　お願いですから……！　誰か、他の騎士様とかに聞かれでもしたら……っ！」

　ラシードの声は狼ろう狽ばいしきっていた。

「じゃもう一回叫んであげる、ちゃんと聞こえるように───っ！」

　王女はさらに大きく息を吸い込んだ。その姿勢のまま、ラシードの大きな手が、口を塞ふさいだ。

「むぐっ」

「お願いだからやめてください、俺だけじゃなくって、ディルダリヤ卿の恥はじになります！　主君の名誉まで汚けがしてしまったら、俺はもう生きていけません!!」

「じゃあ私を連れて行きなさい！　魔術師ファールーンの庵まで」

　口を塞がれていたので王女が命じた言葉は大だい分ぶ不鮮明だった。が、しっかりとラシードを睨みつける強い眼まな差ざしから、彼は理解したはずだった。

　少し前までは余裕綽々で、意地悪そうに笑ってさえいたラシードの顔が、敗北に歪んだ。王女の背中のすぐ後ろで、パニックと混乱に鼓こ動どうを三倍の速さに高鳴らせていた兵士の青年は、自や棄けになったように叫び返した。

「──分かりましたよ！　連れて行けばいいんでしょう、連れて行けば！」

　その顔は、少年のように頰から額ひたい、耳元まで真っ赤に染まっていた。

　ラシードは、触ふれるのも怖いと言うように、王女から自分の体を遠ざけた。

　王女は満足げに、そして優雅に頷うなずいた。

「それでいいのよ」







　ラシードはすぐには魔術師の庵に向かわず、疲れた王女の馬のために小川を探した。思う存分水を飲ませてやると、汗で冷えた体を拭ふき、馬たちが柔やわららかい草を食べるのに任せていた。

「それで、我儘王女様、呪われた魔術師ファールーンに会いたがるのはなぜか教えてもらえますか？」

　ラシードが、青い瞳の馬の首を撫なぜながら聞いた。

　美しい小川の水をすくって喉のどを潤うるおしていた王女は、物ぶつ騒そうな言葉にラシードを振り返った。

「呪われた魔術師って？　ファールーンってそんな恐ろしい人なの？」

「おや、知らなかったんですか？　普通の人間は、よほどのことがない限り会いに行こうなんて思わない人種ですけれど」

「──あ、そうやって私のやる気をそぐつもりね。その手には乗らないわ」

　王女はつんと顔を逸そらした。

「死んだお母様がよく言っていたわ。『何か困ったことがあれば、魔術師ファールーン様にご相談するのよ。きっと助けてくださるから』って。魔術師は本当はいい人に違いないわ！」

「そう信じたいなら信じてもいいけど、俺は噓はついていませんよ。先代の王と喧けん嘩かして、カラタス城を悪霊だらけにしてしまったこともあるくらいだし」

「えっ!?　あのお城、やたらとお化けが出ると思ったら、魔術師のせいだったの!?　『古いお城にはたいてい出るものよ』ってお母様は言ってたのに！」

　小さい頃、「お化けが出るぅ」と言って泣く王女に、王妃はそうやって諭さとしたものだった。けれど、そのお化けは自然発生したものではなく、邪悪な魔術師がお城に放はなったものだったのだろうか。

「〈カラタス城・黒の歴史〉にはそう書いてありますね。その本によると、魔術師ファールーンは、もう二百歳になろうかという高齢の魔術師で、凍てつくような青い瞳に、悪霊たちを思いどおりに操あやつる不気味な男だとか」

　それは、王女もかつて読むようにと家庭教師に──十回以上は言われた分ぶ厚あつい歴史書だった。

　あまりにもうるさいので、最初の十ページと最後の五ページだけ読んで、「最初から最後まで読んだわ！」と誤ご魔ま化かしておいた本だ。

　二千ページを超える本の真ん中の部分に何が書いてあるのか、王女はまったく知らなかった。

　──そんな勉強嫌いの王女だから、気づかなかったのだ。騎士位もない浅せん学がくな庶民にすぎないはずのラシード・ファキールが、ちゃんと字を読めるどころか、その貴族向けの歴史書に精せい通つうしていることの不思議さに。

「どうして魔術師はお城を悪霊だらけにしたの？　おかげでお母様はとり憑かれちゃうし、私も散さん々ざんひどい目に遭ったのよ！」

　やたらと悪霊が出るせいで、王女は怖くて夜になると部屋から出られない。

　王女の部屋には数々の青い目の魔ま除よけが置いてあり、室内に悪霊が出たことはない。──が、部屋の外は、悪霊のすみか。夜中に五階の窓がトントン叩たたかれたり、暖だん炉ろの奥から不気味なゴウッという音と共に、誰かのすすり泣く声や苦しげなうめき声が聞こえてきたり、扉の外で不気味な足音がしたりは日にち常じよう茶さ飯はん事じだ。毎夜、命の縮むような思いをしながら暮らしている。

「魔術師ファールーンは、三十年くらい前までは、お城で国王様のご意見番をしていたそうです。……長くなるからはしょって説明すると、先代の王様は戦争をしたがり、魔術師は反対し、ファールーンをお城から追放してしまった。魔術師は怒って、国中の悪霊やら亡ぼう霊れいを呼び寄せて、お城にとり憑かせたんです」

「なんてひどいことを！」

「毎夜、死し霊りように祟たたられた王様は泣いて許しを請こい、戦争はやめると約束しました。魔術師は誓いの証あかしに、国の銅山の半分と国王の退位を要求し、それが約束されると明けなし森へと隠いん棲せいしていきました。その時彼が主要な悪霊たちを引き連れて行ったので、ほとんどの悪霊はお城からいなくなりました。でも何匹か、どうしてもお城を気に入ってしまった小さい悪霊たちがいて、カラタス城に住み着いてしまったそうです」

「全然小さくないわよ！　それに、何匹どころか、何十匹と住んでるわ！」

　王女は憤ふん然ぜんと抗議したが、ラシードは面白そうにのんびり笑っていた。

「へえ、そうなんですか？　俺はお城に入ったことがないから分からないな」

「あっちこっちにうじゃうじゃしてるわ！　冷れい血けつな魔術師ね！　自分が呼んだ悪霊なら、なんとかして全部退治しなさいよーっ！」

「魔術師はちゃんと、全員に立ち退のきを約束させましたよ。──何匹かは百年後に出ていくと言い、何匹かは二百年後に出ていくと言い、何匹かは千年経たったら出ていくと言いました。そして残りの何匹かは、世界の終わりの三日前が来たらお城を立ち退く、と約束しました」

「千年後って何!?　そんなの嫌がらせだわ！」

「そうです、嫌がらせ。魔術師は、ちょっとは悪霊がいた方が王族も懲こりるだろうと考えたんでしょう。俺だってそう思いますし。これ以降、カラタスの銅山からは銅が不思議と今までの半分しか採とれなくなり、いくつかの鉱山は閉へい鎖さされてしまいました。

　──王女様、この森の奥にいるのは、そんな王族嫌いの恐ろしい魔術師ですけど、それでも会いに行きますか？　やめておいた方が身のためじゃありませんか？」

　ラシードは、決心を挫くじこうとするように王女を見つめた。

　王女は顔をしかめた。思い切りしかめたけど、きっぱりと言った。

「──行くわ」

　ラシードは心底不思議そうな顔になった。

「お化け嫌いの王女様がそこまでするのは、どうして？」

　半なかば諦あきらめの交まじった口調は、もう王女の我儘を責せめてはいなかった。

　ここにいたのがもっと年かさの、従兄いとこのジュナイドみたいな頭の固い青年貴族だったら、王女は絶対に話さなかったと思う。

　けれど、年も近くて失礼なこともずけずけ言うラシードは、ちゃんと話せば自分の事情を分かってくれるような気がした。

「……今朝、久しぶりに夢を見たの──悪霊にとり憑かれて死んでしまったお母様の夢」

　懐なつかしい母が夢に現れ、不思議なことを言った。

「魔術師ファールーンをたずねなさい。美しい青い目の使者について行ってはいけません。彼はあなたを豪ごう奢しやな宮殿に迎むかえ入れて、三日間の贅ぜい沢たくな宴うたげののちに、槍で一ひと突つきに刺し殺すでしょう。あなたは〝────〟ではないから。その後、偉大なる王を欺あざむいたカラタスは滅ほろぼぼされ、王城の跡には蔦つたがはびこるばかりとなりましょう」

　それからもう一度、「魔術師ファールーンをたずねなさい」と王妃は言った。

　朝起きてもはっきり覚えている、不思議な夢だった。「お母様はどうしてあんなに悲しそうだったのだろう」と、目覚めた後も首をひねっていた王女だったが、その昼食の席で、予言の意味を知った。少なくともその一いつ端たんを。

　母が夢で教えてくれた青い目の使者が、本当に槍を手にして現れたからだ。

「だから私はびっくりして、『この人に連れて行かれたら殺される！』って思って逃げ出したのよ！　ねえラシード、これって、どこかで聞いたことのあるお話じゃない？　お金持ちの王様からお迎えが来て、それを信じてのこのこついて行ったら豪華な宮殿で贅ぜい沢たく三ざん昧まい、『やったわ玉たまの輿こしよ、ほほほ』なんて浮かれていたら、その王様は次々とお妃きさきを殺す連続殺人犯で、自分も殺されちゃったって！」

「それは絵物語の読みすぎでしょ」

　ラシードはあきれたように言った。王女の言うことを、全然相手にしていない顔だった。

「そんなことないわ！　そんな危ない趣味の王様だからこそ、自分の国では、花嫁に来てくれるお姫様が見つからなくなったのよ。それで、わざわざうちみたいな田舎の小国に目をつけたんだわ。そうじゃなきゃおかしいもの！　相手はバビロニアよりも豊かな大国だっていうのよ!?　どうしてわざわざうちに来るのよ！」

「うーん。そう言われると、それはちょっとおかしいかな……」

「でしょ！　だからね、ラシード。私はどうしても魔術師に会わなくちゃいけないの。お母様の言ったとおりに。さもないと、あの金髪美形に力ずくで攫さらわれて、豪華な宴うたげで酔わされたあと、無惨に殺されて異国のお庭に埋うめられちゃうのよ。もう二度とカラタスには帰ってこられないんだわ……お父様にも、疾風にも会えないんだわっ！」

　王女は泣きそうな顔になった。ラシードはため息をついて、面倒そうに言った。

「あーはいはい。なんか、半分以上、お姫様の妄もう想そうのような気がするんですけど、一応『お命の危機』に思えなくもないので、本当はとても帰りたいけどご一緒します」

　ラシードはまた微妙に失礼なことを言って、馬たちの手綱を引いた。

「じゃ、そろそろ行きますか」
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　──それから再び不気味な森の中を進み、一時間ばかり過ぎた頃。

「ね、ラシード。私、気持ち悪い……」

　王女が口元を押さえて訴うつたえた。

　まだ日没前だったが、木々に遮られて辺りはすっかり暗くなっている。生おい茂る森の深みに目をやれば、不気味な黒い影が思い思いの方向に蠢うごめいているのが分かる。──悪霊たちだ。

　彼らが活動し始めたせいで、森の空気は妙に澱よどんで重苦しくなっていた。

「気持ち悪いって、どうしたんですか！」

　驚いてラシードは先を進む馬を止めた。振り返ると、葦あし毛げの馬に乗る王女の顔色は、一時間前に比べ、だいぶ血の気がなかった。しかも、三馬身は後ろに引き離されている。

「分からない……。お腹も痛くて、吐き気が……うっ」

「お腹も痛い!?　それもしかして、つわり──いや、そんなはずがないっ！」

　散々脅おどされたラシードの脳のう裏りには一瞬、恐ろしい単語が浮かんだが、そんなわけはないと自ら首を振って口をつぐんだ。

　ファールーンの庵までは、あと一時間以上かかるだろう。王女様がこの調子だと、二時間かかるかもしれない。

　肌寒くなったのが原因かと、ラシードは紳士的に上着を脱ぎ、王女を包くるんだ。馬上でふらふらした挙あげ句く、うっかり落馬でもされると首が飛ぶので、腕を伸ばして王女様を自分の白馬に引き取った。その体は大分冷えていた。

「丁てい寧ねいに歩いてくれるか？　王女様のお加減が悪いんだ」

　賢かしこそうな顔をした白馬は、理解したかのように上品に歩いた。石だらけの地面を歩いているとは思えない、まるで空中でも歩くような静かな足取りだった。

　そうしているうちにラシードは、「そういえばうちの王女様は、ちょっと体が弱いとか聞いたことがあるな」と思い出した。

　しょっちゅう偏へん頭ず痛つうだの貧血だので医者が呼ばれていた気がする。そして、そんな自分の不健康さを補おぎなうように、ものすごく元気で立派な馬を買ってもらい、我が身のように大事にしていたとか。

　……なるほど、噂というのも噓ではなかったようだ。

　たぶん王女様は、今日一日無茶をしたせいで疲れが出たのだろう。

「大丈夫ですか、王女様？　こんなところでじっとしているよりも、進んで魔術師のところで休ませてもらった方がいいと思うので進みますが、もう駄目！　と思ったら言ってください」

「ありがと、ラシード。この馬、あんまり揺れないのね。だいぶ、楽らく……」

　勝ち気な王女様に礼を言われて、ラシードはちょっと驚いた。

　こういう殊しゆ勝しような態度もとれるのか、と。

　人間誰しも、病気の時は気弱になるというから。

　王女の葦毛馬は、何も命令しなくてもラシードの白馬にぴったりついて来た。

　まるで恋でもしているように、すぐ横を並んで歩く。

　さっき大きく引き離されていたのは、フラフラしている王女を落とさないように、馬なりに気を使って速度を落としていたからのようだ。馬本人は一緒に並んで歩きたかったらしい。

　二頭は並んだまま、ますます暗くなってゆく森の中を進んだ。

　こうなるとは予想もしていなかったので、ラシードは明かりの一つも持ってきていなかった。無論、悪霊除よけの香こう草そうも、魔除けの護ご符ふも。

　やがて日没を知らせる音ね色いろが辺りに響き渡り、すっかり日も暮れて、次は月の女王のお出ましを知らせる角つの笛ぶえが鳴り響き、夜の騎士たちが頭上を駆け抜けていった。

　そして、高貴な夜の女王と、彼女を彩いろどる美しい星々が頭上に瞬またたき始めた。

　青ざめた王女を片腕に抱いたラシードは、「こんな状況で悪霊の群れにでも襲われたらまずいな」と神経を尖とがらせて辺りを見張っていたが、真っ青な瞳をしたラシードの白馬の周辺には、一匹の悪霊も近づいてくることはなかった。
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　天てん頂ちようの星座が一つずれる時じ刻こくになって、ようやく、ラシードと王女と馬は魔術師ファールーンの庵いおりに辿たどり着いた。

　月は煌こう々こうと、魔術師の庵を照らし出した。明るい月を背にして建つ小さな庵は、森の影が覆おおい被かぶさって、見上げるような大聖堂のようにも見えた。木々の影の濃のう淡たんが複雑な陰いん影えいを落とし、そこに精せい緻ちな彫刻が施ほどこされているかのように目を欺あざむく。

　古びた木の扉の両脇には、道を失った旅人を歓迎するかのように二つのランプの明かりが揺れている。

　この奥に、二百歳を過ぎた老魔術師が住んでいる。

　扉の前に立つとラシードは妙に緊張し、背せ筋すじが伸びる気がした。

　王女は、疲れと体調不良からラシードの腕の中で眠ってしまった。目覚めさせてまた吐き気だの頭痛だのを味わわせるのは可か哀わい想そうだと思ったので、寝かせたままにしておいた。

　ラシードは王女を抱かかえ直し、右手を少し自由にして庵の扉を叩いた。

　ギィ。

　軋きしんだ音をたてて、扉が内側に開いた。

「！」

　出迎えた生き物を見て、ラシードは緑の瞳を見開いた。扉を開けたのは、悪あく霊りようだった。

　ぎょっとして剣を抜きかけたけれど、よく見れば、口に「奥へどうぞ」と書いた紙をくわえている。魔術師ファールーンが悪霊を自在に操あやつる人物だというのは、本当のことらしい。

　ラシードは案内しようと中に飛んでいく悪霊に、少し気き後おくれしながら聞いた。

「馬はどうしたらいい？　外に置いておくと、悪霊に襲われそうな気がするんだが」

　悪霊にそんなことを聞くのもおかしな話だが、と思いつつラシードが聞くと、出迎えの悪霊は戻ってきて戸口から顔を出し、ラシードの後ろにいる二頭を見た。

　一頭に、冴さえざえとした青い瞳があるのを見つけると、悪霊のぼんやりとした丸い体が〝引っつき虫〟の種た子ねのように毛け羽ば立だった。毛を尖とがらせたまま、ぴゅうっと家の中へ逃げ込んだ。

　今度はまた別の、もう一回り大きな悪霊が、紙をくわえて戻ってきた。

「二頭一緒にしておけば、問題なかろう」

　ラシードは少し心配だったが、魔術師がそう言うならと信じて中へ進んだ。火の気のない食堂を通り抜け、書しよ斎さいを通り抜け、星ほし見みの観測部屋を通り過ぎ、雑多なものの並んだガラクタ部屋も通り抜け、さらに奥の実験室らしき部屋に、老魔術師はいた。

　すっかり白くなった長い髪に、鋭するどく輝く青い瞳、背中の後ろには何匹もの大きな悪霊を従えている。まるで、用よう心じん棒ぼうを引き連れたヤクザの親分のようだった。

　その鮮あざやかな青い瞳を見てようやく、ラシードは思い当たった。青い瞳には、悪霊を退しりぞける力がある。ラシードの乗ってきた白馬も、惚ほれ惚ぼれするような澄んだ青い瞳だった。馬だから意識しなかったが、たとえ動物でも青い瞳ならば破は魔まの力があるようだ。

　だから森でも悪霊に襲われなかったし、王女の馬も本能的に身を寄せていたのだ。

　ラシードは、青い瞳の魔術師に挨あい拶さつしようとした。けれど、老おいて幾いくつもの皺しわができ、乾いた肌に筋すじが浮かんでなお眼光鋭い老人の目を見ると、声が喉のどに張りついたようになって口がきけなかった。

「黒の髪に、緑の瞳の若者よ、よくぞカラタス王女を連れ来た」

　魔術師がラシードを見つめて言った。その声は、しわがれていても力に溢あふれていた。王女を両腕に抱いていたので、ラシードは精一杯の敬意を込めて魔術師に目もく礼れいし、挨あい拶さつを返した。

「ラシード・ファキール、カラタス城の兵士です。魔術師殿は、王女様がここに来るのをご存じだったのですか？」

「勿もち論ろんだ。そなたは、ファキールなのか」

　魔術師は、何も気づかなかった王女様と違い、その名前の意味を知っている様子だった。

　……当然だ。二百年も生き、かつては王の意見役を務つとめていた男なら、その意味を知らないはずがない。むしろ、何も知らない王女様の方がおかしいのだ。

　ラシードは黙って頷うなずいた。

「そうか。王女を連れ来きたるのは、異国より使わされし青き瞳の騎き士しかと思っていたが……運命の歯車がずれたか」

「俺では何か問題がありますか？」

「──いや、ない。よくぞ来た、ラシード・ファキール。王女を起こしなさい。その娘をここに呼んだ話をせねばならない」

　王女を呼んだ、ということは、この魔術師の方が王女を庵に呼び寄せたということか。王女は王妃の夢を見たと言っていたが、それも魔術師の怪あやしげな術だったのだろうか。

「わしは台所で山や羊ぎのミルクを温あたためてこよう。調理ばかりは、悪霊どもにやらせるわけにはいかんのだ。こやつらは、大喜びで全部腐くさらせてしまうから」

　その言葉に、魔術師の後ろで威い張ばった顔をしていた悪霊たちが、自慢げにグルグルと唸うなった。

「王女が起きて話を聞く準備ができたら、食堂に来なさい。一番入り口寄りの部屋だ」

　短く告つげると、魔術師は台所へと出ていった。
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「──王女様、いい加減に起きてください。あなたが、俺を脅おどしてまで来たがった魔術師の庵に着きましたよ。……王女様！」

　何度もしつこく揺さぶられて、王女はもう少しまどろんでいたかったけれど、しぶしぶ目を開いた。視線の先には、年若い青年の顔があった。王女は少し考えて、その名前を呼んだ。

「ラシード」

　寝かされていた木の長なが椅い子すから起き上がる。彼女が眠っている間にここまで連れて来てくれたらしい青年は、少しだけ優しい声で聞いた。

「もう気分は悪くないですか？」

「……ちょっと頭が痛いけど、大丈夫。ありがとう」

「それは良かった。魔術師が、王女とお話ししたいと言っています。すぐに歩けますか？」

「行くわ」

　王女は木製の長椅子を下り、ラシードの後について魔術師の家の中を歩き始めた。質しつ素そで古びていたけれど、珍しいものがたくさんある家だった。丸い天てん球きゆう儀ぎに、四角い古ふる地ち図ず。どろどろの液体の入った大きな鍋なべ。

「あっ！」

　悪霊がいた。鍋の一つを、悪霊がお玉でかき回して、もう一つは鍋の中に飛び込み、泳いで中身を撹かく拌はんしている。悪霊たちは仕事熱心だったが、悪霊は悪霊だ。

　王女は身み震ぶるいした。

　家の中に、悪霊が一杯いるなんて……。やっぱりここは、性しよう悪わる魔術師の家だったのかもしれない。悪霊は、人の鼻や口から入って体を病気にするという。そんなものをあちこちに放しておくなんて。見ているだけで吐き気がしてくる。

　恐怖をこらえて、王女は足を進める。

　隣の部屋では、母ぼ岩がんつきの銅の鉱脈が入った岩がん塊かいがブリキのバケツに山ほど入っていて、悪霊たちがせっせと鉱石の選別をしていた。王女は息を詰めて通り過ぎた。

　また別の部屋には、大きな天体望遠鏡の側そばで、何やら図を描きながらキィキィ井い戸ど端ばた会議に興きようじている三匹の悪霊がいた。王女は横目で見ただけで、無視した。

　次の書斎では、悪霊たちが嫌そうな顔をしながら写しや本ほんを作っていた。チラリと見ると、字が読めないのか、小さい一匹が眼鏡めがねをかけた大きな悪霊に本を見せて質問している。お化けとはいえ、妙に微笑ほほえましい光景だった。

「まぁ。悪霊もちゃんと勉強してるのね」

　王女が呟つぶやいた時。熱心に羽根ペンを動かしていた悪霊たちが、一いつ斉せいに王女を見た。

「キュウっ！」

「キキュッ！」

「ギュギュウ～～～！」

　悪霊たちは打たれたように身を震わせた。本をめくる仕事やら、書き写す仕事やら、インクを注つぎ足す仕事をやめ、一斉に王女の方へ吸い寄せられるようにフワフワ飛んできた。王女は逃げようとした。けれど、悪霊たちに囲まれる方が早かった。悲鳴を上げかけたが、王女が「き」と言いかけて大きな口を開けただけで、皆が一斉に瞳を光らせた。我われ先さきに、王女の口に飛び込もうとした。

　慌あわてて、王女は両手で口と鼻を覆おおい隠した。半透明の悪霊たちが、寄ってたかって王女の周まわりを飛び回る。何か隙すき間まはないか、傷口でもありはしないかと。

「グルルル……」

「ギュルギュルル！」

　腹をすかしたような唸うなり声が聞こえる。「美う味まそうだ」「ああ、なんて美味そうな娘だろう！」「涎よだれが止まらない！」飢うえた悪霊たちがそう舌なめずりしているように、王女には思えた。

　助けて、ラシード！　悪霊に食べられる！　悠ゆう々ゆうと先を歩いていく剣士に叫んで助けを求めたい。でも、口を開いたら絶対に悪霊たちが入ってくる。どうしよう。顔の前に集まった悪霊たちが、小さい手をかけて王女の指の隙間を覗のぞいている。怖くて頭を振った。すると、長い金髪に隠れていた耳があらわになった。

　王女の耳の先端に、何かひやりとしたものが触ふれた。──直後、頭に割れそうな痛みが走り、ものすごい吐き気が胸を襲った。森の中で感じた吐き気より、さらにひどい。

　耳から、何か入った！

　恐怖に王女は膝ひざの力を失った。音を立てて座り込むと、ようやく前を行くラシードの広い背中が振り返った。

「王女様？　──こら！　お前たち、何やってるんだ！」

　ラシードが怒って王女に駆け寄るが、悪霊たちは散らない。ラシードのまっすぐな視線を嫌って少し離れはしたものの、まだ王女にとり憑つく隙を窺うかがってウロウロしている。

　ラシードの目が緑色だからだ。悪霊にもひるまない強い瞳が不快だから下がったけれど、恐怖を感じさせる神聖な青色ではないから、舐なめているのだ。

「とっとと離れろ！　王女様に手を出したら、魔術師ファールーンに言いつけるぞ！」

　ファールーンの名に悪霊たちは震え上がり、王女の側から散っていった。が、まだ王女は左の耳が痛かった。偏へん頭ず痛つうに顔を歪ゆがめる王女の左耳に向かい、ラシードはもう一度怒ど鳴なった。

「お前もだ！　出てこないと、ファールーンに特別辛つらい仕し置おきをしてもらうからな！」

「ギュウッ！」

　ふっと、割れそうだった頭痛が止やんだ。王女の右耳から入り、左耳から顔だけ出して話を聞いていた小悪霊は、ラシードに怒られて、名残なごり惜おしそうに振り返りながら書斎に戻っていった。それは、あの字の読めない小さな悪霊だった。

　追い払われた書斎の悪霊たちは、元どおり写本作りの仕事に精せいを出し始めたが、まだ王女を気にしてチラチラと横目で見ている。

　ラシードが気き迫はくを込めて睨にらみつけると、そそくさと仕事に集中するフリをした。

「変なのに絡からまれてないで、早く行きますよ」

　何をぐずぐずしてるんだと言わんばかりの冷たいラシードの表情を見ると、王女はわっと泣き出したくなった。こっちだって、好きでお化けなんかに絡まれているわけじゃないのに、どうしてもう少し優しくしてくれないのだろう。

「うぅ、ラシードの意地悪！　こんなお化け屋敷、もういやぁ……！」

「ええっ？　いきなり泣かないでください」

　突然泣きだした王女に面めん食くらい、ラシードは隣に膝ひざをついた。

「いやったらいやぁ！　私、うちに帰るぅ……！」

「夜に外に出たら、もっと悪霊だらけですよ」

「でも帰る！　耳、気持ち悪いーっ！」

　耳には今も、何か変なモノが通り抜けた冷ややかさが残っている。泣き喚わめいて立ち上がろうとしない王女に、ラシードは困った顔をしたが、手を差し伸べて力強く引っ張り起こすと、守るようにその傍かたわらに立って宥なだめた。

「ほら行きますよ。まだ悪霊たちがこっちを見てる。魔術師ファールーンの側の方が安全ですよ。彼の目は真っ青だから、いざとなれば、一睨みで全部の悪霊を消してしまえる」

「もういやーっ！　悪霊も、悪霊使いも嫌い──！　馬に乗って帰る、ラシードと帰るぅ！」

　王女は彼の腕にしがみついた。王女にとって、ラシードの腕の中は安全地帯だった。なぜなら、彼と一緒に馬に乗っていれば悪霊が出なかったから。森を一人で進んでいる時は、悪霊の気け配はいだけで気分が悪くなったのに、ラシードの上着を借りて腕の中に入ったら、だいぶ気分が良くなった。

「そんな弱気なこと言ってると、また悪霊が寄ってきますよ。悪霊は、あなたが怖がるから喜んでつきまとうんですよ。弱い者いじめの好きなチンピラと一緒です。お前らなんか怖くないぞ、って見み下くだすように眺ながめてごらんなさい。悪霊も恐れをなして寄ってきませんから」

「うう、ファールーンのばかぁ。うちのお城、悪霊だらけにして、自分の家まで悪霊だらけにしてぇ」

　王女が涙をこすって歩き始める。ラシードは、いい加減な相あい槌づちを打った。

「あーはいはい。そうですね。そうやって怒ってる方が、怯おびえて泣くよりましですよ。悪霊なんて、とり憑いてじわじわ人を殺すしか能のない、ささやかな生き物です。剣で一思いに人間を殺す──俺たち兵士の方がよっぽど恐ろしい生き物なんですよ」

「お化けの方が怖いいぃ」

「そりゃ人間の怖さを知らないからです。……大事な人を剣で殺されてみなさい、あなたもきっと、人間の方が怖くなりますよ。──ほら着いた。ここなら、もう悪霊は出ません」

　王女は、ラシードに促うながされて台所兼食堂に入った。

　部屋の中には、温かい山羊のミルクと、嗅かぎ煙草たばこの香りが充満していた。

　ほっとする匂いだった。本当に、その部屋にはどこにも悪霊がいなかったし、気配すらなかった。おずおずと中に入った王女の前に、藍あい色いろのローブを着た魔術師は温かいミルクを置いた。

「かけなさい」

　魔術師が、骨ばった長い指で、向かいの席を示す。

　ラシードが騎士道精神を発はつ揮きして椅子を引いたので、王女は当たり前のように座った。ラシードは座らず、王女の背を守るようにやや斜め後ろの、入り口寄りに立った。もしも王女が男子であったなら、その立ち位置が騎士として完璧なものだったことに気づいただろう。

「わしの屋敷は王女には辛い場所のようだな」

「もう最悪よ。来るんじゃなかった……」

「わしの話が終わる頃には、今以上にそう思っていることだろう」

「──え？」

　それはつまり、話を聞くと、余計に来たことを後悔するような──とんでもなく不ふ愉ゆ快かいな話だということ？　王女は絶句しつつ、何の感情も浮かんでいない魔術師の顔を見つめ返した。

「ラシード、隣に山羊たちの小屋がある。馬を入れ、飼かい葉ばを食べさせてやりなさい。井戸は裏手にある」

　魔術師は、王女の側に控ひかえた剣士に席を外はずすように促うながした。ラシードは心得て頷うなずき、庵の外へ出ていこうとした。

「ラシード！」

　王女はとっさに立ち上がり、呼び止めた。

「なんですか？」

　王女は、どうして自分が彼を呼び止めたのか分からなかった。魔術師に「出ていけ」と言われてもちっとも不快そうではないラシードの緑色の瞳を見つめて少し考えると、まだ彼にお礼を言っていなかったことに気づいた。

「ここまで連れて来てくれてありがとう。あの、まだ帰らないでね？」

　言ってから気づいた。王女を魔術師のところまで送り届ける。その用事が済んだのだから、ラシードはそのまま帰ってしまうのかもしれないと不安になったのだ。

「帰りませんよ、こんな夜よ更ふけに。魔ま除よけもなしに夜の森をほっつき歩くほど、俺は馬鹿じゃありません」

「よかった。……それと、ごめんなさい。今夜は予定があるって言ってたわよね」

「ああ、……」

　ラシードは、ふっと表情をこわばらせて黙り込んだ。もしかして、すごく重要な用件だったのだろうか、と王女は心配になった。

「──構かまいませんよ。一日二日くらい、あの方かたも待てるでしょう」

「ほんとに？」

「本当ですよ。……兵士の日常は平凡で退屈なので、たまには王女様に振り回されてこういった珍しい経験をするのも悪くないと思っていたところです。──あなた我わが儘ままだけど、寝顔とかそれなりに可か愛わいいし」

「えっ!?」

「たぶん、一兵士としてみたら俺は得をしてるはずですから。だから──そんなに心配しないで」

　ラシードは微笑ほほえんで、外へ出ていった。

　ぱたん。小さな乾いた音を立てて扉が閉まってもまだ、王女はラシードの去った扉を見つめていた。我儘だとか、面倒だとか散々言っていたのに、不意打ちで可愛いなんて言われると、妙に頰ほおが熱くなる。言った本人はいたって平静で、動どう揺ようの欠片かけらもない様子で外へ行ってしまったが。

　ぼうっと突っ立っている王女に、老魔術師は言った。

「では、話を始めよう。始まりは十二年前に遡さかのぼる。カラタス国の王妃ファーティマが、美しい紫むらさきの目をした愛まな娘むすめを抱いだき、わしの庵を訪おとずれた日のことだ──……」







　カラタス国王女シャリーヤ姫は、生まれた時から病弱な女の子だった。

　乳ちちを飲んではむせて吐き、しじゅう熱を出し、いくら暖あたためても青ざめて震えていた。

　典てん医いに診みせても打つ手がなく、さまざまな医者を招まねいたが、どうにも治すことはできなかった。何度も死の淵ふちをさ迷い、辛かろうじて四歳になるこの日まで生きてきた。

　しかしとうとう、死が目前に迫った。

　王女は痙けい攣れんを起こし、今にも止まってしまいそうな弱々しい呼吸をしていた。

「森の賢けん者じや様。どうかこの子をお助けください、わたくしにできることならなんでもいたします」

　心優しい王妃はぽろぽろ泣いて、森に隠いん棲せいする、かつては王の右腕だった魔術師に頭を下げて頼んだ。

「陛下のお側に置いていただいて十五年、長く子供に恵まれなかったわたくしどもの間に、ようやく授さずかったただ一人の娘でございます。どうか、この娘の命をお助けください……」

　魔術師は、王妃の訴うつたえにはっとした。お城に性た質ちの悪い悪霊を残したせいで、王妃は子供に恵まれにくくなっていたのかもしれない。とすれば、責任は彼にもある。

　魔術師は真剣な顔で、苦しげに息をしている幼い王女を見た。一目で、多くの悪霊にとり憑かれているのが分かった。

「悪霊に？　そんなはずはありません。娘の部屋には、悪霊除けの香こうも焚たいておりますわ」

「……これでもそう思うか？」

　魔術師は小さな王女の口の中に手を突っ込み、いくつかの呪文を組み合わせて唱となえた。少女の喉のどの奥から、本来なら素す手ででは触れることのできない半透明の生き物たちを引きずり出した。

　真っ黒い尻尾しつぽ、体、頭──そしてその頭が、また別の一匹の尻尾をくわえている。ずるずると数じゆ珠ずのように連つらなった悪霊が五匹、王女の口の中から出てきた。王妃は目を丸くした。

「まぁ、なんてこと……」

「消えよ」

　魔術師が、輝く青色の眼差しで、力をこめて悪霊たちを睨みつける。みるみる悪霊たちは消え去った。

「いかにカラタス城が悪霊だらけとはいえ、魔除けの香を焚たいた部屋の王女が、こんなにもたくさんの悪霊に毒されておるとなると、誰かに意い図と的てきに飲まされたとしか思えぬな」

　魔術師の言葉に、王妃は震えた。問う声はかすれていた。

「誰が……そのような恐ろしいことを」

「……」

　魔術師は答えずに、険けわしい目で王女を見つめた。すると、悪霊を体から剝はがしてもらい、息を吹き返した王女が目を開き、魔術師を見上げた。

　美しい濃こい紫むらさき色いろの瞳で、にこりと微笑みかけた。

「──紫の瞳か……！　これで分かったぞ。王妃よ、紫の瞳は貴き種しゆだと知っているか？」

「はい」

「成人を待たずに、ほとんどが夭よう折せつするというのは？」

　王妃は真っ青になった。

「悪霊どもは、この紫の瞳をやたらと好むのだ。青色には本能的な恐怖を感じるが、紫の瞳を見ると夢中で寄ってくる。別の人間にとり憑いていた悪霊でさえ、宿やど主ぬしを放り出して寄ってくる。おそらく、魔除けの香を焚いた部屋でも王女に悪霊がいたのはそのせいだ。世話をする侍じ女じよや乳う母ば、あるいは王妃よ、そなた自身のうちにいた小さい悪霊が、知らぬ間に住み替えて王女にとり憑いていたのだろう。この瞳を持って生まれてしまったなら、少々の香や護ご符ふでは守ることはできぬ」

「では……どうしたらよいのでしょう？」

「持って生まれた瞳の色は変えようがない。カラタス城の悪霊は、わしとの契けい約やくで世界の終わりまで居い座すわることが許されておる。あの城では、王女は生きられぬ」

　王妃は、ヒヤシンス色の瞳の娘をきつく抱き締めた。

「この子を、城から出せとおっしゃるのですか……？」

　魔術師はかぶりを振った。

「いや、この国からだ。神しん官かんや聖職者を置かぬこの国では、シャリーヤ王女を守ることはできぬ。悪霊を祓はらう呪じゆ法ほうも、それを癒いやすすべもない。シャリーヤ王女を育てるには、何人もの優すぐれた青い瞳の神官が必要になるというのに、この国にはたった一人の神官さえもおらぬ」

「魔術師様！　あなた様のお側では？　森深くとはいえ、ここなら王国のうち。我が王の守護が及ぶ領土内です。どうか、あなた様のお力でシャリーヤをお守りください！」

「無理だ。わしの庵には、百匹以上の悪霊が放し飼いになっておる。わしが目を離した隙に、あるいはうたた寝した隙に、うっかりあやつらは王女を骸むくろにしてしまうやも知れぬ」

「では、青い瞳の者を探します！　お城に、いえ、お城が駄目なら、国で最も清らかな場所に別荘を作り、そこで……！」

　すがりつくように叫ぶ王妃に、魔術師は首を振った。

「青い瞳とは、そう簡単に見つかるものではないぞ。大国バビロニアが、黄金をぎっしり詰め込んだ壺つぼ一つと引き換えにしてでも各地から集めている人材だ。子供でさえその値段で買うのに、技術を身につけた神官をそうやすやすと他国へ渡すことはなかろう」

「……」

「そう絶望した顔をするでない。わしの知る限り、王女が生きられる場所は、世界に二つある。──一つは、天上にあるという神々の都みやこアッシャムス。一匹の悪霊さえも現れぬ聖せい都と」

　王妃の顔が絶望に染まった。下界の人間が神々の都で暮らすなど、考えられない。

「もう一つは、地上の聖都といわれる場所。大バビロニアの王都、バビロンだ」

「バビロン……」

「そこに、大バビロニアの全土から、他国からも集められた青い瞳の神官たちが暮らす町がある。──わしの故郷、キスラだ。あの町にもまた、一匹の悪霊もいない」

　王妃は、無邪気な顔で笑う愛娘を強く抱き締めた。







「──ねえ、ちょっと待って」

　魔術師の話を聞いていた王女は、我慢できなくなって声を上げた。

「それって私とお母様の話でしょ？　おかしいわ。私、四歳だったのに、そんなの全然記憶にないわよ」

「──王女と王妃の物語、だ。お前の話だとは、言っていない」

　魔術師ファールーンの瞳は凍いてつくように青く、冷たかった。

　王女は、胸を切り裂かれたように思った。

　──この先を聞いてはいけない。先には、とても恐ろしい言葉が待っている。

　無む性しようにそんな気がして、鼓こ動どうがざわめき始めた。

「わしは、王女を連れてバビロンを訪れた。百年ぶりに訪れたバビロンは、大分様さま変がわりしておった。わしが建設に反対して飛び出したバベルの塔は、まだ建造途中であったが遙はるか高く聳そびえ立っていた。神官たちの都キスラは、その塔の上部層に引っ越していた。わしはそこへファーティマの娘シャリーヤ王女を連れて行き、共に残れと引き止める昔むかし馴な染じみたちを振り切って、塔を下りた」

　魔術師は、淡い紫の瞳をした王女をじっと見つめた。

　王女は続きを待った。一度はバビロンへ預あずけられた王女じぶんが、こうしてカラタス国に戻って魔術師の庵を訪れているのだから、まだ彼の話は続くはずだ。続かなければおかしい。

「帰りがけに貧ひん民みん街がいを通ったのは、偶然だった。そこでわしは、やはり病気で倒れている金髪の娘と出会った。やせ細った娘は栄養失調に見えた。それに、悪霊にも冒おかされていた。清らかなるバビロンには悪霊は少ないが、それでも多少はとり憑かれる者がいる。数匹の悪霊を引き剝がしてみれば、その娘もまた、淡く美しいスミレ色の瞳をした娘だった……」

「──」

「シャリーヤ王女の葡ぶ萄どうの実のように濃い紫の瞳ではなかったが、スイートピーのように優しい紫の色をしていた。わしは、この娘ならば充分に手をかければ、カラタス国でも生きてゆけると思った。悪霊だらけの城でも、強力な魔除けと呪まじないと香を用もちいれば、命は助かるであろうと。また逆に、このまま孤こ児じとして残ざん飯ぱんをあさって暮らすなら、遠からず悪霊に食い殺されて死ぬと思った」

　残飯をあさって暮らす？　孤児の少女が過ごしていたひどい暮らしに、王女は身震いした。

「紫の瞳は、特別手のかかるカトレアの花のようなもの。育てるには、豪華な温室が必要だ。シャリーヤ王女には最高級の温室が。孤児の娘には、最高でなくともよいから、温かく居い心地ごこちの良い温室が。わしは娘に名を聞いた。娘は、サフィーネと言った。両親を戦いくさで亡なくした、戦争孤児だった」

　それきり魔術師は何も言わなくなった。ただ王女の淡い紫の瞳を見つめて、王女が何か言うのを待っていた。王女は、聞きたくなかったけれど、脈打つ胸を押さえて聞いた。

「……あなたは、その……サフィーネちゃんを……どうしたの？」

「わしは、孤児の娘をカラタス国に連れ帰り、王妃に預けた。娘と同じ金髪で、やせ細った幼い娘を見、王妃は愛情を込めて抱き締めた。この子を、わが娘と思って育てる、と。

　──その後、王妃はいつか本当の娘が戻って来られるようにと、城の悪霊たちに出て行くよう説得し始め、それをうるさがった悪霊に襲われて命を落とした。そなたが十歳の時だ。とり憑かれた王妃は夜明けを待たず高熱で死に、今ではそなたの秘密を知る者も、わしだけとなった」

「──ちょっと待って。私の秘密って何よ！　それじゃまるで、私が本当の王女じゃないって言ってるみたいだわ！」

「そのとおりだ、孤児のサフィーネよ」

　サフィーネ、なんていう聞いたことのない名前で呼ばれると、頭がパニックに陥おちいった。

「噓よ、そんなの噓！　私はサフィーネなんて変な名前じゃないっ！　子供の頃からお城で育って、生まれて、ずうっとお姫様で、お母様にも大事にされて──」

　毅き然ぜんとしてそう言えばいいのに、気がつけば泣いていた。

　孤児？　両親がない子供？　……どこかで人の捨てた残飯をあさって暮らしていた、ドブ鼠ねずみのような薄汚れた娘？　自分が？　──違う、そんなことは信じられない！

　信じられないのに……涙が止まらない。これ以上聞きたくない、そんな悲しいことを思い出させないで……そう思うのは、どうして？

「お前自身の記憶の底にもあるはずだ。お前は、三つか四つの頃までは、バビロンにいた。正確な年齢は、わしには分からぬ。やせ細っていただけで、本当は五歳だったのかもしれん。

　サフィーネよ、お前は探しに行かねばならぬ。もう一人の自分を」

「うっ……いやぁ……！」

「カラタス王女の婚姻の時が来た。お前たちの入れ替わりを、元に戻さねばならぬ」

「いやよ……っ！」

「嫌でも正さねばならぬ。本物の王女シャリーヤ姫を、カラタス城に迎え入れるのだ。彼女の夫は、城からすべての悪霊を追い払うだろう」

　泣いてばかりいる自分が嫌で、王女は乱暴に涙をぬぐった。魔術師を強く睨みつけた。

「噓つきっ！　王女は私よ！　だって、そうだもの！　孤児はその子だわ。バビロンにいる方が孤児なのよ。私は……、私は、サフィーネなんておかしな名前じゃない！　あなたの言うことなんか信じないぃ──っ！」

「涙の次はヒステリーか？　この爺じいには通じぬぞ。──ファーティマ！　誰か、ファーティマを呼べ！」

　魔術師が庵の奥に向かって叫んだ。ふわふわと、とても丸っこい灰色の悪霊が飛んできた。

「サフィーネ、見よ。これが、お前の育ての母の元王妃、ファーティマだ」

「お母様……？　お母様が、悪霊に？　あなた、私のお母様になんてことを……！」

　王女は、魔術師が母を悪霊に変え、奴ど隷れいにしたのかと思い、一瞬胸に殺意が湧わいた。

「わしがしたのではない。強い未み練れんを残して死んだ魂たましいはこうなってしまうのだ。ファーティマは、実の娘に会いたい一心で、悪霊となった。しかし、どんなに娘に会いに行きたくとも、聖なるキスラに悪霊は入れぬ。わしが死ぬまでは、ここでシャリーヤ王女の帰き還かんを待たせてやり、わしが死ぬ時には、浄化させてやろうと思うておった」

「キュッ」

　そうだと頷くように、悪霊は鳴いた。サフィーネの紫の目とは、慎重に目を合わさないようにしている。

「王妃ファーティマよ、今お前の目の前にいるのは、お前が腹を痛めて産んだ娘、シャリーヤ姫か？　──この大きく成長した姿を見て、もう満足したか？」

「キッキュッ！」

　王女には悪霊の言葉は分からなかったが、必死に首を横に振る姿は……分かった。

「お母様……。私、違うの？　血の繫つながった娘じゃないの？」

　灰色の悪霊に触ふれようと腕を伸ばした。

「キュ、ッキュウ！」

　悪霊は近づくなと言うように魔術師の後ろに逃げた。

「サフィーネ、そなたの瞳は悪霊を魅み了りようする。見つめてやるな。育ての母といえど、もう今は悪霊だ。お前と目が合えば、とり憑いてしまいたくなる」

「キュッキュ、キュッ」

　悪霊が魔術師に話しかけるように鳴いた。ファールーンは頷いた。

「ファーティマは言っている。お前のことも、もう一人の娘として心から愛していると。だが、どうしても、もう一度本当の娘に会いたい。遠目にでもいいから、一目その姿を見たい、と。──生前は、決して口にすることのできなかった願いだ。お前はその願いを叶かなえてやる気はあるか？」

「……お母様」

　王女には、もう真実に抵抗する気力はなかった。

　母と思って育った大好きな人も、そうではないと言っている。

　自分は、本物の娘でも本物の王女でもないと。

　頭の裏側に、いろいろな人の顔が浮かんだ。お城にいる、父であるはずの王様。従兄いとこのジュナイド。叔お父じの、とても頭の良い宰さい相しよう様。──全部、血の繫がらない他人たちだったという……。

　暖かいベッドも、侍じ女じよの淹いれてくれる紅茶も、部屋一杯のドレスも宝石も、本当は全部バビロンにいる王女様のもので。

　自分はその身み代がわりの人形だった……。

「いやああっ！　こんなの嫌っ！　嫌よっ……私が孤児だなんて……一人ぼっちだなんて！」

「サフィーネ、落ち着け。お前を苦しめるために呼んだのではない。最も苦しめぬために、呼んだのだ」

「何が苦しめないためよ！　私、絶対迎えになんか行かないからっ！」

「ならば、国王に話すしかないな。この話をすれば、国王はバビロンへ迎えをやるだろう。そして、本物の王女が戻って来る……。お前は気まずい思いで、じっと城の柱の陰でそれを待つわけだ。『帰ってくるな、死んでしまえ』と邪じや悪あくに念じながら。今までお前の持ち物だった宝石はすべて、本物の王女に与えられるだろう。お前のティアラも、ドレスも、愛馬も、すべて」

　大好きな愛馬さえも奪われることを思った瞬間、死んでしまいたいと思った。自分のものだった全部を奪われて、生きる場所を失うくらいなら。

　魔術師の言うとおり、もう一人の王女様を呪い殺したい衝しよう動どうに駆られた。

「……それよりはまだ、己おのれの足で王女を迎えに行き、誇ほこりをもって父たる王に真実を話した方がそなたの心は救われるのではないか？　お前に十二年間、無償で愛を注いでくれた王妃への、最大にして唯一の返礼となるのではないのか」

「いや……絶対いやあ……！」

「選ぶのはそなただ。帰りたければ、城に帰っても良い。カラタス王女のための求婚を受けても良い。──そなたが孤児であることは三日のうちに明らかとなり、名誉を汚けがされた偉大なる王は、そなたの命を奪うであろうが」

「キュッキュ！」

　そんなことをしてはいけないと言うように、悪霊のファーティマ王妃が、首を振った。小さな手で顔を覆って、悲しそうにしている。

　こんなのずるい、と思った。

　悪霊と化した、一番大好きな人の姿を見せるなんて。その悲しそうな顔を見せるなんて。

　……バビロンに、行くしかない。

　王女は覚悟を決め、涙の残る淡紫の瞳でファールーンの青い目を睨みつけた。

「行くわ。……行けばいいんでしょ、行けば！　バビロンでも世界の果てでも行ってやるわよ！　でもね、魔術師、あなたなんかのために行くんじゃないわ、私のためでもないし国のためでもないわ！　お母様のためよ！　お母様に、本当の……王女様を会わせてあげたいから行くの！　悪霊のままずっとあなたの奴隷なんかにさせていたら、そっちの方がよっぽど後悔するわ！」

「──良かったな、ファーティマ」

「キキュッ！」

　母は望みが叶って嬉しそうというより、誇らしげだった。「見て、私の娘はこんなに立派なのよ。気け高だかく、思いやりのある子に育ったのよ」と言うように、魔術師に胸を張っていた。

　王女は、それを見つめてはいけないと思いつつも、見つめずにはいられなかった。

「では夜明けに旅立てるように準備をしておこう。ラシードを呼んできなさい。そなたら二人の寝床を用意しよう。浴室は一番奥で、厠かわやはその手前だ。自由に使うが良い。──ああ待て、厠の戸を開ける前には、厠の番人に必ず『お邪魔します』と一声かけるのだぞ」

「厠の番人……？」

　奇妙なものの名を聞いた王女は──いや、王女の身代わりとして育ったサフィーネは、首を傾かしげた。

「厠に住み着いた大きな悪霊のことだ。悪霊どもは、台所と便所が好きでたまらんようだ。暇ひまを見つけては入りたがる。台所は食料があり、便所には腐った食物があるからだと思うが」

「かっ、かか厠に、おばけ……」

　サフィーネは真っ青になった。

「昔は、入れ替わり立ち代わり小さい悪霊たちが住んでいたが、いつの頃からか大きな悪霊が住み着き、お気に入りの縄なわ張ばりを取られないよう、毎夜、番をするようになった。無む闇やみに扉を開けると威い嚇かくしてくるし、中に入ると『出ていけ！　早く出ていけ』とうるさく急せかす。鬱うつ陶とうしい奴だが、まめに掃そう除じをするので、番人として置いている。お前の瞳を見たら喜んで襲ってくるだろうから、便所では絶対に目を合わせないようにして素早く用を足せ」

「いやああっ！」

　サフィーネは悲鳴を上げた。厠に恐ろしいお化けが出るというのも嫌だし、急かされるのも嫌だし、そもそも厠に自分以外の生命体がいることが嫌だった。

「──いや待てよ。便所をこよなく愛するあやつのことだ、お前にとり憑くよりも、厠に住み続ける方が好きかもしれん」

　ぶつぶつ呟く魔術師の声をかき消すようにして、サフィーネは叫んだ。

「入らない、そんな呪われた厠に誰が入るもんですかあっ！　私、こんなお化け屋敷には絶対泊まらないわよ！　──ああもう最悪!!　誰か、私の人生を返してよーっ！」

　大声で喚わめくと、サフィーネは散々な目に遭ったお化け屋敷を飛び出した。







「疾風はやてぇ……っ！」

　山羊の小屋に駆け込み、愛馬に抱きつこうとしたサフィーネは、足元に転ころがる太い棒のようなものに思いきり引っかかって転んだ。

「きゃあっ！」

　乾いた藁わらの山に鼻先から突っ込んだ。素す肌はだがとてもチクチクしたけれど、怪け我がはしなかった。

「あれ……王女様？　話は終わりましたか？」

　寝ぼけた声で呟くラシードがいた。消えかけた薄暗いランタンの明かりに、藁山の上でうたた寝していた姿が浮かび上がった。その眠たそうな、そして能天気な声を聞くと、ふつふつとサフィーネの腹に怒りがこみ上げてきた。ぎゅうっと襟えり元もとを締め上げ、青年の耳元で喚いた。

「あなた何のんびり寝てるのよ！　やっていいことと悪いことがあるでしょ!?　私が人生最大の試練を迎えてるって時に、吞のん気きに昼寝なんて──許せないっ！　ラシードの馬鹿ぁ！　人でなし！　そうよ、あなたのせいよ、元はといえばあなたが全部悪いっ!!」

「はぁ？　俺、何かしましたか？」

「どうして私をこんな恐ろしい場所に連れて来たのっ!?　どうしてさっさとお城に連れ戻さなかったのよ！　無理矢理にでもそうするのがあなたの仕事でしょ！　人でなしの魔術師なんかのところに連れて来るから、こんなひどい目に遭ったじゃない！　馬鹿！　役立たずぅ！」

　その言葉に、さすがにラシードもむっとしたようだった。

「役立たずって、王女様が無理矢理連れて行けって、とんでもない脅し文句を使ったくせに。今さら怒られても……ってあれ？　王女様、もしかして泣いてます？」

「……うっぅ、……ひっく。──いやぁ、こんなの嫌ぁ……！」

　サフィーネは丸まって泣いた。顔を見られたくなかったから、ガサガサする藁に顔を埋うずめた。こんなの嫌だとか、永遠に知りたくなかったとか、お母様ぁとか、ラシードなんか嫌いぃとか、人のせいにしながら一杯泣いた。

　ラシードはごそごそと起き出して、慰なぐさめる言葉に困っていたようだが、やがて金髪の頭をぽんぽんと軽く叩いて、

「まぁ人生、なるようにしかなりませんよ」

　と、実に説得力のない気休めを言った。

「あなたやる気あるの!?　それじゃ慰めてるうちに入らないわよ、無神経っ！」

「俺だってちゃんと慰めてあげたいけど、理由を教えてくれないと、どうしようもないでしょう。魔術師に何を言われたんです？」

　サフィーネは黙り込んで、唇を固く嚙み締めた。

「言えない。──死んだって、言えないわ」

　自分が王女様じゃないなんて。「今まで、王おう女じよ様さま面づらして我儘放題してきたけど、私、本当は孤児でした」なんて。

　そんなの恥ずかしくって、誰にも言えない！

「まあそりゃ言えないでしょうね。俺なんて、秘密を守る誓いを立てた高潔な騎士様でもないし。どこの馬の骨とも知れない、ただの兵士だし。もとより、高貴な王女様の相談役になれるなんて思っちゃいませんよ」

　どこか投げやりなラシードの口調に、さらにサフィーネはカチンときた。

「そんなこと言ってないでしょ、これはね、世界で誰にも言えない重大な秘密なのよっ！」

「あーはいはい」

「本当に、本当に、世界で一番大事な秘密なんだから！　あなた、知ったら驚くわよ！　……絶対言えないけど」

　後半は尻すぼみだった。ラシードはその様子をつぶさに見ていたけれど、サフィーネがまたじわりと目の端に涙を浮かべて泣きそうな顔をしたのに気づき、静かに言った。

「秘密を持つっていうのは大変だけど、誰にも言えないんなら一人で頑張るしかありません。どうしても我慢できなくなって、他に誰も頼たよれる人がいなくて秘密に押し潰つぶされそうになったら、俺に言いなさい。多分俺なんかじゃなんの助けにもならないだろうけど──代わりに俺の秘密を教えてあげます。絶対誰にも言えない秘密を」

「ラシードも、秘密、あるの？」

　サフィーネは突然、泣くのをやめた。ラシードの言葉に一気に好奇心を引かれ、美しい紫の瞳をキラキラ輝かせだした。ラシードは、あまりの変わり身の早さに、苦笑した。

「ええ、ありますよ。世界最大級の秘密が。──秘密を持って、それを隠して生きてるのは、あなただけじゃありません。皆一つは抱えて、その重さに苦しみながらなんとか今を生きている。秘密を持っていなさそうな他人を羨うらやみながら」

「そういうもの？」

「そういうものです。でもたいてい、秘密や悩みなんかなさそうな人にも、やっぱり秘密はあるんです。他人を羨うらやみ妬ねたみ、呪っても、なんの解決にもならない。それは自分が手に入れるべき定さだめに生まれつかなかったものだから。──ただ、自分が手に入れるべく生まれついたものにだけ、全力を傾かたむけて生きるしかない」

　ラシードの言葉は難しかったけれど、彼にも何か大きな秘密があって、それにとても苦しんでいるようだ、というのは分かった。

「ねえ、ラシードの秘密って何？」

「聞きたいですか？」

「聞きたい！」

　ラシードは笑った。

「じゃ、先に王女様の秘密を教えてください。そうしたら俺も教えてあげますよ」

「だめぇぇ。いやあぁぁ」

　サフィーネは悶もだえた。

「じゃ、俺も嫌です」

「うっ、しょうがないわね……。じゃあこうしましょう。この先、いつかラシードが秘密に押し潰されそうになって辛くて死んじゃいそうになったら、私が話を聞いてあげる。だからいつでも相談するのよ。──ラシードが我慢できるうちは、私も我慢できるわ。……頑張れる」

　自分に言い聞かせるように、サフィーネが呟く。

　小さな灰色の塊かたまりとなった王妃を胸に思い浮かべれば、どんなに辛くても頑張れる。

　──バビロンへ行って、本当の王女様を見つけ出すのだ。

　泣きやみ、毅き然ぜんと顔を上げたサフィーネを見て、ラシードはホッとしたように小さく笑った。
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　──翌朝。

　早朝、夜明けを知らせる音色が響き渡ったすぐあと、王女殿下に揺さぶり起こされて、ラシードは藁山の上で目を開いた。

「うわ、王女様？　なんでこんなところに？」

　ラシードはすっかり寝ね癖ぐせのついた頭を持ち上げ、辺りを見回した。三匹の山羊がもしゃもしゃと飼葉を食べている、魔術師の山羊小屋だ。少し獣けもの臭くさい。こんな所で居眠りするだけならともかく、高貴な王女様に朝だと起こされるなんて、これまでの日常には絶対にありえなかった変な日だ。

　ラシードの胸に、ふっと、今日は昨日以上の変な日になるような予感がした。──いや、そんなはずがない、今日はカラタス城に帰るんだ、そうしたら午後にはいつもの日々が始まるんだ、と言い聞かせ、大きく伸びをする。背中や肩にくっついた藁がハラハラと落ちた。

「いつまでも眠そうな顔してないで、早く顔洗って支し度たくしなさいよ。魔術師が朝食を作ってくれてるわ。それを食べたら、すぐに出しゆつ立たつよ」

「ああそうですね。一晩泊まっちゃったけど、用も済んだし、これでお城に帰れるぞ」

　ラシードが嬉しそうに言うと、王女様は長い金髪をたなびかせて首を横に振った。

「お城には帰らないわ。私たちが行くのは、バビロンよ」

「バビロン──バビロニアの、首都ですか？　ええっ？」

　無茶苦茶な言葉に、ラシードは目を丸くした。王女様は、冗談とは到底思えない真ま面じ目めな顔で頷いた。

「そう。世界で最も神聖な都、バビロンへ行くの」

「王女様、何を朝から寝ぼけたことを吐ぬかしてるんですか？　バビロニアは一応同盟国ですが、銅の売ばい買ばいを巡って経済摩ま擦さつが起きていたり、戦争の準備をしていたり、仲も良くなければ安全な国でもありません」

　朝で頭の回転が鈍にぶっていたこと、王女が能天気で警戒心が緩ゆるんでいたこともあり、ラシードはつい、一いつ介かいの兵士であれば知っているはずのない機密事項を口走ってしまっていた。途中でハッとしたが、ありがたいことに王女様はそういうことには一いつ切さい気づかなかった。

「そんな危ない国に、一国の王女様がお一人でフラフラ遊び半分で出かけることは許されませんよ。しかも王女様、あなた、ご結婚が決まったばかり──」

「違うわ！」

　ラシードの想像以上に険けわしい口調で、王女は否定した。声は怒っているようでもあったけれど、なぜか泣きそうな目元をしていた。

「私はお姫様じゃない。──今後、私のことはサフィーネ、と呼ぶのよ。王女様とかお姫様とか呼んだら許さないんだからっ」

「は？」

「いいから準備なさい！　魔術師が地図を準備してくれてるわ！　ちゃんと道順を聞いて、方ほう角がくと時間を測はかるアストロなんとかの使い方を習っておくのよ！　じゃないと迷子になっちゃうんだから！」

「アストロラーベですか？　それくらい普通に読めますけど。──それより、王女様、その右手に持ってるのって」

　王女様は、右手に桶おけの持ち手を握り締めていた。まさか、もしやと思うが、王女様は水みず汲くみをなさるつもりなのだろうか。

「水汲みするのよ、悪い!?」

「え？　本気で王女様が水汲みするんですか？　そんなの俺が行きますよ」

「──王女様じゃないわ。私は、サフィーネよ」

　桶を取り上げようとしたラシードを、王女の薄紫の瞳が睨んだ。

　きつく、強い決意を込めて。

　ラシードは驚きにしばし目を瞬またたかせた。

「……サフィーネ様、本気なんですか？」

　確か王女の名前は、サフィーネではなかったはずだ、と思いながらラシードは聞いた。

「本気よ」

　王女様は言って、本当に、桶で水を汲むために山羊小屋の外へ出ていった。

「……我儘王女様が、今度は一体何を思いついたんだ？」

　一人残された山羊小屋で、しばらく真剣にラシードは考えてみたが、さっぱり思いつかない。昨夜泣いていたことと関係があるのだろうけれど、王女様は秘密を教えてはくれなかった。

「……国境なんて、王女様がそう簡単に越えられるものじゃないぞ。まともな護ご衛えいも連れずに、兵士一人だけを従じゆう者しやにしてなんて」

　バビロニアへと繫がる国境は、アイマン渓けい谷こくしかない。あそこには国境砦とりでと関所があったはずだ。ここから馬で二週間ほどの距離だが、まさか本当にそこへ向かうつもりだろうか？

「──はは。荒こう唐とう無む稽けいな絵え空そら事ごとだな」

　主あるじの騎士ディルダリヤ卿ならともかく、ただの兵士の自分が、次期女王様を守って二週間も二人きりで旅するなんて！

「あのお姫様は、国王陛へい下かに似てちょっと頭が足りないんだな。すぐにもお城から追っ手がやって来て、王女様の大脱走も終わるだろうに」

　そうしたらラシードもお城に帰って、その夜のうちにディルダリヤ卿の邸宅をたずねる。

　──その夜、そこで何が起こるのか、ラシードには大体の予想がついている。

　自分は彼の犬のようなもの。主に逆らうことなど、許されはしない。

　考えると、首元に縄を巻かれたような息苦しい気分になった。

「……そういえば、去年の分の有給休暇も、まだもらってなかったっけ……」

　ふと思い出して呟くと、城で兵士として過ごした日々が脳のう裏りをよぎった。

　十六の春に父の推薦で守備隊の兵士となって、約二年。

　非番の日に仲間と騒いだ夜もあった。左翼の部隊長の誕生日に、紅こう玉ぎよくのように色鮮やかな葡ぶ萄どう酒しゆを喉のどに無理矢理流し込まれたこともあった。むせて半分は吐き出したが、あれが最初の酒だったっけ……。

　一介の兵士には似つかわしくない〝秘密〟のせいで、この先たいして長くはないだろう無む為いな自分の人生の、数少ない鮮やかな日々。どんなに探しても、他には人に語れるような特別な思い出なんて出てこない。

「もう少しだけ、あの天てん真しん爛らん漫まんで間抜けな王女様のお守りにつき合うのもいいかな。──人生最後の酒を、あの方の部屋で飲む前に」

　皮肉げに独どく白はくして、ラシードは山羊たちの小屋を出た。一点の曇りもなく輝く朝日が、闇に慣れた目に眩まぶしかった。
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　朝食は、魔術師が飼っている鶏にわとりの卵と、塩辛いベーコンが少しに、薄い麦むぎ粥がゆだった。

　これまでサフィーネが食べた中でも最も粗そ末まつな朝食だった──少なくとも、記憶の中にあるうちでは。

「サフィーネ、これに着替えるが良い。その服では、旅には向かぬ」

　食事が終わると、魔術師はサフィーネに少し丈たけの短いワンピースを渡した。橙だいだい色いろのもあれば、薄い水色のもあったし、可愛らしい桃色のもあった。どれもこれも木も綿めんの服は、絹きぬほどすべらかな手触りではなかったし、裾すそにレースがあるわけでもなく、華やかな刺し繡しゆうがあしらってあるわけでもない。明らかに、村娘の普段着、という質しつ素そな衣装だ。

「地味な服……縫ぬい方もへたくそだし」

　ガタガタと縫い目がずれている服を見て、サフィーネは悲しくなった。糸が出ているところもある。今着ているドレスに比べたら、惨みじめとしか言いようがない。

「そなたの母が、夜を徹てつして縫ったものだ。針の得意な悪霊に教わりながら」

「！」

　それを聞いた瞬間、サフィーネはハッと魔術師を見上げた。文句なんか言った自分が恥ずかしくなった。一枚だけでなく、着替え分まで作ってくれた母を思うと、胸が一杯になった。

　悪霊だから針で刺しても血が出たりはしないだろうけれど、きっと大変だったに違いない。生前は王妃だった人なのだから。サフィーネは、手縫いのワンピースを胸に抱き締めた。

「お母様は今どうしてるの？」

「梁はりの隙間か、床板の下か、鍋の中か、どこか暗がりで眠っている」

「そう。……ありがとう、お母様。大事に着るわね」

　聞こえているといいなと思いながら、礼を言う。「お母様」と呼びかけることに少し胸が痛んだけれど、きっとこれを縫ってくれたのだから、母と呼んでも許されるだろう。

「ラシード、お前も着替えよ。カラタス兵士の制服のまま旅立つのはまずい。わしが若かった頃の服を貸してやろう」

　妙に嬉しそうな魔術師とラシードが台所を出ていくと、サフィーネは着替えを始めた。

　長い髪をとかしたり、編み込んだりには侍女の手を借りるけれど、着替えくらいはいつも自分でやっていた。異国の王宮物語では、リボン一つ自分では結ばず侍女にやらせるお姫様の話を聞いたことがあるが、カラタスではそこまで過保護な扱いをされることはない。──もしかしたらそれも、この日を見越した王妃の教育だったのかもしれないけれど。

　背中にある、たった一つの飾りリボンを結んでいると、家の外から人の声が聞こえた。

「たのーもーう」

「ンモーウ」

　何か、野の太ぶとい鳴き声が聞こえる。これは、お城の周りの畑を耕たがやす農民たちの家でよく聞く鳴き声に違いない。すなわち、牛だ。

　サフィーネは襟えりを整ととのえ、すっかり着替えを終えるまでは、客人を待たせておいた。待ちきれなかったのか、再びドンドンと入口が叩たたかれ、朗ほがらかな男の声がした。

「たーのーもーう！」

「モ──ウゥ！」

　牛も、語ご尾びを強めて鳴いた。サフィーネは急いで扉に向かった。魔術師に牛乳でも売りに来た農夫だろうか、と思いながら扉を開けた。

　輝くような金髪の美青年の笑顔を見た瞬間、サフィーネは取っ手を手にしたまま凍こおりついた。

　庵の外にいたのは、昨日のお昼、お城で見た「ヘンな人」だった。

　濃こい青あお色いろの瞳に蜂はち蜜みつ色いろの巻き毛、金きん糸しの縫い取られた華やかな白装しよう束ぞくを身に纏まとった、驚くほどの美び貌ぼうの騎士。
















　美青年は、短い角つのを生はやした体格の良い黒牛に乗っていた。サフィーネと目が合うと、にっこりととても爽さわやかな笑みを浮かべ、牛を飛び下りた。胸に手を当て、優美にお辞じ儀ぎをする。

「これは王女殿下、ご機嫌麗うるわしく！　輝かしき朝日とともにご拝はい顔がん奉たてまつり、まことに光栄にございますー。わたくしー、あー、誇り高きラヴィーヒルドー・アスガール、またの名をー、微笑ほほえみのー貴公子、心の底からのーお喜びをー、えー、申し上げますーらららー」

　まるで朝日の化け身しんかと思うような麗うるわしい金髪騎士は、わけの分からない旋せん律りつで歌うように長々と述のべた。

　サフィーネは黙って扉を閉めた。

「ああっ、王女様！　わたくしのことを覚えておられないのですか？」

　金髪騎士アスガールはドンドン扉を叩きながら切なげに訴えた。

「カラタスのお城で、昨日お会いしたではありませんか！　わたくしは怪しい者ではありません！　かのアッシャムスの王より遣つかわされた使者。シャリーヤ王女様を我が国の偉大なる太陽王のお后きさき様にお迎えするために参りました！　どうかこの扉をお開けください！」

「帰って！　私、シャリーヤなんて名前じゃないから！」

　サフィーネは、扉を無理矢理開けられないように、背中で押さえた。

「いいえ、あなたは確かにシャリーヤ姫に相そう違いありません！　もしやシャリーヤ王女！　来る途中の農民たちが言っていた、〝燃え盛る恋れん情じようゆえの駆け落ち〟というのは本当なのですか？」

　駆け落ち？　サフィーネはなんのことだろうと思った。昨日はラシードを脅すために「恋仲だったって言ってやる！」とは言ったけれど、逃げ出す二人を目撃して本当にそう思った人がいたということだろうか。

　……だとしたら好都合だわ、とサフィーネは思った。ラシードは、彼女がバビロンへ行くと宣言した時、とても嫌そうな顔をしていたから。

　こんな噂が立っていれば、帰るに帰れないと諦めもつくだろう。

「そんな噂は根も葉もないでたらめです！　俺は、王女様と駆け落ちなんかしてませんッ！」

　着替えを終え、奥の部屋から騒ぎに気づいてやってきたラシードが、大声で叫び返した。

「王女様……じゃなくって、サフィーネ様、お城からお迎えの騎士様が来たんですね？」

　サフィーネを見下ろすラシードの瞳は、嬉しそうにキラキラ輝いている。「やった、これでお役やく御ご免めんだ、お城に帰れるぞ！」と言わんばかりだ。

「いいえ、お迎えでもなんでもないわ！　変質者が出ただけ！　ちょっとそこの変な人！　私は結婚なんてしないから、とっとと帰ってー！」

「あっ！　お待ちください、お城の騎士殿！　王女様のお言葉は、単なる……恥ずかしがってるだけです！　王女様は、ちゃんとご結婚なさいますよー！」

「ばかラシード、余計なこと言うんじゃないの！」

「おお！　王女様、我が王とご結婚してくださるのですね、これはめでたい。では、王よりお伝えせよと言ことづかってきた求愛の歌を一曲」

　アスガールは、扉の向こう側から妙な音程の歌を楽しげに歌い始めた。本人は乗っているようだが、聞いたことのない旋律は、微妙としか言いようのない代しろ物ものだった。

　あまりの変な歌に顔をしかめていたサフィーネは、不意打ちでラシードに扉から押し退のけられてしまった。外で朗ろう々ろうと歌っていた騎士は、己おのれの歌に陶とう酔すいしているのか、しばらく扉が開いたことにも気づかなかった。ラシードは礼儀正しく青年が一曲歌い終えるのを待ち、自分より位くらいの高い金髪の騎士に向かって敬礼した。

「カラタス城の左翼警けい備び兵へいのラシード・ファキールです。お城を飛び出した王女様の護衛として、ここまでついて参りました。急ぎの旅立ちに、あなた様の馬とは知らず、見事な白馬をお借りしてしまいました。ご不便をおかけしましたこと、誠まことに申し訳ございません」

「ああ、シリウスのことか。かまわないよ。わたしは代わりに、この見み目め麗うるわしい黒牛を借りたから。この絶妙なカーブの、黒こく曜よう石せきのような美しい角を見たまえ！　なんと勇ゆう猛もうで格好いいことだ！　惚ほれ惚ぼれしてしまうだろう？」

　宝石のように青い瞳を輝かせ、騎士は嬉しそうに言った。

　ラシードは、顔を引きつらせ、返答に困った。

　牛に乗りたがる騎士というのは、いかにカラタスが田舎であろうと、そうはいない。

　貧しくとも普通はロバを選ぶ。なぜなら、牛は言うことを聞かないからだ。

　しかしこの騎士は、牛に乗ることが嬉しくてたまらない様子だった。

「えーと、そ、そうですね……見た目は雄お々おしくて、格好いい、ですね……」

「やはり君もそう思うか！　黒毛なところもシリウスとは反対で魅惑的だし。よし、こうしよう！　シリウスはもうしばらく君に貸す。カラタス城に戻るまでの間」

「え、いいんですか？」

「もちろん。シリウスが暴れて振り落とさなかったということは、ちゃんと扱ってもらったはずだからね」

　喜き色しよく満まん面めんの騎士は、扉の陰に身を潜ひそめて隠れているサフィーネに視線を転じた。

「では、シャリーヤ姫、わたくしとご一緒にお城へ戻り──」

「帰って！　私はこれからラシードと旅に出るの、あなたとは行かないわ！」

　ラシードの腕をぎゅっと握る。彼は、慌てた顔で振り払おうとした。サフィーネは、さらにきつく腕を抱き締めた。

　アスガールはくっつき合う二人の姿を見、ハッと身をこわばらせた。

「もしや、お二人は噂どおりに、抑えきれぬ愛の炎に身を焦こがし、駆け落ちを──」

「そうよ！」

「違います！」

「おや、さっそく仲なか違たがいですか？」

　アスガールの問いに、王女は大きく頷いた。

「ええそうなのよ！　この人ってば、私と一緒に逃げたくせに、迎えに来たあなたを見たら、怖くなってあっさり私を捨てようとしている卑ひ怯きよう者ものなのよ！　昨夜は二人で藁のベッドで抱き合って眠ったのに、朝になったらもう私はいらないの？」

「うわぁ、なんてこと言うんですか！　っていうか、あなた俺の隣で寝てたんですか!?」

「あなたの隣で寝ないでどこで寝るのよ！　魔術師の家はお化けが出るのよ!!」

　王女が叫び返すと、アスガールは神しん妙みような面おも持もちで頷いた。

「なるほど。ラシード殿は、我が王の妻となる方に手を出してしまわれたのですね。……知らぬことならば見過ごすこともできますが、知ってしまったからには看かん過かはできません。太陽王の名誉に賭けて、一対一の決闘を申し込みます！」

　初めて、陽気な金髪騎士の顔が真剣なものになった。牛の背中にくくりつけてあった、黄おう金ごん細ざい工くの典てん雅がな槍やりを手にした。

「決闘!?　いや、だからそれは誤解で、俺は王女様にはまったく何も」

「ラシード、まだ隠すの？　そんなに私のことが嫌いになったのね？　分かったわ、騎士アスガール。私がラシードに代わって自分で戦います。もし私が勝ったら、自分のお城へ帰るのよ。この結婚話は諦あきらめてちょうだい」

　もちろん、サフィーネは本気で戦う気などなかった。剣など持ったことなどないのだ。けれど、そう言えば絶対にラシードが動くことは分かっていた。「王女を守れ」という主君の命令を何よりも大切にしている人だから。

　案あんの定じよう、ラシードは言った。

「王女様、馬鹿言わないでください！　決闘ですよ！　遊びじゃありません、あなたに決闘なんかさせたら、俺が主君に殺されます！」

「じゃあ私のために戦いなさい！」

　サフィーネは命じ、まだ反抗的な顔をしているラシードを睨んだ。側で話を聞いていた騎士のアスガールもまた、険しい眼差しでラシードを見つめた。

「ラシード・ファキール、一夜とはいえ共とも寝ねした女性へのこの仕打ち、あんまりなものではないか？　どちらの主君にお仕えかは知らぬが、そのお方は、君に『恥』というものをお教えにならなかったようだ」

　ラシードの眉が、ぴくりと震えた。

「俺のことならともかく、我が主君への冒ぼう瀆とくは許せません。やってもいない罪に問われるのは馬鹿馬鹿しいが、あなたがどこぞの大王の名誉のために戦うなら、俺は、ディルダリヤ卿の名誉のために戦う」

　剣の柄に手をかけて、ラシードが言った。

「望むところだ」

　アスガールも不敵に微笑んだ。







　サフィーネは、このあとどんなすごい戦いが繰り広げられるのか、期待に胸を膨ふくらませていた。

　──が、残念なことに打ち合いは三さん合ごうと続かず、華やかな金の槍はすぐさま宙を舞った。

「……おや？」

　喉元に、顔が映るほど磨みがき抜かれた鋼はがねの剣を差し込まれ、アスガールは不思議そうに呟いた。剣を突きつけた勝者ラシードも、不可解そうに眉根を寄せた。

「あなたは遊び半分で俺に決闘を申し込んだんですか？　今の勝負は、どういうことです」

「いやぁ……ははは。我らが太陽王の威い光こうは輝かしく、近頃は国があまりにも平和なので、近この衛え騎士の仕事はもっぱら美女たちに手を振ることになっていて……ちょっとサボりすぎたかな」

　悪びれもせずにへらへら笑うアスガールに、ラシードは声を低めた。

「あなたの仕える王とやらは、それで怒らないのか？」

「ああ……！　偉大なる陛下、ご覧になっておられましたか？　わたくしは、カラタス国の壮絶な剣の使い手にすっかり負けてしまいました……。悪霊だらけの下界を生き抜く民たみたちは、わたくしの想像以上に日々辛しん酸さんを舐め、それゆえに剣の腕を磨いている様子にございます。申し訳ございません、陛下の妻となるべき女性を連れ帰る権利を失ってしまいました……」

　突然アスガールは天を仰あおいで訴え始め、その言葉にラシードは顔色を変えた。

「いや、お待ちを！　『連れ帰るな』とは一言も言っていません。俺はただ、主君の名誉のためにあなたと勝負をしただけで、王女の結婚話とはまったく──」

「負けたわたしが、勝者から王女を奪うなど許されるはずがない。かといって、主命を受けた騎士として、君たちの駆け落ちを認めることもできず……はて一体、わたしはどうしたらよいものか」

「──共にゆけば良い」

　庵の中から、魔術師が顔を出した。

　すっかり荷物を詰め終わった荷に袋ぶくろや水、魔除けの首飾りにランタンなどをラシードとサフィーネに差し出した。

　サフィーネは腕を伸ばしたが、王女様にそんなものを持たせられないと思ったラシードが全部受け取った。

「旅の準備は整った。青い目の騎士が共にゆけば、この旅はさらに安全になろう。……勝負にこだわるならば、明日の朝、再び決闘を申し込めば良い。太陽は西の空に沈み、翌日、また東の空に蘇よみがえる。世界は新しく生まれ変わる。──王女の旅には、そなたの援助が必要だ」

　魔術師の言葉に、アスガールは喜び勇いさんで頷いた。

「おお、分かりました！　では王女様、わたくしも駆け落ちにご一緒いたします。よろしいですね？」

　サフィーネは「ついて来ないで、変質者！」と叫びたかったけれど、この素晴らしく青い目はきっと、悪霊除けとして役に立つ。魔術師が連れて行けと言うなら、逆らっても無駄だ。

「分かったわよ。……その代わり、私のことは絶対に王女様とは呼ばないこと！　いいわね!?」

　返事をするように、黒牛が「モーウ！」と鳴いた。

　自称・微笑の貴公子は喜びを表現すべく、また珍妙な歌を歌い始めた。







　こうして、カラタス国の王女と、剣士と、微笑みの貴公子は一緒に旅立つこととなった。
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　ラシードは、二時間に一度は休きゆう憩けいをとった。か弱い王女様であるサフィーネが、また体調を悪くするといけないと思ったからだ。

　けれど今は昼間だし、青い目の騎士と馬に挟はさまれた王女の体調は、とても良かった。

　午後の最初の休憩をとった時、アスガールがラシードに聞いた。

「ラシード、時とき折おり君が天に向かってかざしている、その不思議な円えん盤ばんはなんだい？　とても変わった形をしているね」

「アストロラーベですか？　これは、方角や時間を測はかる道具です」

　ラシードはその真しん鍮ちゆう製せいの複雑な道具を差し出した。何重かに重なった薄い円盤には、炎の形をした穴や穿せん孔こうが幾つも開き、目盛りや印しるしがたくさんついている。アスガールは興きよう味み津しん々しんの顔で受け取り、中の円盤をくるくる回していた。

「縁ふちに刻きざまれている数値に今日の暦こよみを合わせ、内部の円盤を回し……その穴に太陽の高さを合わせて、ええそうです。それでこの印がある方角が東になります。こちらの目盛りを読むと、現在の時刻が分かります」

「ほーう。大変素晴らしい道具だ！　これは君が考えたのかい？」

「いえ、三百年ほど前のバビロニアの天文博士がこの原型を考案したと聞いておりますが」

　二人の会話に、サフィーネは驚いた。騎士よりも下位の、庶民同然のラシードが知っているアストロラーベの扱い方を、立派な国の近この衛え騎士であるアスガールが知らないなんておかしい、と思った。

「ちょっとアスガール、あなた騎士のくせにアストロラーベも知らないの？」

　サフィーネは、自分も知らなかったくせに非ひ難なんがましく聞いた。

「それが、恥ずかしながらわたくしども王の親衛隊は……日々、陛下と一緒に遊び暮らしておりまして。笑顔と希望を振りまく以外、なんの役にも立ちません。はっはっは」

　自信満々でアスガールは微笑ほほえんだ。白い歯を見せて天てん真しん爛らん漫まんに笑う様子は、顔だけ見れば本当に魅力的だったけれど、中身が空からっぽだと知っているサフィーネは、ため息しか出てこなかった。これだけ顔がいいのだから、もう少しだけ知性を身につければ、たちまち魅力的な男性になるだろうに。宝の持ち腐れの最たるものだ。

「……そんな役立たずの王様のところに誰が嫁とつぐのよ。私は嫌よ」

「何をおっしゃいます！　我が王は、この世界に存在しているだけでありがたいのです。万ばん民みんが日々、そう讃たたえて崇あがめ奉たてまつっております。かのお方が存在するだけで、世界は暖かく光に満ち、緑は濃く豊かに繁しげり、ご尊そん顔がんを拝はいするだけで生きる希望が胸に満ちてくると！」

「あーそうですか。はいはい」

　サフィーネはもう馬鹿馬鹿しくなったので、適当にあしらっておいた。アスガールの仕つかえる主君は、「太陽王」という非常にありがたい通り名の王らしいが、そんなお天気な名前をつけるから、本当に役立たずになってしまったのだ、と思った。──もっとも、「残ざん虐ぎやく王」とか「殺さつ戮りく王」とかいう恐ろしい通り名で呼ばれたり、父のように「暗あん愚ぐ王」と嘲ちよう笑しようされる王様よりは、「太陽王」の方がずっとありがたいのは間違いないのだけれど。

「ラシード、しばらくわたしが先導してもいいかな？　是非ともこれを操あやつってみたいんだ！」

「えっ……」

　アスガールの提案に、ラシードは絶句した。この上なく不安そうな顔で、希望に顔を輝かせている微笑みの貴公子を見た。

「駄目よ、ラシード！　そんなのに任まかせちゃ駄目！　この人、あわよくば私たちを連れて自分の国に帰ろうとするかもしれないわ！」

「おおサフィーネ様、わたくし、誓ってそのような卑ひ怯きようなことはいたしません！　わたくしは、神々に誓って正しい道をとりますとも！」

　アスガールが、芝居がかって見えるほど大げさに誠意をとうとうと訴うつたえるので、その騎士の面めん目ぼくを立てぬわけにはいくまいと、ラシードは頷うなずいた。……心の中は本当に不安で一杯だったのだけれど。

「では、アスガール殿、先導をお願いします。これが地図です。予定では、この分かれ道を西に入ります。太い街道沿いに、ずっと北へ。もしも道に不安を感じたら、すぐに俺を呼んでください。くれぐれもお間違いなさいませんように」

「分かっているとも！　君は心配性だなぁ、もう少し、わたしのように前向きに生きた方がいいんじゃないかい？　はっはっは」

「……」

　笑い飛ばすアスガールに、サフィーネもラシードも、とてつもない不安を感じた。

　このあとサフィーネは、ラシードと馬を並べながらぶつぶつと「なんであんなのに地図を渡すのよ……。絶対迷うわよ。百万が一、迷わなくっても、思いっきり図に乗るわよ。ますます鬱うつ陶とうしくなるわよ」と愚ぐ痴ちを言い続けた。







　休憩のたびにラシードは方角と地図を確認していたが、アスガールの先導は特に間違っていなかった。

　この調子なら、夕暮れ前には今夜の宿と決めていた農村に着くだろうと思っていたが、日暮れになっても、星が瞬またたき始めても、村に行き当たらない。道は徐じよ々じよに険けわしい山道に差しかかり、悪あく霊りようが飛とび交かい始めた。いい加減イライラしてきた悪霊嫌いの王女様が、先頭を行く金髪男の背中を睨にらみつけて抗議した。

「アスガール、本当にこっちで合ってるの？　──アスガールってば！」

　黒牛に乗った騎士は、王女の怒ど声せいにもまったく返答を寄よ越こさない。──その背中が、微妙にぐらぐら揺れていることに気づき、ラシードはハッと息を吞のんだ。慌あわててアスガールの隣に並び、その背中を揺さぶってみれば、

「ぐぅ」

　と軽いイビキをかいて、彼は牛の背の上で眠っていた。ラシードはその手からアストロラーベを奪い、星座を合わせて方角を確かめる。そしてアスガールが握り締めている地図を取り上げ、想像もしていなかった異変に気づいて声を荒らげた。

「──おい、地図の上下が逆だぞ！　一体いつから逆を見てた!?　おい！」

　ラシードは眠る牛男を起こそうとし、力を込めて肩を揺さぶった。

　絶望に近いほどの虚脱感が、ラシードの胸いっぱいに広がった。

　まさか……大たい国こくの使者を名乗る近衛騎士が、地図の上下も読めないほど愚おろかだなんて、ありうるだろうか？　あまりにも基礎中の基礎だったので、ラシードもそこまでは丁てい寧ねいに教えなかった。最下級の新入り兵士でも、真っ先に習ってすぐに覚えることなのだから。

　ラシードは顔を引きつらせながら、もう一度地図と方角を確かめた。が、何度調べても同じ。ここは目的地の村から遠く離れた山奥だった。辺りには村どころか、廃はい鉱こう山ざんしかない。

「起きてください、アスガール殿！」

　いくら揺さぶっても、牛男はちょっとにやけた寝顔で「ぐぅ」と言うばかりで、いっこうに目を覚まさない。

「やっぱり道を間違ったのね？　ラシードのばかぁ！　そんなのに地図を渡すからよ！」

　王女は怒る。ラシードは急いで周辺に泊まれる場所を探したが、人の住む集落はとても遠かった。まったく反対方向に来ていたのだから仕方がない。どうしてもっと早くこのことに気づかなかったのだろう。これは明らかにラシードの失態だった。

　ラシードはいくら揺すっても目を覚まさないアスガールを諦あきらめ、怒りに瞳をぎらつかせている王女様を振り返った。

「サフィーネ様、今夜は、とてもまともな場所には泊まれません」

「なんですって!?」

「これから、俺たちにとれる三つの選択肢を言います。あなたが最上だと思うものをお選びください。──一つ、悪霊と野獣の出る、この山の中で一夜を明かすか」

「いやあっ！」

「少し方角を修正し、北西にある廃鉱まで行って、獣けものは出ないけどたぶん悪霊がうじゃうじゃ出る、捨てられた坑こう道どう跡あとで一夜を明かすか」

「もっといやあああっ!!」

「いっそお城へ帰るか。──どれにしますか」

「全部いやっ！」

「でもどれかしかないんです。あなたが選ばないなら、俺が選びますよ。お城へ帰りましょう。そうしたらもう二度と、悪霊にも野獣にも怯おびえないですみます」

「駄目よっ！」

　我わが儘ままを言う王女に、苛いら々いらしてきたラシードはきつい眼まな差ざしを向けた。わざとその名を呼ばす、彼女が嫌がる呼び方をしてやった。

「王女様、まる一日旅して分かったでしょう？　山や廃鉱は王女様のいる所じゃありません。そうでなくともお体が弱いんでしょう。暖かく大切に守られたお城で、何不自由ないお姫様暮らしの何が嫌なんです？　そりゃ、結婚相手はちょっと……ぐうたら国王かもしれませんが、それも大たい国こくゆえ、平和ゆえのことと思えば許せましょう。──我儘は、いい加減にしなさい」

　ぴしりと怒られて、王女は泣きそうな顔になった。心を鬼にして、ラシードは言った。

「さあどうします？　ここで一夜を明かすか、廃鉱へ行くか、お城へ帰るか？」

「──廃鉱に行くわ」

　予想外の答えに、ラシードは驚いた。王女は毅き然ぜんとした表情でラシードを睨にらみつけた。

「私は、戻ることも立ち止まることもしない。前に進むわ。進む場所がそこしかないなら、廃鉱に行きます」

　啞あ然ぜんとしているラシードの脇をすり抜け、王女は先頭に立って馬を歩かせ始めた。

「え？　……王女様、廃鉱って悪霊が山ほど出るんですよ？」

「悪霊なんか、カラタス城でも、魔術師の家でも、ここでも出るんでしょ！　あなたこそ、いい加減前に歩き始めたら？　私は王女じゃなくて、サフィーネだと言ったはずよ」

　王女が振り返り、ラシードを睨みつけた。その美しい紫の瞳は、「廃坑は悪霊だらけ」という言葉に怯え、目の端はしに涙をきらめかせていた。

　その必死の眼差しは、ラシードの胸に突き刺さった。

　──初めて、疑問が浮かんだ。

　このお姫様は、何をしようとしているのだろう？　バビロンへ、何を目指して行こうとしているのか？

　もしかしてそれはただの物もの見み遊ゆ山さんでもお遊びでもなく、何か──口に出すことのできない、とても重大な理由があるのかもしれない、と。
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　鉱山の腹の中は、カツカツ、とやたらに靴音が反響する。

　坑こう道どうの入り口に爆ばく睡すいしているアスガールを置いておき、「とりあえず、中を調べてきます」と言うラシードについて、サフィーネも坑道の探険をしていた。

　びくびくしながら、その広い背中を包む服をしっかりと摑つかんでいる。

　坑道に入るのはとても怖かったけれど、置いていかれる方がもっと怖かった。

「サフィーネ様、ここが何か知ってますか？　王と魔術師の契約で、銅が採れなくなって捨てられた鉱山道です。鉱石の採さい掘くつは、古くから危険な事業でした。落らく盤ばん事故などが絶えず、おかげで悪霊も絶えません」

「わ、私を脅そうっていうつもり!?」

　ラシードを睨むと、彼は驚いたように緑色の目を開いた。

「──いいえ。この国について、どうせ知らないだろうからお話ししただけです。今のあなたは、王女ではないと言いながら、……俺の目には、それなりに王女様らしく見えるから」

「……どういう意味？」

　少し考えてラシードは言った。

「あなたがバビロンへ行きたがるのは、何か王家のためなのではないですか？　王家か──国のため。だからあなたはなぜだか王女様らしく見えるし、俺の持っている知識で何か役立てるなら、とお話ししたまでです。見当違いなら、忘れてください」

「……ありがとう」

　小さな声で言ったのに、狭い坑道で反響して、やたら大きく聞こえた。何度も反響するから、サフィーネは恥ずかしかった。

　これ以上奥には立ち入れないよう、木の板を何重にも打ちつけて坑道が塞ふさがれた所まで来ると、ラシードは言った。

「ここでおしまいですね。こんなに何枚もの板で塞がれていたら、獅し子しだの虎とらだの危険な猛獣が出てくることもないでしょう。──さあ、入り口に戻って夕食にしましょうか」

　サフィーネはホッとして、ラシードと入り口に戻った。綺麗な星空の下、相変わらずアスガールは「ぐぅぐぅ」と幸せそうに寝ていた。

　夕食は、魔術師の持たせてくれたビスケットと干ほし肉が少しだけ。サフィーネはお城の昼食に食べ残してきた銀ぎん白はく色しよくの魚の白ワイン煮込みを思い出して、ため息をつきながら食べた。

　侘わびしい夕食を終えると、もうあとはすることがない。

「じゃあ、俺が入り口で寝ますから。奥は安全だと思いますけど、一応、この騎士様を一番向こうに寝かせ、いざという時の盾たてにしてください。サフィーネ様は、牛馬たちと引っついて真ん中で寝てください。アスガール殿は青い目だけど、悪霊退治には役に立たなさそうだから、悪霊が出たら白馬のシリウスを起こして睨ませてください」

「分かったわ」

　それは順当な割り振りに思えたので、サフィーネは頷いた。ラシードは賢かしこそうな白馬に「王女様を守ってくれよ」と頼んだあと、カンテラの明かりを消して、坑道の夜には静かな闇が落ちた。







　──それからしばらくして。

　サフィーネは、コソコソ話す人の声でぼんやり目が覚めた。

　覚めたとはいっても、意識は夢うつつ。体もぐったりと疲れていて、目も開けられない。

「まるでお天てん道とう様のように輝いておるなぁ」

「このキラキラした金色の髪！　なんと魅力的な男じゃろう！」

「しかも、何やら側そばにおると、ちょっぴり暖かいような気もするぞ」

「どれ」

「どれ」

　複数の生き物が側そばを動き回るような音が、サフィーネの耳に聞こえた。

「おお、本当じゃ！」

「ほんのりぬくい！」

「お日様の匂いもするぞ！」

「ふんふん！　まさしく、これは太陽の匂いじゃあ！」

「一体何者じゃ……この不思議な人間は？」

　がやがやとざわめいていた声は、しんと静まり返った。凜とした女の声が言った。

「皆の衆、妾わらわが思うに、これは、太陽になりかけの子供様ではなかろうか」

「なにっ」

「昔々、バビロンに住んどった妾のひひ婆ばあさんが聞いた地上の噂話じゃが、なんでも太陽様は、人の形をしておられるという。そして、天を歩いて世界を照らしておられるそうじゃ」

「なんと！　お天道様は人の形をしておるのか！」

「そうじゃ。つまりこの人間は、そのお天道様の息子様か、さらに息子の息子様か……」

「あるいは、さらに息子の息子の息子様」

「もしくは、さらに息子の息子の息子の息子様」

「またもしかしたら……」

「ええ加減にせぇ！　女王の話を遮さえぎるな」

「要するにじゃ。この人間は、太陽になりかけの小さい太陽様に違いない！」

「おおっ！」

「では、これをわれらの国に連れ帰れば!?」

「暗くてジメジメした妾たちの地底の都にも、輝かしい太陽が生まれるじゃろう！」

「なんとありがたい！」

「十年ぶりに見つけた若い男が、太陽様の息子様とは！」

「僥ぎよう倖こうじゃ、またとない僥倖じゃ！」

「来年には、赤あか子ごを囲んで酒宴が毎日できるぞ！」

　サフィーネの側に群がっていた気配たちはこぞって喜びに飛とび跳はねた。

「これからは、うちのやせ細った麦畑もよく実ろう！」

「麦酒ビールが飲み放題じゃ！」

「うちの葡ぶ萄どう畑もよーく繁しげるに違いない」

「葡萄酒も飲み放題じゃ！」

「我が家の芋いも畑もすくすく育つぞ！」

「芋いも焼じよう酎ちゆうで毎晩酒盛りじゃ！」

「可愛い子供たちと酒盛りじゃあ」

「よし、連れ帰るぞ！」

　辺りにはお祭りでもしているように賑にぎやかな甲かん高だかい声がしていた。サフィーネは目を開けようとしたけれど、どうしても瞼まぶたが重くて無理だった。

「隣の人間はどうする？　いまいち光り方が足りんが、同じ金髪じゃぞ」

　何かがさわさわとサフィーネの体を触る気配がした。が、不快だと思うより早く、ギャッと声がした。

「女じゃ、隣に寝とるのは、この男の嫁じゃぞ！」

「女なぞいらぬわ！　間に合おうておる！」

　叫んだ声の主が、サフィーネの肩を蹴け飛とばそうとした、

「ひっ！　待て、何やら怪あやしげな目が睨んだぞ！」

「馬じゃ！　獰どう猛もうな馬がおるぞ！」

「蹴飛ばされるぞ！　皆の衆、逃げろ！」

「おお、逃げろや逃げろ！」

　辺りは、火を吹き消したように静かになった。

　サフィーネの側から定期的に聞こえ続けていた、「ぐぅ」という幸せそうなイビキも、聞こえなくなった。

　サフィーネはすぐに飛び起きた方がいいような気もしたけれど、「ぐぅ」の聞こえない快適な静けさが大変心地ここちよかったので、さっきよりも深く眠ってしまった。







「サフィーネ様、起きてください。朝ごはんができましたよ」

　ラシードの声が聞こえ、サフィーネは眠い目をこすって起き上がった。

「おはようございます。昨夜は悪霊に悩まされたりしませんでしたか？」

　緑色の瞳がサフィーネを見て微笑む。早朝だというのにラシードはすっかり目が覚め、顔も洗ってさっぱりした様子だ。サフィーネは、髪もほつれて寝ね惚ぼけ眼まなこの自分が急に恥ずかしくなった。

「え、ええ。出なかった……と思うわ」

　夜中に妙に騒さわがしかった気がするが、悪霊だったのだろうか。でも、特に気分が悪くなったり気持ち悪くなったりしなかったから、普通に眠れた。魔術師がくれた悪霊除よけのお守りがよく効いたのと、側にシリウスがいてくれたからだろう。

「ところで、アスガール殿はどちらに行かれたんでしょう？　俺が起きた時にはもう姿がなかったんですが……何かご存じですか？」

「あら、本当にいないわね」

　サフィーネも彼が寝ていた坑道の方を見た。そこには、魔術師が貸してくれた毛布が一枚落ちているだけだった。

「変だなぁ。シリウスもいるし、あの方のお気に入りの牛もいるし──槍やりも残ってる。どこへ行ったんだろう」

　ラシードは首を傾かしげている。サフィーネも不思議に思って辺りを見回した。どこにも、あの派手な金髪男は見当たらない。──が、サフィーネにとっては、別に側にいなくてもまったく構わない人物なので、特に焦あせる気持ちは湧いてこなかった。

「何か探し物でもしに行ったのかしら？　果物とか、水とか」

　適当に言ってみただけだったが、ラシードは頷いた。

「ああ、そうかもしれませんね。この辺り、果か樹じゆが植えてあるんですよ。小川もあるし。鉱山が開いていた頃の名残なごりでしょうね。俺はもう一回、近くを探してきます」

「いってらっしゃい」

　ラシードは、王女に何か危険があっても逃げられるようにと、馬たちを置いて徒歩で行った。

「本当にどうしたのかしら、アスガール……。あの人、青い目だし、夜中に悪霊にとり憑かれたりもしないだろうし」

　ラシードが淹いれてくれた紅茶を飲みながら、サフィーネはふと夜中に聞いた声を思い出した。

　何かの集団が……坑道の奥の方から出てきて、ぶつぶつ言っていた。

　この人間を連れて行こう、とか。酒盛りができるぞ、とか。

　言葉を喋しやべっていたから、たぶん悪霊ではなくて人間だと思う。

　──古い鉱山に住み着く人間なんているのかしらとは思うけれど、確かに人間の言葉を喋っていた。

　あのヘンな人間たちが、熟睡しているアスガールを誘ゆう拐かいしていったのかもしれない。……あんな役立たずを連れて行って、何に使うのかはまったく分からないけれど。

　サフィーネはラシードが戻るのを待った。早くこの話をしたかった。

　五分待った。十分くらい待った。さらに、もっと待った。

　けれどラシードは帰って来ない。痺しびれを切らし、サフィーネは立ち上がった。

　カンテラに火を灯ともす。ラシードの荷物袋から、彼の分の魔除けの首飾りも探し出し、自分の首にかけた。二つかければ、効果も二倍に違いない。カンテラに魔除けの草が入っているのを確認し、恐る恐る、真っ暗な坑道の奥へ向かった。

　カツン……カツン。昼でも真っ暗な坑道に、不気味な音が響く。

「彼ら」──もしかしたら「彼女ら」は、この奥から来て、奥へ帰って行ったはずだった。

　木の板が打ちつけられたところまで来ると、サフィーネは下の方を調べた。

　大の男が一人通り抜けられるくらいの隙すき間まがあった。

「……昨夜は、もっと小さい隙間だったわ」

　多分、肩幅の広いアスガールを通すために、「彼ら」が隙間を広げたのだ。

「どうしよう」

　サフィーネはポツリと呟いた。屈かがめば通り抜けられる。でも、こんな真っ暗な坑道、絶対に悪霊がうじゃうじゃ出るに決まっている。カンテラの中には、魔除けの香草も少しだけ入っているけれど、……行くのは怖い。けれど、じっと待っているのも嫌だ。

「アスガールなんて、別にいなくてもかまわないし……」

　放っておこうか、と思った。

　変な歌ばかり歌うし、道には迷うし、役に立たないし。

　このままそ知らぬふりをして、ラシードには「アスガールなら、諦あきらめて一人で国に帰ったみたいよ」と言ってしまいたい気持ちも、少しあるけれど。

「でも、追いてっちゃ駄目よね。私だったら、こんな地下道に連れて行かれて一緒にいた人に見捨てられたら、悔くやしくて悲しくて死んでも死にきれないわ」

　元はと言えば、勝手に道に迷ったり、読めないくせに地図を見たがったり、挙あげ句くに変な生き物に攫さらわれても目を覚まさない彼が悪いのだと思うけれど、仕方がない。

「全く、面倒ばっかり引き起こすんだから！」

　サフィーネは怒りを搔かき立てて勇気に変えると、乱雑に打ちつけられた木板の下をくぐった。魔除けの香草を少しだけ燃やしながら、奥へと足を踏み入れた。

「……お邪魔します」

　魔術師の家の「厠かわやの番人」のような恐ろしいものがここにもいるかもしれないと思い、サフィーネは小さく呟いた。

「ちょっとだけ中に入るけど、すぐに出ていくから。お化けさん、出てこないでね……」

　びくびくしながら、一歩ずつ先へ進む。

　カンテラの明かりは小さく、辛かろうじて足元が照らせる程度だ。足元には、途中で捨てられた鉱石の石せき塊かいがそこら中に落ちている。暗い道をおどおどしながらしばらく進むと、道が二つに分かれていた。正確には、竪たて穴あなも入れて三つの道があるのだが、はしごのかかっていない坑道をよじ登れないので、サフィーネの選択肢は二つだった。右に行くか、左に行くか。真ん中にはうち捨てられたつるはしと、柄えに固く結びつけられた色違いの手ぬぐいが三つある。

　まるで誰かの墓ぼ標ひようのようだ、と思った。

　その瞬間、背せ筋すじが薄ら寒くなった。鉱山では落盤事故が絶えないというラシードの言葉が思い出された。

「こ……怖がっちゃ駄目。怖がったら、余計に悪霊につけ入られる……」

　サフィーネはつるはしを見ないようにして、地面に目を凝こらした。

　真夜中の生き物たちの、足跡でも残っていないかと思ったのだ。しかし、硬い岩がん盤ばんの地面には足跡は一つも見つからなかった。それならばと、ランタンを置いてその場に両腕をつき、アスガールの目立つ金髪でも落ちていやしないかと目を皿のようにして探す。が、それも見当たらなかった。

　唐とう突とつに、坑道内に生なま温あたたかい風が吹いた。何かが来る、と思った。どこからかは分からないけれど、来る！　サフィーネが顔を上げた直後、坑道の片方に小さな明かりが幾つも灯ともった。赤い蛍ほたるのようなものが。と同時に、パタパタと足音が響いた。夜中に聞いたのと全く同じ足音だ。サフィーネは立ち上がろうとしたが、足音たちはあっという間にやって来て、彼女を取り囲んだ。

　それは、サフィーネよりも少し背の低い、腕や胸元をやたらと露ろ出しゆつした美女たちの集団だった。皆、兵士のように武装して、肩当てや胸当てを身につけている。

「おお、ここに大根嫁がおったぞ！」

「フン、夫を探しに来おったのか。健けな気げじゃのう」

「仕方ない、これも連れて行け！」

　女たちの集団はサフィーネに飛び掛かり、仰あお向むけに体を倒してひょいと持ち上げた。女性だというのに、皆とても力持ちだった。

「きゃああああっ！　ちょ、ちょっと大根嫁って何!?」

　叫んで暴れたけれど、なにぶんにも数が多い。伸ばしたサフィーネの手は、つるはしをかすめただけで、カンテラさえも摑むことはできなかった。

「いやあああ、助けて──っ」

　サフィーネの叫びが暗い坑道にこだました。







　新鮮なブルーベリーを両手一杯にして、小一時間ほど経って戻って来たラシードは、坑道の入口で、王女の葦あし毛げの馬・疾風はやてと、青い瞳のシリウスが仲良く並んで草を食べているのを見つけた。他の生き物を探して視線を動かす。近くの木こ陰かげで、角つのの生はえた黒牛が「ぐぅ」と主あるじのイビキの真ま似ねをして朝寝しているのも見つけた。

「サフィーネ様？　アスガール……？　サフィーネ様!?」

　王女の姿はなかった。坑道の中にも、外にも。彼女の大事な愛馬・疾風の近くにも。

　消えた焚たき火の灰に手をかざすと、まだ温かかった。

「サフィーネ様！　アスガール!?」

　叫んでも、山のこだましか聞こえない。

　二人はどこへ行ったのだろう？

　動物たちが洞どう窟くつの外でのんびりとしているのなら、怪かい異いは……洞窟の中にある？

　ラシードはカンテラを探した。──朝方まで確かにあったカンテラは、荷物置き場からなくなっていた。

　仕方なく、松たい明まつを作って洞窟に入る。

　そしてその坑道の奥で、分かれ道の手前にラシードは見つけた。いまだ小さな火を灯しているファールーンのカンテラと、片方の坑道に向かって倒れているつるはしを。
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　暗くてくねくねした坑道をあっちに運ばれ、こっちに運ばれ、壁に頭をぶつけるんじゃないかというすれすれで急カーブを曲がったり、体中の血が頭に溜たまるような急角度で地下にもぐったり、荷物のように体を投げ降ろされたりしながら、サフィーネは地下道の奥へと連れて行かれた。怪力女たちの足は速く、あっという間に終着点へ到達した。

　そこは地下宮殿の大広間のようなところで、点々と灯された明かりだけで辺りの奥行きを測ると、とてつもない広さがあった。遙かに見上げた上部には幾つもの明かりが見え、無数の横穴が開いてそこに女たちが住んでいる様子だった。

　広間の左右にも、数えきれないくらい多くの横穴が繫つながっており、まさに地下迷宮という言葉が相応しい。地上の風の音の一つさえ聞こえない、光の差さない暗闇の王国。

　サフィーネは暗黒の異世界にでも連れて来られたような気分になり、とても怖くなった。

「おい大根嫁、こっちだ！」

「もっと速く歩けぬのか。貴き様さまは老婆か！」

　ついさっきまで振り回されていたせいで、フラフラしているサフィーネのお尻を、後ろから小柄な女性が槍の柄つかでつつく。

「あっ！」

　そのせいで転びかけても、誰も手を貸してくれないどころか、皆してあざ笑う。

「グズよのう」

「こんな女が、あの美しい男の嫁だとは。地上とはまことにおかしなところじゃ」

　口々に馬鹿にされ、つつき回されながら、サフィーネは岩がん盤ばんをくりぬいて作られた宮殿の奥へと導かれた。女たちへの怒りをこらえつつ、通った道を記憶する方に意識を集中させた。地下宮殿のつくりは、意外にも地上のお城に少し似ていた。

　まるで、かつては地上に住んでいた一部族が土地を失って地下に追われ、そこへ、地上にいた頃を懐なつかしみながら宮殿を再現しようとしたかのように。

　いくつかの階段を上り、天井の低い回廊を腰を屈かがめて通り抜け、真っ白い雪せつ花か石せつ膏こうの扉がはめ込まれた部屋に辿り着くと、両脇に立っていた女兵士たちが両開きの扉を開けた。

　真っ先に、おかしな香こうの匂いが鼻についた。甘ったるいような、気持ち悪いような異様な匂いだ。

　豪ごう奢しやな黄金細工で飾られたその部屋の真ん中。大きな寝台の上には、金髪巻き毛の青年が、相変わらず「ぐぅ」とのどかにいびきをかいて眠っていた。

　両脇に、小麦色の肌の美女たちを二人ずつはべらせて。

「──」

　サフィーネは言葉を失った。女たちは四人とも裸だった。

「女王陛下、大根嫁を連れて参りました」

　一人の女が、サフィーネをベッドの枕元へ連行する。アスガールに腕を回したり胸に頰ほおをすり寄せたりしていた女たちが、一斉にこちらを見た。

「おお、嫁を連れてきたか！」

　素肌に首飾りだけはじゃらじゃらとつけた女王は、寝台を下りてサフィーネの側に立った。全裸なのを全く恥ずかしがっていない様子だ。サフィーネの方が恥ずかしくなって目を逸そらしてしまう。女王はサフィーネの姿を上から下まで眺めると、馬鹿にしたように笑った。

「ふむ。まさしく大根のような女じゃな」

　失礼なと思ったが、サフィーネには女王のように、一歩歩くごとに、たわわに揺れる胸やら尻やらというのはない。女王はサフィーネの腕を取り、さっきまで自分が寝そべっていた場所に突き飛ばした。

「きゃあ、何するのっ！」

「お前の常つね日ひ頃ごろの手て管くだで、男を起こすのじゃ。なんなら、必要な部分だけでも構わぬぞ。このままでは使い物にならぬ」

　サフィーネは、真っ白な絹の上で健すこやかに眠るアスガールの顔を見た。

　柔らかな金髪を、薄暗い明かりの下で妙にキラキラ輝かせながら、幸せそうに微笑んで眠っている。見たところ怪我もないが、上着は脱がされ、シャツの胸元は開けられて、女たちに散さん々ざん触られたのは間違いない。おしろいや口紅の跡あとがそこらじゅうに残っている。サフィーネが来るまでに、一体何をされていたのだろう。こんな無茶苦茶な状況になっても目を覚まさないとは、とんでもない神経の男だ。いっそ病気なんじゃないかと思う。

　サフィーネは腕を伸ばし、アスガールを揺さぶってみた。

「アスガール、アスガール！　起きて！　……とっとと起きなさいよ！」

　あまりにも起きないので、両りよう頰ほほをひっぱたいてみた。

「アスガールってば！」

「……むにゃ……？」

　うっすらと、アスガールは青い瞳を開いた。

「──おおなるほどな、殴ればよかったのか！」

「──交こう尾びの前に乱暴はよくないかと思って控ひかえていたが……」

　後ろで女たちがコソコソ話すのをよそに、アスガールはぼんやりした顔で周囲を見渡すと、

「まだ暗いな……。夜明けまで三時間はあるぞ。よし、二度寝しよう……」

　と、枕に頭を落とし、また「ぐぅ」と寝入ってしまった。

「アスガール！　もう朝なのよ！　ここが地下だから暗いだけよっ！　──ちょっとあなたたち、もっと明かり持ってきて！」

　サフィーネの命令に女たちは我われ先さきにと外へ走って行き、たくさんのカンテラや松明を持って部屋に戻ってきた。部屋は不気味な朱色に照らし出された。炎が多すぎて、汗ばむほどに暑い。

「アスガール！　起きなさいよーっ！」

　サフィーネが力を込めてその背中を揺さぶると、金髪の青年はとうとう上半身を起こした。

「おや……その声はサフィーネ様。ご機き嫌げん麗うるわしく……ないみたいですね？　もしや、何かお怒りですか……？」

「怒ってるに決まってるわよ！　もっと早く起きなさいよ！　昨夜もそうよ。アストロラーベ持ったまま勝手に一人で寝ちゃって！　仕事放り出して途中で寝るなんて、あまりにも無責任でしょ！　あなたそれでも男!?」

　声を上げて怒るサフィーネを見て、女たちが脇でくすくすと忍び笑いを漏らした。

「──昨夜、旦だん那なが夜の勤つとめをサボって寝てしまったから、大根嫁が怒っておるぞ」

「──この男は見み目めは麗しいが、種たね馬うまとしては役立たずなのではないか？」

「──いやいや、嫁が大根じゃから、その気になれずに寝てしもうたのじゃろう」

「──くすくす。そうであろうのう、この貧ひん相そうな体つきでは」

「うるさいわよ！」

　サフィーネが振り返って一いつ喝かつする。まだ眠そうな顔をしながら、アスガールは謝あやまった。

「申し訳ありません、サフィーネ様。わたくし実は、暗くなるとすぐに眠くなる性質でしてー」

「ちょっとくらい我慢しなさいよ！」

「いやーそれがなかなか……我慢しようとしてできるものではないのですよー。火のないところで湯を沸わかすのは不可能なよう、日の光の差さぬところで活動するのは、わたくしには無理なのです。目が見えないというか、体が重くて動かないというかー」

「つべこべ言わないで起きるのっ！」

　アスガールを豪華な寝台から引きずり下ろし、床に立たせる。

「早く服を着て！」

　近くにあった白い布の塊を押しつける。さっきは気がつかなかったけれど、アスガールはズボンも下ろされてあられもない姿だ。サフィーネは目を逸らした。そんな男と──突き飛ばされたとはいえ一つベッドの上に寝てしまった恥ずかしさを隠すように、早口で言った。

「いい？　ここは地面の下なの。だから、百年待っても日の光は差さないの！　外はとっくに朝日が昇ってるけど、外に出ないことにはどうやっても光は浴びられないの！」

「なんと！　ここは地面の下なのですか！　おお、これは奇きつ怪かいな……。わたくしは昨日、牛の背中に乗っていたはずですが、なぜ地面の下などに……？」

「それはね、あなたが寝ちゃったからラシードが、」

「なんと！　わたくしが寝てしまったのをいいことに、彼が深い穴の中に目め障ざわりなわたくしを捨ててしまったのですか!?」

　アスガールがとんでもないことを言ったので、サフィーネは全力で否定した。

「違う！」

「──いや、そなたの言うとおりじゃぞ！」

　命じることに慣れた女の声が響く。振り返れば、女王がサフィーネを突き飛ばし、服を着たアスガールの胸元にしなだれかかった。

「まさしくそのとおりじゃ。小さき太陽の君！　そなたは地上の仲間に裏切られ、ひどい目に遭おうたのじゃ。まこと、地上とは恐ろしき所！」

「おお、やはりそうか！」

「だから、さように過酷な上の世界など忘れて、我らと共に地底の楽園で暮らさぬか？」

　女王はアスガールの腕を取り、自分の腰に回す。わらわらと裸の女たちが寄ってきて、アスガールにしなだれかかった。着たばかりの服を、いくつもの手が脱がしにかかる。

「まともな雄おすを捕つかまえたのも、十年ぶり。それに、そなたがおるとこの地底王国が輝くのじゃ。そなたが日に何度か畑を散歩してくれれば、我らの作さく物もつもきっとよく育とうぞ！」

「ああ……作物。そういうことか」

　アスガールはわけ知り顔で頷いた。

「あなた、植物を育てるのが得意なの？」

　床に突き飛ばされていたサフィーネが起き上がって問うと、アスガールはにこやかに頷いた。

「ええ。わたくしのこの黄金の笑顔は、植物さえも虜とりこにしてしまうようです」

　と、白い歯を見せて爽さわやかな笑みを浮かべた。サフィーネは、「こんな男、地下の国にあげるわ」と本気で言ってしまいたくなった。

　アスガールは胸元やら腰やら、果ては口では言えぬようなところまで構かまわず触りたがる女たちの手を止めて言った。

「残念だが、わたしは本当に暗い所は苦手なんだ。目が見えないんだよ。さっきから眠くて仕方ないし。実は君たちの姿も、大きな芋いものようにしか見えていなくて……はて、こんなに柔らかい芋とは、腐りかけなのかと不思議に思っていたところだ。なにやら臭くさい気もするし」

「く、腐りかけとな！」

　豊ほう満まんな体の女王は顔色を変えた。よくよく見れば、その化粧をして美しく彩いろどられた顔も、サフィーネの三倍近い年齢に見えた。おそらくアスガールが臭いと言ったのは媚び香こうの匂いだと思うが、女王の体は怒りに震えた。あまりの衝撃に、息をするのもやっとというほどの顔だ。

「なんと──妾わらわのこの美しい体を、腐った芋じゃと！」

　そして、後ろに立つサフィーネをギッと睨みつけた。

「この若くて白いばかりが取り柄の大根娘に比くらべ、臭い芋じゃと！　──許しはせぬ、決して許さぬぞ、その暴言～～～!!」

　いまや女王の顔は、四十がらみの恨うらみに満ちた魔物のように醜みにくい顔となっていた。地下の宮殿中に響く、不気味な暗い声で命じた。

「皆みなの衆しゆう、熊用の鉄てつ鎖さを持って来い！　この男の四し肢しに鎖をつけ、地ち下か牢ろうに繫ぐのじゃ！　干ひからびるまで種馬として使い、死んだ後は畑の肥こやしにでもしてくれるわ！」

　女兵士たちは一瞬互いに顔を見合わせたが、女王が「早くせぬか！」と怒ど鳴なると慌あわてて鎖を取りに出ていった。サフィーネは、よく見えていないがゆえに事態を理解せず、ぼけーっとしているアスガールの手を取った。

「逃げるわよ！」

　もう片方の手に、近くにあった松明を取り、外に駆け出す。後ろから、女兵士たちが次々に追いかけてくる。行きに来た道を逆に辿り、宮殿の回廊を駆け抜け、階段を駆け下り、サフィーネは大広間に走り出た。

　無数の坑道のうち、どれが外に繫がるものなのかちっとも分からない。できるだけ広そうな道を選んで、アスガールを引っ張って走った。

「逃げ足が速いぞ！」

「悪霊を檻おりから放せ！」

　後ろで女たちが叫んだ言葉に、サフィーネは震え上がった。悪霊たちが来る!?　一刻も早く地上に戻りたい、と切せつに願った。けれど、走り慣れていないので息は苦しいし、左手で引っ張っている騎士の腕はやたらと重い。

「アスガール、もっとちゃんと走りなさいよ！」

　怒って振り向いた時、サフィーネは恐ろしいものを見た。

　背後から大量に迫ってくる、獰どう猛もうな顔の悪霊たちの群れを。そして、それを背に、口を半開きにした幸せそうな顔で「ぐぅ」とまたも眠っているアスガールを。

「いやああ、お化けーっ！」

　悲鳴を上げて、サフィーネはアスガールの顔をひっぱたいた。一発では起きなかったので、さらに往復でひっぱたいた。

「起きてー！　起きるのよっ！」

「む……にゃ……」

　アスガールは、この状況で唯一の武器となる、壮絶に青い目を開く気配がなかった。いくら神聖な青い目でも、開かないなら宝の持ち腐れだ。悪霊の群れがすぐ側まで迫り、サフィーネは覚悟を決めた。

　アスガールの両の瞼まぶたを力任せにこじ開け、半分白目を剝むいている青い瞳を悪霊たちに向けた。

「ギャアッ！」

　悪霊たちは途端に悲鳴を上げてひるんだ。

「アスガール、起きなさい！　今すぐ起きないと、髪に火をつけるわよ！」

　本当に火を顔の側に近づけると、アスガールはカッと目を見開いた。

「髪！　わたくしの金髪に火をつけるですって!?　おお、毛髪は男の命だというのに！」

「嫌なら起きて、悪霊を睨んで！」

「はて、悪霊などどこにもおりませんが……？」

　暗闇なので、黒い体の悪霊たちが見えないらしい。たくさんの悪霊が、洞どう窟くつのでこぼこに隠れながらこちらを窺うかがっているのに。アスガールがひょいと視線を向けるたび、悪霊たちは怯えて震えている。それなのに、本人にはまったく見えていないのか。

「いいから、辺り一帯を適当に睨むのよ！」

「ふむ。そんなにたくさん悪霊がいるのですか？　ならば一曲、わたくしの美声で」

「歌なんか歌ってどうするのよ！」

「我が尊とうとき太陽王が、『バベルの歌姫』を真ま似ねて創作された、悪霊を追い払う呪まじない歌ですが、サフィーネ様はご不快ですか？　さては、胸の中に悪霊を飼っておられますな？」

　アスガールの言葉に、サフィーネは慌てて首を縦たてに振った。

「いえ、それならいいのよ。早く歌って！」

「では。あー。あー。あああ──っ。テスト中。テストちゅう──っ」

「早く歌いなさいよ！」

　いつもはいきなり歌うくせに、急いでいる時に限って無駄に喉のどの調子を整えたりする。

　サフィーネは、本当に金髪に火をつけてやりたくなってきた。

「寝起きなので喉の調子が……えーコホン」

　咳せき払ばらいをすると、ようやくアスガールは歌い始めた。

　不思議な旋律の歌だった。アスガールの歌う歌はどれも変わっているけれど、これは特別だ。

　狭い坑道のあちこちにアスガールの歌声は反響し、辺りから一いつ斉せいに、きゅ、きゅうう、と苦しげな悪霊たちの声が聞いたいた。悪霊たちが次々と元いた方向に逃げ帰っていくのが見えた。

「まあすごい！　ずいぶん効きくのね……」

　サフィーネは、これはぜひとも覚えておいて、今度悪霊に悩まされたら歌ってみよう、と思った。青い瞳ではないサフィーネが歌っても効くのかどうかは分からないけれど。

「もういいわよ、悪霊は全部逃げちゃったわ」

　サフィーネが言うと、アスガールはにっこり微笑んだ。

「それはよかった。サフィーネ様のお役に立てて、光栄です」

　優雅に礼をする姿は、一流の騎士にも引けをとらない美しい仕し種ぐさだった。──ただ、サフィーネの姿が見えていないので、礼をとる方向があさってなのだけれど。

「──見つけたぞ、あやつらは〝赤あか蛙がえるの通路〟におるぞ！」

　悪霊たちの後ろから、じゃらじゃらと熊用の鎖を持って追いかけてきた女兵士たちが、大声で叫んだ。

「二手に分かれるんじゃ！　〝小こ鹿じかの抜け道〟からこっそり回り込んで待ち伏せじゃあっ！」

　その直後、追ってくる足音が少なくなった。

　サフィーネの胸に焦しよう燥そう感かんが湧いた。まっすぐ一本道に見えるこの坑道、これをこのまま行ったら、先回りした女兵士たちに捕まってしまうだろうか？　今のうちに別の道を探したほうがいいだろうか？

　一曲歌ってようやく頭がスッキリしたらしく、アスガールはしっかりと目覚めた。相変わらず目はほとんど見えていないのでサフィーネが手を引いてやらねばならないが、意識は起きてにこにこしていた。

「しかし、不思議ですね。下界の地面のさらに下とは、こんな風になっていたのですね。まるで闇の迷宮だ！　わたくし、とてつもなく貴重な経験をしました。帰ったら是ぜ非ひとも、我が王にご報告せねば！」

「あなた吞気ね。今はそれどころじゃないでしょ！」

「側そばにいる者に、希望と喜びを与えるのがわたくしの仕事でもありますからー。サフィーネ様の不安なお心を少しでも軽くできればと思いまして」

　いっそ黙っていてくれた方が、気が散らなくていいのだけれど。サフィーネは思ったけれど、せっかくこちらを思ってやってくれているのだから文句を言うのはやめておいた。

　くねる坂道を走っていたサフィーネは、不意に足を緩ゆるめた。

　目の前の道の先に、ぽつぽつと小さな赤い灯とも火しびが見えたからだ。

　──やっぱり。先回りされている。

　後ろを振り向いたけれど、相変わらず後ろからも、鎖の音を不気味に響かせて女兵士たちの足音が追ってきている。熊用の鎖って、どんなものなんだろう、とサフィーネは思った。こんな薄暗くて、悪霊を飼うような地下世界に繫がれ、気の強い女たちに苛いじめられながら残りの一生を過ごすのかと思うと、一気に心の中が真っ暗になった。

「アスガール、あなた武術の心こころ得えない……んだったわね」

　ないの？　と聞きかけて、サフィーネは思い出した。槍を持っていた時ですら、ラシードにものの三秒で負けてしまったアスガールの腕前を。それがさらに、素す手でで、目も見えない。サフィーネが必死に暴れた方が、まだましに違いない。

　繫いだ先から、サフィーネの手が少し震えたのに気づいたのだろう。アスガールは自信に満ちた笑みを浮かべた。

「武術の心得はありませんが、武士の心意気はあります。どうかこの場はわたくしにお任せください」

「え？」

「サフィーネ様を陛下の御ご前ぜんまでお送りできず、申し訳ありません」

　アスガールは自みずからサフィーネの手を離すと、無数の足音のする後ろを振り向いた。

「芋のごとき生き物たちよ！　アッシャムスの都みやこより来たりし近衛騎士、アスガール・ラヴィヒルドはここにあり！　罪もなきカラタス王女に手を出すことは許さぬ！　捕らえるならば、このアスガールのみを捕らえよ！」

　サフィーネは驚いた。地図は読めないし、牛の上で寝るし、どうしようもない駄目男だと思ったけれど、騎士としての誇りの何がしかは持ち合わせていたらしい。自分一人で地下世界に残ろうと、名乗り出る勇気があるなんて。

「アスガール、本気なの!?」

「無論本気です。サフィーネ様、わたくしのことはお気になさらず！　わたくしには、いつも心に希望がありますから大丈夫ですよ」

「だけど、こんな不気味で真っ暗な世界に閉じ込められるのよ!?」

「きっとそのうち、我が国から、わたくしの行方ゆくえを尋たずねてくる仲間があるでしょう。あるいは、こういう荒あら事ごとと暗闇に秀ひいでたシンヒルドのうちの誰かが、わたくしを解放しに来てくれるはずです。その時はどうか、太陽王の騎士アスガールはここにいると伝えてやってください。そうすれば、またいつかお会いできる日が──」

「ぎゃあっ！」

　唐突に、坑道のどこかで悲鳴が上がった。サフィーネはハッと振り返った。

「馬じゃ！　暴れ馬が出たぞ！」

「気をつけろ、踏み潰つぶされるぅ！」

「ぎゃああ！」

「あっ……足、足を踏まれたぁ」

「おおおっ！」

　興奮した馬のいななきと、壁に何かがぶつかるバキバキという音が坑道に響く。

「蹴り殺されたくなくば、脇へどけ！」

　叫ぶ男の怒声は、もっと穏やかなら、サフィーネも耳に馴な染じみのある声だった。

「──ラシード？」

　果たして、カンテラをくくりつけた白馬が〝小鹿の抜け道〟の方から姿を見せたのは数秒後だった。

「サフィーネ様、端にどいて！　アスガール殿も！」

　サフィーネは、道の真ん中に突っ立ったままのアスガールを引っ張り、脇にどけた。

「お二人ともご無事ですか？」

　馬上で長ちよう槍そうを構えたラシードが聞いた。サフィーネは、ラシードが剣だけでなく槍も使いこなすことに驚いたが、よくよく考えればお城の守備兵なら当然だと思った。

「私は大丈夫よ」

「その声はラシードだね？　もちろん、わたしも無事だ」

　アスガールは相変わらずあさっての方角を見ている。

「そっちじゃないわよ！」

　サフィーネは繫いだ手を引っ張った。

「──サフィーネ様」

　幾分こわばったラシードの声が落ちる。なんだろうと見上げると、冷たい緑色の瞳が「その手はなんだ」と言うように、二人がしっかりと繫いだ手を凝ぎよう視ししていた。それから、アスガールのシャツ──だらしなく襟えりが開ききって、女の愛撫を受けたと一目で分かる胸元や首筋に。

　サフィーネは、ぱっとアスガールの手を離した。

「これはっ！　この人、暗くて目が見えないって言うから！　だ、だから！」

「ほう、これだけ明かりがあるのに、目が見えないと？」

「そうなんだ、全然見えないんだよ。信じてくれ、ラシード」

　悲しげにアスガールが訴えかける。──壁に向かって。利り口こうな白馬がその襟えり首くびをくわえて、方角を正した。

「へぇ……。俺は最初、お二人に何か危機があり、坑道の奥に攫われていったのかと思いました。でも、その手とあなたの着崩れた様子を見た瞬間──、悪い騎士が無知な王女様をたぶらかして暗がりに誘い込み、放蕩にふけっていたのかなとも思ってしまいました。その挙句に、ここに住み着いていた者の領土を侵おかして、追いかけられたのかと。アスガール殿、不ぶ躾しつけとは思いますが、真相はどちらです？」

　ラシードの声は吹ふ雪ぶくように冷たかった。アスガールの手を取ると、さっきまでサフィーネと繫いでいた手に、黄金の槍をしっかりと握らせた。

「──見よ、若いぴちぴちした男がもう一人、やってきたぞ！」

　その時、後ろから、目ざとくラシードを見つけた女兵士が叫ぶ声が聞こえた。

「本当じゃ！　ええ男じゃのう！」

「馬は怖いが、あの男は欲しいぞ！」

「先の男はもうよい、さあ皆の衆、武器は後ろ手に隠せ！　媚び態たいを作って、我らの美び貌ぼうで誘ゆう惑わくするんじゃ！」

　男ならなんでもいいらしい女たちは声を低めて叫び、急に辺りに鳴り響いていた鎖の音が消えた。

「ラシード、大変だわ！　あの女の人たちはね、」

　サフィーネが説明するよりも早く、無骨な鎧よろいや胸当てを外し、豊満な体のほとんどを露出させた美女たちが通路の奥から現れた。さっきまで怖い顔をしていたのに、今はみな蠱こ惑わく的な笑みを浮かべている。

　中でもひときわ美貌に自信のある若い娘が先頭に立ち、馬上のラシードに微笑みかけた。

「凜り々りしい旅のお方……道に迷われたのか？　ならば我らの国で少し休んでいかれるとよい。さあ、馬から降りて我らと共に来るのじゃ。炎のような強い酒と、陶とう酔すいするように美しい歌、妖艶な舞、それに旅の疲れを癒いやす柔らかいベッドが待っておる。百人の美女がそなたをもてなし、夢のように楽しいひと時を提供しようぞ」

　滑るような足取りで近づいてくると、ラシードの足に剝むき出しの腕を伸ばした。

「いや、俺は──」

　丸まる腰ごしなのが一いち目もく瞭りよう然ぜんな薄手の衣服でしなだれかかってくる女を、ラシードははねつけることもできず困惑していた。ラシードの足に身をすり寄せた美女は、愛撫するように見せかけ、素早くその足首に隠し持っていた鎖をきつく巻きつけた。

「男を捕らえたぞ！　皆の衆、引けぇ！」

　美女が意い気き揚よう々ようと叫ぶ。ラシードははっとしたが、何十人もの力強い女たちに勢いよく鎖を引っ張られ、白馬から引きずり下ろされた。あとはあっという間だった。女たちは甘い砂糖菓子に群がる蟻ありのようにラシードに襲いかかり、我先にその腕や足をつかんで体を持ち上げた。

「なんとも良い若い雄が手に入ったぞ！　宮殿に帰って、まずは女王陛下に献上しよう！」

「さぞや女王もお喜びになられるであろう！」

「──くっ！」

　ラシードは顔をしかめ、自分の剣を抜いて鎖を断ち切ろうと暴れたが、サフィーネの指よりも遙かに太い鎖は傷つくこともない。それを見ていた美しい女たちが艶めかしく笑った。

「無駄なことを。これは熊用の鎖じゃ。我らの国には、男は足らぬが、素晴らしい鉱物はたんとあるからのぅ」

「地上の鋼はがねなどに負けはせぬわ、ほほほ」

「しかし、そうして抵抗する姿も、なんともかわゆいのう……」

　二十代後半に見える女が、我慢しきれなくなったようにラシードの体のいたるところをを撫でさする。サフィーネは悲鳴を上げた。きっと数分もたたないうちに、ラシードもアスガールのように服を脱がされてとんでもない目に遭うに違いない。

「離せ！　触るな！　──うっ！　どこを触っている!?」

　ラシードの、裏返った悲鳴がそれを証明していた。

「ほほほ、なんと初うい々ういしい。これは先の太陽の子供様より役に立ちそうじゃぞ」

「宴うたげじゃ！　酒しゆ池ち肉にく林りんじゃ！」

「そう怒って暴れるでない、若者よ。楽しい宴が待っておるのじゃからのぅ。主しゆ賓ひんはそなたぞ」

「主食、と言うべきではないかの？」

「そうじゃのう、ほほほほ！」

「ラシードっ!!　──アスガール、ちょっとあなた黙って見てないで助けなさいよ！」

　サフィーネは隣に立つ金髪の男を見上げた。しばらく同じ場所に立ち尽くしていた彼は──、

「ぐぅ」

　また睡魔に襲われたらしく、今にも眠ってしまいそうに目を細めてうつらうつらしていた。

「寝ちゃだめ───！」

　サフィーネは、どうしたらいいのか分からなくなった。こうなったら、自分がラシードを助けなければ！　アスガールの手から唯一の武器である槍を奪い取り、地下宮殿に戻っていく女兵士たちに襲い掛かった。

「シリウス、あなたも手伝って！　ラシードを取り返すのよ！」

　白馬に頼むと、賢い馬も一緒になって女兵士たちを蹴散らしはじめた。

「ぐぎゃあっ！」

「ふっ、踏まれるー！」

「痛い痛いぃ」

　白馬は充分活躍していたが、サフィーネはあまり役に立っていなかった。初めて武器を持ったサフィーネには、アスガールの槍は重くて長すぎたし、日頃から鍛えている女兵士たちはサフィーネの攻撃を難なくかわしてしまう。

「ラシードを返して！」

　サフィーネが叫ぶと、ラシードの左腕を担いでいた一番の美女が振り返り、じろりと睨みつけた。

「二人も男を側にはべらせるとは、なんと羨うらやましい……ではなく欲張りな女じゃ！　一人おれば充分じゃろうに！」

「ラシードがいなきゃ駄目なの！」

　重い槍のせいですぐに腕が痛くなったが、サフィーネは諦めなかった。女兵士たちは、軽々と身をかわし、見せつけるようにラシードの顔やら黒髪やら首筋やらを撫で回した。

「ほほほ、大根嫁は動きも大根じゃのう！　それでは、ネズミ一匹殺せぬわ」

　サフィーネは馬鹿にされて悔しくなった。さらに夢中で槍を振り回したが、女兵士は優雅にも見える動きでサフィーネを翻弄する。

「サフィーネ様、鎖を切って！」

　いまだ声の裏返っているラシードが叫んだ。

　サフィーネはラシードの左足に絡みつく鎖に狙いをつけると、気合を入れて槍の穂先を落とした。

　スパッと、黄金の刃は鋭い切れ味で、地上の鋼では歯の立たない鎖を切り落とした。ラシードは戒いましめを解かれ、左右から体中をつかむ女たちの腕を振り払った。しつこい女には千切るようにして身をもぎ離すと、起き上がって即座に剣を構えた。

「これ以上俺に触れる者は、女であろうと斬る！」

　ラシードはよほどひどい目に遭ったのか、荒い息をつきながら女たちを睨んで叫んだ。そこに、白馬が凜々しいいななき声を上げて突っ込む。

「ぎゃあああ！」

「暴れ馬に殺されるぅ！」

「──今のうちに行くわよ！」

　やけにおしろい臭いラシードの手を取り、少し怒った声でサフィーネは言った。二人して外に向かって走り出す。重たい槍は、すぐにラシードが持ってくれた。

　アスガールが寝ていたところまで戻ると、彼はまだその場にちゃんといた。立ったまま目を閉じて眠り、その前には数人の傷ついた女兵士たちが寄り集まり、跪ひざまずいて彼を拝おがんでいた。

「どうぞ、このまま地下に残ってください……小さい太陽様」

「我らの王国に光を投げかけてください」

「わしの畑の麦はやせ細って、今にも枯れてしまいそうなんじゃ。何なに卒とぞあなた様のお力で、実をつけさせてくださいまし……」

　十をいくつか過ぎたばかりの女兵士を筆頭に、老いて力の弱まった老婆の兵士たちが集まり、地面に頭を擦すりつけて、役立たずの男を一心に拝んでいる。

　サフィーネは、あきれるよりも彼女たちが哀れになってしまった。怪我をしている少女の足にハンカチを巻いてあげると、言い聞かせた。

「あなたたちね、お日様が欲しいなら地上に住みなさい。地下に住んでおいて日の光が欲しいなんて言ってもだめよ。森の中でコイを捕つかまえようとするようなものだわ。コイが食べたければ、海に行って捕まえればいいのよ！　カラタス国王は、この辺りの地上に麦畑とか葡ぶ萄どう畑が出来てもきっと怒らないから」

「──王女様、コイは川魚です。海で穫とれるのは、イワシとかチョウザメとか、スルタン・イブラヒームとか」

　小声でラシードが訂てい正せいしたので、サフィーネの頰が朱しゆに染まった。恥ずかしさを隠すように、大声で言った。

「とっ、ともかく！　魚は水辺で探しなさい。光は地上で求めなさい。私の言いたいことは以上よ！　──さあ、早く戻りましょう。道を間違った上に地下でウロウロするなんて予定外もいいところだわ。私はさっさとバビロンに行きたいのよ！」

　サフィーネは勢いよく立ち上がり、いまだ朱に染まる頰を隠して先頭を歩き始めた。ラシードはため息をついて、眠っているアスガールの手を引き、外へ向かった。

　馬に散々蹴散らされた女兵士たちは、もう追いかけて来ることはなかった。
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「──アスガール殿、少しよろしいですか」

　ラシードは坑道の外に出ると、金髪の騎士を少し離れた場所へと誘った。

　坑道の入り口にいる王女まで声が届かない距離、でも少し視線を動かせば王女の姿は確認できる場所だ。王女様は、荷物の側でラシードが探してきた果くだ物ものを目を輝かせて食べている。しばらくはあれに夢中になっていることだろう。

「ああいいとも」

　ラシードの声の冷たさに気づいていないのか、アスガールはにこにこと笑顔でついて来た。

　時刻はちょうど正しよう午ごだった。

　見上げた木こ立だちの向こうの青空を、五騎の天空騎士たちが渡っていく時刻。

　広い青空には空は雲一つなく、神の眷けん属ぞくである五つのきらめきは、見る見るうちに空を西へと駆けていく。

　ラシードはその姿をしばし見送った後、目の前の金髪騎士に鋭い眼差しを送った。

「アスガール殿、あなたがどこから来たのかお聞きしてもよろしいですか？　俺は、」

　言いかけて、ラシードは言葉を切った。表現に迷ったからだ。

　彼は、白馬と一緒に飛び込んだ暗い坑道の中で、信じられない体験をした。

「──俺は、竪穴を垂直に駆け上がる馬を、初めて見ました」

　声をひそめてラシードは言った。

　それが鳥ならば、別におかしくも何ともない。けれどそれは、四本足の馬だった。

　アスガールは地上の眩まぶしい光を浴び、幸福そうににこやかな笑顔で振り返った。

「初めて？　ほう、それはさぞや驚き、かつ楽しかっただろうね？」

「ひたすら驚いただけですよ。それから、振り落とされそうになりました」

「でも君は落ちなかった。シリウスは賢いからね」

「地上には、こういう種類の馬はいません。──これは、ああいう方々の乗るような特別の馬です」

　ラシードは、天を移動していく光の粒を示した。神々の近衛騎士たちを。

　太陽の神に仕える彼らは、皆そろって輝く金髪をし、神聖な青色の瞳で、英雄のような立派な体格をした美び貌ぼうの青年たちなのだそうだ。

　そしてそのすべての条件は、目の前に立つ騎士アスガールと一致していた。

「アスガール殿、あなたの主君のお名前を聞かせていただけますか？」

「遙はるか西の都、アッシャムスの〝太陽王〟だ。正式なお名前は……わたしが声に出して呼ぶと、あの方が振り向いて何なに事ごとかと思うから、許してもらえないかな？」

　西の都、──神々の住む都、アッシャムス。

　その言葉はラシードの想像どおりであったのに、打たれたような衝撃を感じた。

「アッシャムスの、太陽王──いや、太陽神……」

「王女様にもそう言ったのだがね。残念ながら、彼女はアッシャムスの名を知らなかったようだ。彼女の父王が求婚した方が、天に輝く太陽王その人だとは」

「それは──普通は思わないだろう……」

　ラシードは呆ぼう然ぜんと呟いた。直じかに聞いても信じがたい。天に輝く太陽の神。そこに、一国の王女とはいえ、下界の人間の娘が嫁とつぐのだと？　誰が、そんな突とつ拍ぴよう子しもないことを、最初に思いついたのか──と考えかけ、ラシードは嘆たん息そくしたくなった。

　国王だ。近隣の国々にまで暗あん愚ぐの王と噂される、サフィーネの父たるカラタス国王。

　知ち略りやくに秀でたお方ではなく、国政を実際に動かしているのは宰相閣かつ下かだとは知っていたが、ここまで無茶苦茶なことを衝動的になさるとは、とラシードは愕がく然ぜんとした。

「アスガール殿。あなたの主君は本気なのですか？　本気で、地上の小国の王女を妻に迎えるおつもりで──？」

「ラシード、わたしは主あるじの使いだよ。主の言葉を伝えることはできるが、その心の内までは代弁しかねるな」

「しかし、あまりも酔すい狂きように過ぎます！　つり合う婚こん姻いんではない！」

　突拍子もなさすぎて、いまだにラシードはどう反応していいのか分からない。

　ラシードも初めは思っていたのだ。王女をこの男に渡してしまえば、自分はお役御免になってさっさとお城に帰れると。

　だが、婚姻の相手を知ってしまった今では、疑問の方が大きい。

　地上の娘が天に嫁とつぐなどという異常なことがあってよいものか？

　天から落ちてきた天女と人間の男が恋をしたというようなおとぎ話は聞いたことがある。

　けれど、その逆はありえない。

　神などに嫁いで、王女は幸せになれるのだろうか？

　アスガールは輝く金髪を悩ましげに揺らし、小さく呟いた。

「うーん……。君はわたしを助けてくれた命の恩人でもあるし……仕方ない。これは秘密だよ？　本来ならペラペラと他た言ごんすべきではない、我が主の真実を話してあげよう」

「真実……？」

「アッシャムスでは皆が知っていることなんだけれどね。実は、我が王には、遠い日より懸け想そうなさっている美しい貴き人じんがいらっしゃる。しかし、どれほど想いを伝えてもかのお方は、輝かしき太陽王を振り向くこともない……。近頃、バベルの塔を中心にさまざまな事件が起き、王は少し焦っておられる。そして、なんとかしてかの貴婦人のお心を動かし正せい妻さいにするべく、これまでにない恋の駆け引きを仕掛けることにしたのだ。──ほら、よく言うだろう。『押して駄目なら引いてみよ』と。

　……つまり我が主は、自分の結婚話によって、本当に愛するお方の嫉しつ妬と心しんを煽あおろうとお考えになったのだよ」

「な……だと……？」

　あまりにも低てい俗ぞくで身勝手な妄もう言げんに、そしてそれを考えついたのが神だということに、ラシードは絶望の一歩手前に近い衝撃を覚えた。

「とはいえ、さすがに平々凡々な庶民の娘では、逆にかの貴婦人の怒りを買うことになる。かの女神は……いや、貴婦人は誇り高きお方。庶民の娘などと比べては罰ばちが当たる。それなりに高貴な家の娘であり、しかも娘の方からの申し込みであれば、これは好都合だ。後で女神に……その貴婦人に言い訳する時にも、『娘の方から言い寄られたのだ、あなたに振り向いてもらえない寂さびしさのあまり、つい』と言えるだろう？　そこで我が主は、この素晴らしいアイディアが閃ひらめいたその日にわたしを下界へ寄越された。こういうわけで──」

「──ふざけるな！」

　のほほんとしたアスガールの言葉を搔き消し、ラシードは叫んだ。

「貴き様さま、よくものうのうとそんなことが言えたものだな！　カラタス王女を、そんなくだらない駆け引きの捨すて駒ごまにするつもりで迎えに来たのか!?」

「え？　いや、捨て駒だなんて、そんな人聞きの悪い──」

「ではなんだ!?　お前たちは──お前の主君は、他に愛する女性がありながら、遊び半分に我が王女を妾めかけにしようとしているんだぞ！　これ以上の無礼な発言があるかっ！」

「ま、待てまて、誰も妾とは──」

「言ったも同然だろう！　もしその貴婦人の気を引くことができたなら、その方を正せい妃ひにし、我が王女は妾、あるいはそれ以下の冷れい遇ぐうを受けよう！」

「それは、あー、まあ必然的に、そう……なるよね……ハハハ」

「ハハハではない！」

　ラシードは剣を抜いた。

「槍やりを取れ。貴き殿でんに決けつ闘とうを申し込む。負ければ即そつ刻こく、国に帰っていただく」

　鋼はがねのように固い決意の目をしたラシードに、アスガールはのらりくらりと言い訳をした。

「あー嫌だなあ、その条件。受けても絶対に負けるからなあー」

「俺は譲ゆずるつもりはない。絶対に、お前にカラタス王女は渡さない」

　ラシードはわずかたりとも剣を引かなかった。

「ふむ。ラシード、君がそんなに怒るのはどうしてだ？　我が王の都には、妾でも構わぬから王の寵ちよう愛あいを受けたいと、愛あい嬌きようを振りまく乙女が大勢いる。地上でもそうだと聞いていた。それなのに君は烈れつ火かのごとく怒っている。それは何故？」

「……」

　ただ、ラシードは奥歯を嚙かみ締めた。

「君があの王女様を愛しているから？　それとも、カラタス王国を愛しているからか？」

　答える言葉を絞り出すには、一呼吸の間、心を鎮しずめる時間が必要だった。

「──どちらでもない。俺の母が、正妻に苛いじめ殺された妾だったからだ」

　感情の抜け落ちてかすれた声は、我ながら別の男の声のように聞こえた。

　アスガールは青い目を見開いた。予想外だったようだ。

「これだけの些さ細さいな理由では、貴殿が決闘を受ける理由には足りぬと言うなら、もう一つつけ加えよう──」
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　カン、カンと突然響き始めた金属音に、サフィーネは辺りを見回した。小さなうめき声や、土を蹴る音も聞こえる。

　音の源みなもとを探して木立の向こうに目を凝こらすと、少し離れた所にある、屑くず石いしを捨てる広場のような開けた場所で、金銀の光が翻ひるがえっているのが見えた。

　金髪と黒髪の男二人が、武器を手に打ち合いをしている。

「えっ!?」

　突然、どうして二人は打ち合いを始めたのだろう？

　サフィーネはブルーベリーの残った数粒を急いで口の中に放り込むと、二人の側に駆け寄った。近づくにつれて、二人の打ち合いは、ひどく真剣なことが分かった。

　笑い声の一つも、気軽に交かわす声も聞こえない。特にラシードが、燃えるような目でアスガールを睨ねめつけている。──親の敵かたきでも見るような眼差しで。

　アスガールも苦しげに顔を歪めながら、必死にラシードの打ち込む剣を止めていた。魔術師の家で打ち合った時よりずっと真剣に、そう簡単には敗北しないように額に汗を浮かべていた。綺麗な頰にも切り傷をつくっている。いっそ、昨日のように負けてしまえば楽なんじゃないかと思うほど荒い呼吸で、喉のど元もとや腕をかすめる白銀の剣を辛かろうじて受け止めている。

　どうして急に、こんなことになったのだろう？

　見つめた先で、切り込んだ幅の広い銀の剣が、アスガールの喉元を切り裂いた。ほんの薄皮一枚だったが、一ひと筋すじの血しぶきが跳はね、二人の動きが止まった。

「ちょっとラシード！　どうして急に喧けん嘩かしてるのよ？」

　サフィーネは二人の間に駆けつけて叫んだ。
















「喧嘩じゃありません。これは決闘です」

「どうして!?　アスガール、傷だらけだわ！」

「決闘には血がつきものですから、お構いなく」

　アスガールが淡たん々たんと答え、喉の血を親指の腹でぬぐった。サフィーネはわけが分からず、またラシードを振り返った。

「ラシード、どうして怒ってるの？　この人が散々間抜けなことをして、女兵士に捕まったから!?」

「俺は怒っていません」

「顔が怒ってるわ！」

　ラシードは、鉄仮面としか言いようのない無表情だった。

「王女殿下、わたくしたちは本当に喧嘩をしていたのではありませんよ。あなたを連れ帰る権利を巡って、今朝の決闘をしていただけです」

　確かに、魔術師の庵いおりでそんなことは言っていた。「明日また勝負を申し込む」とかなんとか。

　それにしても、先ほどの勝負は血を見るほどに真剣だった。

　アスガールは乱れた衣服を整ととのえ、いまだに抜き身の剣を握るラシードをまっすぐに見た。

「ラシード、勝負に負けたのでわたしは国に帰る。君の言葉は、我が主に報告しよう」

　その言葉にサフィーネはまた驚いた。

「あなた、勝つまで毎朝決闘するつもりじゃなかったの？」

　アスガールは微笑み、すまなさそうにサフィーネに謝った。

「申し訳ありません、カラタス王女。少し事情が変わりました。──主しゆ命めいがあれば、再びこの地に降りてあなた様をお迎えに来ることがあるやもしれません。ですが、今は国に戻らねば」

「急にどうして！」

　サフィーネが立ち去ろうとするアスガールの服の裾すそを引っ張ると、金髪の騎士は少し驚いた顔で振り返った。

「おや、もしや王女様は、本心ではわたくしと一緒に主の元へ行きたかったのですか？」

　アスガールがどこか偽いつわりっぽい笑みを浮かべ、傷だらけの腕を伸ばした。王女を捕えようと。サフィーネは、「そうじゃなくて！」と叫ぼうとしたが、声に出すよりも早く、ラシードの左腕が後ろから伸びて、サフィーネの両肩に絡からみついた。乱暴に後ろに引き寄せて、アスガールから距離を離した。

「とっとと帰ってもらおう。王女は渡さないと言ったはずだ」

　怒った狼おおかみが唸うなるような低い声が耳元に聞こえ、サフィーネはどきりとした。

　散々打ち合ったラシードの体は熱く、脈打つ鼓こ動どうは早かった。

　倒れ込むようにその胸元に引き寄せられたサフィーネは、恐る恐る彼の顔を振り仰あおいだ。

「ラシード……？」

　彼は無傷で、口を引き結んでいた。なぜかサフィーネは、傷だらけのアスガールよりもラシードの方が傷ついて見えた。──この衣服の下の心が。

　サフィーネを奪われまいと肩を強く抱く指先は、痛いくらいだった。

「ラシード、君の剣の腕は本当に素晴らしい。けれど、君にはなくて私にはたっぷりあるものが一つだけある」

「──何だ」

「希望だよ。未来への。君と話すのはこれきりかもしれないから、言っておく。長生きするんだ、そして幸せになれ」

「……なんの同情だ？　俺は充分幸せだ」

　ラシードは、ギリ、と再び剣の柄つかを握り締めた。サフィーネは、自分の体のすぐ側に抜き身の剣があることが怖くなった。わずかとはいえ、アスガールの血のついた剣が。

「残念ながら、ちっとも幸せそうには見えないな。自分では気づいていないのかもしれないけれど、君は死んだ後、悪霊になるよ。とても大きな悪霊に。生きた時間よりもずっと長くの時間を、死んだ後に地上でさ迷う類たぐいの、怨おん霊りようになるだろう」

「──」

「だから、あんまり早く死ぬな。生きて、幸福を得てから死ぬがいい。そうしたら──」

「なんてこと言うのよ！」

　黙り込んだラシードに代わって、サフィーネが叫んだ。自分を捕らえているラシードの腕を引き剝はがし、目の前に立つアスガールに食って掛かった。

「ラシードは悪霊なんかにならないわよ！　ヘンなこと言わないで！　負けたからってそんな嫌味言うのは卑ひ怯きようよ！　取り消して！」

　サフィーネが嚙かみつくと、アスガールは笑った。

「──前ぜん言げん撤てつ回かい。己おのれが言葉を失った時に、代わって敵意や悪意を跳ね返してくれる存在はありがたいよね。君は幸せだとも、ラシード。ちゃんと王女様のことも幸せにするんだよ。駆け落ちした上に、縁談を潰つぶしてしまったからには、きっちり責任を取らないとなあ」

　アスガールは笑いながら手をひらひら振って、真っ白い愛馬の方へ行ってしまった。

「もう二度と来るんじゃないわよーっ！」

　サフィーネは、小さくなっていく後ろ姿に向かって叫んだ。舌も出してやろうかと思ったけれど、王女の威い厳げんがなくなると思い、やめた。

　アスガールの姿が視界から消え、ようやく振り向くと、ラシードは剣を鞘さやに収おさめていた。

「あの、ラシード、……どうして喧嘩してたの？」

　ダメもとで、サフィーネはもう一度聞いてみた。ラシードはため息をついて答えた。

「簡単に言うと、あの人の主君は、あなたを側そく室しつにしようとしていたんです。政略結婚ではよくある話なのかもしれないけれど、あまりにも彼の主君の言い分はいい加減で──気に障さわったんです。俺が仕える王国の王女様を、そんな目に遭わせたくなかったから」

　ラシードは微妙にサフィーネから視線を逸らしていた。

　サフィーネは、その説明が何となく生なま煮にえのような気がした。

　……噓ではないけれど、正せい鵠こくを射た答えでもないような、どこか中途半端な説明。

「だからお帰りいただきました。勝手にあなたの縁談を潰したのは申し訳ないけれど……」

「それは別に構わないわよ。私は前にも『追い返して』ってあなたに頼んでいるし。この縁談がどうしても必要なら、お父様か魔術師が後でなんとか取り成すわよ。周りが勝手に決めたことなんだもの、後あと始し末まつも周りがやればいいんだわ」

　我ながら勝手な発言だなとサフィーネは思ったけれど、妙に元気のないラシードの気分を盛り上げたくて、気軽に言い放った。

　眉を寄せて何やら深刻に考え込んでいるラシードの腕を引っ張り、馬たちの方へ戻ろうとした。ラシードは強固に歩き出そうとせず、サフィーネのその手を外はずした。

　深い緑色の瞳で、まじまじとサフィーネを見つめた。

「──王女様、あなた怖くないんですか？」

「何が？」

「俺は、腹の中に悪霊を飼ってるんですよ。アスガール……殿どのの言ったことは、おそらく本当です。俺はきっと、死んだ後にもいろんな未み練れんや後悔や……今は生きた肌の中に隠している憎しみなんかを隠しきれなくなって、きっと悪霊になる。あなたの大嫌いな不気味な悪霊に」

　沈んだ声を聞くと、サフィーネは悲しくなった。

　魔術師の庵で見た、母の悪霊を思い出した。

「……何かこの世に、思い残すようなことがあるの？」

　母はとても優しくて、サフィーネを可愛がってくれた。幸せそうだった。──でも、本当はとても大きな未練を持っていた。幸せじゃ、なかった。

　サフィーネが見上げる瞳を見下ろして、ラシードは苦しげに顔を歪めた。顔を隠すように前髪をくしゃりと乱した。

「……あります。そんなことないつもりだったけど、アスガール殿と話していて気づきました。〝そう生まれついたんだから仕方がない〟そう言い聞かせて、受け入れていたつもりだったけど、受け入れきれない──納得できないことが、腹の底にあります」

「それは何？」

　ラシードは答えなかった。サフィーネは、きっとこれが、ラシードが前に言っていた〝秘密〟なんだろうと思った。サフィーネはさりげなく言った。

「あのねラシード、私、魔術師のところでお母様の悪霊に会ったんだけれど」

「ファーティマ王妃様の悪霊ですか!?」

「そう。悪霊になっちゃうとね、もう自分では何もできないのよ。生きている間は、自分の力で叶わないことを叶えようって努力できるけれど、悪霊になっちゃったら、もうできない。生きている誰かに、自分の望みを託たくすしかないの。……あなたはまだ生きているわ、ラシード。自分の力で何かを変えられる時間がある。その力がある」

「できません！　どうしても変えようのないことです。変えられないんです」

　ラシードの声は悲痛に聞こえた。

「今すぐそうしろなんて言ってないわ。お母様も、六年も悪霊のままだったし。だけどいつか、何か小さなきっかけが来ると思うの。変われるかもしれないきっかけ。その時までは頑張って、耐たえて耐えて耐え抜くの。それで、チャンスが来たら全力で頑張るのよ。──あなたが言ったんじゃない、『一人で抱えきれなくなるくらい辛くなったら、俺に話せ』って。私も同じことを言ってあげるわ。あなたにはいつか、必ず変われる時が来る、今すぐは無理でも。だからその時まで頑張って。それでも耐え切れなくなったら、私に話して。そしたら私も、前に約束したとおり、自分の秘密を教えてあげる。──あなたきっと泣くわよ。私のために泣く。『この世の中には、俺以上に不幸な人もいたのか』って思うに違いないわ」

　サフィーネは、まるでそこにいる悪霊を隠そうとするかのように、ラシードが苦痛に満ちた顔を隠そうとしているので、腕を伸ばしてその頭を撫ぜてみた。

　その中に悪霊がいるのかもしれないけれど、怖くはなかった。

「あー、なんだか私、一曲歌いたい気分になってきたわ！　ラシード、聞いてくれる!?」

「は？　……いきなり何ですか？」

　彼は面食らった顔をして、サフィーネを見下ろした。

「いいから聞いて！　すっごい名曲だから、ちゃんと真心を込めて聞くのよ！」

「ええと、それって歌う側が込めるものじゃないですか？」

「聞く側も込めて！　そうしたらきっと二倍効くわ！　……あー。あー。テスト中、テストちゅうー」

　せっかくなので、サフィーネはそこから繰り返すことにした。

　アスガールが地下坑道で歌っていた、奇妙な歌詞の「悪霊がいなくなる歌」を。

　昼間には悪霊は出てこないけれど、もしもラシードの胸の暗い片かた隅すみに小さな悪霊が潜ひそんでいるなら、それが時折出てきて彼を苦しめるなら、この歌でいなくなればいい。

　ラシードはじっとサフィーネを見つめ返して、彼女がうたう歌を真剣に聞いていた。個性的な旋律に、時々、眉をひそめながら。







　こうして、また二人になった王女様と剣士はバビロンへの旅を再開したが、とても残念な事に、剣士の移動手段は、牛だった。
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「ちょっと困ったことになりました」

　ラシードが顔をしかめて言ったのは、正しい進路に戻ってほんの数日後、賑にぎやかな町の宿やど屋やでのことだった。

　一階の食堂で、夕食に揚あげ魚定食を食べていたサフィーネは顔を上げた。

「困ったことって？」

「国境の警備が厳げん重じゆうになってるようです。どうも、王女様を見つけようと必死になってるみたいですね」

「えっ！」

　サフィーネは驚いて、大好きな魚を食べる手を止めた。まじまじ見つめる先で、ラシードがため息交まじりに言った。

「やっぱり、王女様がバビロニアに行くなんて無理だったんですよ。……いかに魔術師ファールーンの後こう見けんがあっても、国王陛へい下かが許すわけがなかったんだ」

　後半は、独ひとり言ごとのように思える呟つぶやきだった。サフィーネは細い眉をひそめた。

「陛下が許す？　魔術師ファールーンの後見？　……それ、なんの話かしら？」

「あっ」

　ラシードは、しまったという顔をした。視線を逸そらして「あー」とか「えーと」とか言いにくそうにしている。サフィーネは、魚の白しろ身みをほぐすためのフォークを彼に突きつけた。

「もしかしてあなた、私の旅立ち情報をお父様に売ったのね!?　ひどい！」

「売ってません！」

「じゃあ何!?　どうしてお父様が、国境で私を探すのよ！　そんなのおかしいじゃないっ」

　サフィーネがギリリと睨にらみつけると、ラシードはしぶしぶ話し始めた。

「魔術師の家を出る朝にですね、魔術師が、悪あく霊りよう便びんを出してくださるとおっしゃったので、俺の主あるじ、ディルダリヤ卿きように手紙を書いたんです。ちょうど、アスガール殿どのが訪おとずれる直前くらいかな。王女様がバビロニアに行きたがっているとか、魔術師もそうしろと勧めてくれているとか、お城に戻ったらちゃんと結婚するとか」

「何それ！　どうしてそんなこと書くのよっ！」

「魔術師が、そう書けと言うので」

　サフィーネは反抗したかったけれど、真実を知るファールーンがそう言ったのなら仕方がない。……戻って来た本物の王女様のために、結婚話も取っておいた方がいいと判断したのなら。

　偽にせ物ものの王女であるサフィーネには、本物の王女様の結婚にまで口を出す権利はない。

　悔くやしかったけれど、サフィーネはフォークを嚙かみ締しめて黙った。

「それで、この王女様失しつ踪そう事件に関する質問・苦情・その他は、魔術師が引き受けてくれることになっていたんです。だから、俺たちも今まで追いかけられなかったでしょ？　……でも王様は、外国であるバビロニアまで王女様を行かせるつもりはなかったんですね。さっき噂で聞いたところによると、一個大隊がアイマン渓けい谷こくに駐ちゆう留りゆうして、バビロニアに行こうとする若い女性を全員ひっ捕らえてるって言ってました」

「え──っ!?　せっかく一週間も旅してきたのに、国境なんかで捕つかまるわけにはいかないわ！　なんとかお父様の目をくらませて、こっそり抜け出る方法はないの？」

　娘として育ったサフィーネが言うのもなんだが、国王はあまり頭が良くない。よく考えれば、きっと抜け出す方法もあるはずだった。

「俺一人なら簡単ですよ。傭よう兵へいにでもなりすませばすぐに通れます。あなたがバビロンでやろうとしていることを教えてくれたら、俺が一人で行って片づけてくるんですけどね」

　ラシードは飄ひよう々ひようと提案した。サフィーネは、しっかりと頷うなずいた。

「分かったわ、傭兵になれば通れるっていうことね！」

「え？　──いやそんなことは言ってません、『俺は通れる』と言っただけで、」

「仕方ないわね、私も今日から傭兵になるわ！」

　サフィーネは拳こぶしを握り締めて叫んだ。

「──はぁ？　何言ってるんですか？　毛虫一匹殺したことない箱入り娘のくせに、傭兵の真ま似ね事ごとなんか無理でしょ」

　ラシードは、鼻でせせら笑った。驚く以前に、絶対にできやしないと思っている。魚が空を飛ぶわけがない、とでも言うような顔だ。

「毛虫くらい殺したことあるわよ！　それにゴキブリでしょ、蜘く蛛もでしょ……。言っておくけどね、私、お化ばけ以外ならそんなに怖くないのよ！」

「傭兵はゴキブリ退治とは違います。人間を殺す仕事なんですよ」

「でも、どうせ振りをするだけなんでしょ？　国境を通る時だけのお芝居なら、別に人なんか殺せなくたっていいじゃない。それとも、傭兵になるには、入隊試験で人を殺して見せろって言われるの？」

「……そんな無茶は言われませんが」

「だったらいいじゃない。髪を結むすんで、男の子の服を着て、不敵な顔つきをしてればいいんでしょ？　それくらいなら私にもできるわよ！」

　サフィーネは腰まである金髪を持ち上げて見せた。

　数日前に地下で出会った女兵士たちを思い出した。あの国では、サフィーネよりも年下の少女までもが兵士の姿をしていた。彼女たちにできることが、サフィーネにできないはずがない。

「いいえ、あなたには無理です。絶対にできっこない」

　ラシードは、頑かたくなに言い続けた。サフィーネはむっとして、その少し年上の顔を睨みつけた。

「やるったらやるぅ！　見てなさい、私は見事な少年に化けおおせて見せるんだから……！」







　翌日、ラシードが街で買ってきた簡素な少年の衣服に着替え、髪をしっかりと後ろで束たばね、明らかに安物と分かる細い剣を身につけると、サフィーネはとても嬉しくなった。

　自分では、完璧な男装をしているつもりである。

「どう？　私──僕、傭兵に見えるだろ？」

　瞳をきらめかせ、自信満々で少年になった姿をラシードに見せる。それを一目見るなり、剣士は、ふっと鼻で笑った。

「やっぱり無理ですね。壊かい滅めつ的てきにひどい。あなたはどう見たって女の子だ」

「ええーっ。そんなにひどくないよ！」

「明らかに無理です。やはりこの計画には無理がありました。断念しましょう」

　ラシードはあっさりと計画変更を宣言した。彼の視点から言えば、「どうしても男装してみたい、してみないことには納得できない！」とサフィーネが泣き喚わめいてどうしようもなくうるさかったから、しぶしぶ買ってきて着せてみただけの少年服である。この計画が上う手まくいくとは、元から思っていなかった。

「何が無理なんだよ！　言葉だってちゃんと男だし、上から下まで立派な男の子じゃないか！　何かおかしいところがあるなら言ってみろっ！」

「顔が女の子なんですよ。睫まつ毛げは長いし、唇くちびるは愛らしいし、眉まゆは細くて顎あごは華きや奢しやだし」

「よし分かった、ちょっと待ってろ！」

　サフィーネは部屋に駆け戻ると、ペンで眉を三倍の太さに描き加えた。しかも山形の、かなりいかつい男眉に。鏡を見ながら、睫毛を半分の長さに切り落とした。唇は変えようがないので、頰の辺あたりに斜めの傷跡を描き、さらに縫ぬい目の跡を点々と描く。物語の中でしか見たことがないが、いかにも「お尋ね者！」といった凶きよう悪あくな人相だ。こんな女は──お姫様は、絶対にいない。

　ついでの仕上げに、華奢だと文句を言われた顎の辺りにも点々と髭ひげの剃そり跡を描いてみた。

「さぁ、これでどうだ！　どう見たって僕、男だろ!?」
















　絶対の自信を持って、サフィーネは部屋を飛び出した。

「──……」

　ラシードは呆あつ気けにとられて、サフィーネの顔をまじまじと見つめた。

　あきれてものも言えないといった顔つきだ。

「あ、あれ？　だめ？」

「……王女様、あなた変わってますね。前から思ってましたけど、庶民的というか、上品さに欠けるというか」

「えっ」

「睫毛を切り落とすくらいなら死んだほうがいい、って言うのがお姫様ってものじゃないですか？　平気なんですか？　そんなおかしい顔になって」

「そ、そんなにおかしい？」

　ラシードは黙って頷いた。

　サフィーネはどうしよう、と思った。うっかりやりすぎて、人外の顔になっているんだろうか？　一応は異性であるラシードにそこまであきれて眺められると、さすがのサフィーネも年頃の女性として恥ずかしくなってきた。逃げるように彼に背を向けた──が、後ろから伸びてきた腕に襟えり首くびを摑つかまれた。

「まぁ待ちなさい。そんなにおかしい顔の人は絶対にいません。髭と傷跡は余計です。──でも、そこまで本気でやる気があるなら、なんとかしてみましょう」

「ほんとっ!?」

「あなたの気き迫はくと執しゆう念ねんには負けましたよ。……あとで化粧品を買ってきましょう。あなたは肌が綺麗すぎるから、ドクダミの絞しぼり汁で黄ばんだ茶ちや褐かつ色しよくに変えて、頰ほおにはそばかすでも散らしておきましょう。美しい瞳の下には大きな隈くまを描いて、根ね暗くらで病気もちっぽい顔に変えましょう。服にはニンニクの汁をたっぷりすり込み、頭髪には小麦粉を散らしてフケだらけの不ふ潔けつ感かんを漂ただよわせ──」

「ね、ねぇ！　あの……張り切って考えてくれる気持ちはすっごく嬉しいんだけど、そこまですると逆に人から避さけられるんじゃ？」

　サフィーネは頰ほおを引きつらせた。男装するというのはいい考えだと思っていたけれど、人として異様なほどの臭くさ汚きたない外見になるのまでは、覚悟していなかった。

「何を言ってるんです。傭兵なんて荒くれ男の巣そう窟くつですよ？　俺は、自分でさえ危ないかもと思うのに、あなたみたいな細くて可か憐れんなのがいたら、餌え食じきになるのはもう間違いありません。俺は自分で身を守れるけれど、あなたはできない。俺がちょっと目を離した隙すきに、恐ろしい目に遭いますよ。──そうなるくらいなら、いっそ誰も近づいてこないよう、徹底的に不ぶ細さい工くで不ふ衛えい生せいで、近づきたくなくなるような汚らしさを演出した方がいいんです」

「餌食になるって、何？」

「傭兵ってのは、犯罪者になる手前のごろつきだと思ってください。半分くらいはまともな常識もある専門職の傭兵ですけど、残り半分は、盗む・殺す・奪うに抵抗のないヤクザみたいなものです。できる限り、その高い声で喋しやべらないようにして」

「ねぇ、だから餌食って？　人間を殺して食べるわけじゃないでしょ？」

　その話を避けようとしていたラシードは、やれやれとため息をついた。

「──あなたのお得意の『出来ちゃった』って奴ですよ。男しかいない場所では、細身の男や女顔の男が狙われます。あなたの本当の性別が男だろうが女だろうが、小柄で組み伏せやすそうというだけで狙われる。あなたに何かあったら間違いなく俺の首が飛ぶから、お願いだから今日からその服は絶対に洗濯しないでください」

　サフィーネは顔を引きつらせた。くんくんと服の臭においをかぎ、顔をしかめた。

「あの、……すでにもう臭うんだけど？」

「豚売りの少年から着替えを譲ゆずってもらったので、獣けものの臭いがするんでしょうね。すぐに慣れますよ。昼食後に剣の扱いについて教えるので、基本だけ覚えたら傭兵の紹介所へ行きますよ」

　ラシードは、もはや計画を変える気はなさそうだった。最初はあんなに嫌がっていたのに。もしかしたら、サフィーネの男装計画がどこまで通じるか、密ひそかに面おも白しろがっているのかもしれない。

　これでバビロニアへ行けるのは嬉しいけれど、一体何日、この臭い服で我慢しなければいけないのだろうと思うと、サフィーネは少し暗い気分になった。







　サフィーネは、がっちりした体格の黒牛に乗りながら、恨うらめしそうにラシードのぴんと伸びた背中を睨にらんでいた。

　彼は、サフィーネの愛馬・疾風はやての背に乗り、堂々と先を歩いている。

　自分が騎き乗じようしている時は分からなかったけれど、疾風はとても高貴で美しい歩き方をする、とサフィーネは思った。誰が見ても、そこらの荷に馬うまや老ろう馬ばではない。最高級の馬だった。

　──そして、その立派な馬に、薄汚れて剣もまともに扱えない小僧が乗っていることがあまりにも似合わないという理由から、二人は乗り物を交換していた。

　サフィーネは、尻に群がるハエを追い払おうとやたらと尻尾しつぽを振り回している黒牛に。

　ラシードは、気品溢あふれる高級馬に。

　そして二人は、乗り物を交換すると同時に身分も入れ替えていた。

　ラシードは、剣を扱い慣れたハイクラスの傭兵に。

　サフィーネことサフィは、彼の遠とお縁えんの親しん戚せきで牛飼いの息子に。さらに細かい設定では、ラシードに憧れて傭兵になろうとし、家を飛び出してついてきた不出来な弟分、兼、従じゆう者しやだ。

「どうせ僕には牛がお似合いだよー。ふん！　剣も使えない小僧っ子が、馬なんて百年早いんだーっ」

「僕」と言う言葉に慣れるように、ぶつぶつ呟きながら後ろをついて行く。

　ラシードは傭兵たちが集まる集会所のような所へ入っていった。

「サフィ、お前は外で待ってろ。ボーっとしてて、馬を盗まれるんじゃないぞ」

　ラシードは、とても偉えらそうに、そして面白そうに主人面づらでサフィーネに命令して行った。

　サフィーネは、主従の立場を交替してから何度目かの悔くやしさに歯嚙みした。

「何が『ボーっとして、馬盗まれるんじゃないぞ！』だ。僕はそんな間抜けじゃないぞ。ラシードの馬鹿！　後で絶対仕返ししてやるぅ……」

　集会所の中からは、賑にぎやかな笑い声がしたり、カンカン打ち合う音がしたり、「おお」というどよめきが聞こえたりしているけれど、入り口から離れたところで通行人様のお邪魔にならないよう、大きな馬と黒牛を見張っているサフィーネには、中の様子をちらっとも覗のぞくことができない。中ではいろいろと面白いことが起きている様子なのに。余計にイライラが募つのった。

　サフィーネは仕方なく、ラシードへの復ふく讐しゆう作戦を練ねりに練った。

　──作戦その１．夜のうちに、ポケットというポケットにぎっしり小石を詰めてやる。

　──作戦その２．大事な剣の持ち手を、蜂はち蜜みつでベトベトにしてやる。

「あとは……、そうだ。あいつの服も、ニンニクですっっごく臭くしてやるぅ……」

　ぶつぶつ恨うらみがましく言っていると、顔中が髭だらけの熊くま顔がお男とラシードが一緒になって出てきた。

「これが俺の馬と、弟分のサフィです。それに、これは弟分の牛」

「うしっ！　お前の弟分は、牛に乗るのかぁ!?」

　むさい髭ひげ面づらの男は、サフィーネと牛を見て噴ふき出した。本物の熊のように立派な体格をしている。着ているものも、ただの傭兵というには立派だった。

　髭男はサフィーネを指差し腹を抱かかえてげらげら笑っている。その髭面に飛びかかり、一本残らず赤毛をむしってやりたい衝動にかられた。

「ラシード、なんだよこの失礼な髭はっ!?」

「俺たちの雇やとい主だ。今、週給の交渉中なんだ。髭なんて呼んだらお前の方が失礼だぞ。謝あやまれ」

「くぅ～～～！」

　サフィーネは歯嚙みした。今まで散々言うことを聞かせてきたラシードに、当然の顔で命令されるとものすごく腹が立つ。しかも「お前のほうが失礼だ」とか、「間抜けなことをするな」とか、ラシードの言動はいちいちサフィーネを馬鹿にしている。

　周りに人がいなければ、「く～や～し～い～！」と大声で叫んでやるのに。明らかに女の甲かん高だかい声で叫んだら、怪しまれるに決まっている。

　叫ぶことさえままならないサフィーネの苦しい思いを察したのか、突然牛が、「ンモォォー！」と鳴いた。鼻息荒く蹄ひづめで地面を削りながら、髭面の男を睨んでいる。──彼のマントの真っ赤な裏地に興奮したのかもしれないが。

　髭男が手を振った。

「いやー、別にそんなことで謝らんでもいいけどよ。お前の弟分、不景気な面ツラしてる割に元気そうだな。で、剣はどのくらい使えるんだ？」

「いやそれがサッパリで、牛馬の世話くらいしか役に立たない──」

「それはラシードの教え方が悪いせいだっ！　僕のせいじゃないっ！」

　あまりにも腹が立ったので、口を挟んでやった。

　ここに来る直前、午後一番でサフィーネはラシードから剣の基本を叩き込まれた。基本といってもそれは本当に基本中の基本で、下を向いたり屈かがんだりする際には柄つかを押さえないと刀とう身しんが勝手に抜けて危ないだとか、走る時にも柄を押さえないと危ないだとか、常に意識の何割かを剣に向けていろだとか、──要するに、「帯たい剣けんした状態で、安全な日常生活を行うための基本講座」だった。

　技や剣さばきを教えてもらったわけでは、全くない。

　それどころか、剣の抜き方も、握り方さえ教わっていない。サフィーネは腰にベルトを締めて帯剣した直後、面白がって剣を抜こうとしてみたけれど、腕よりも刀身の方がずっと長い剣を抜き放はなつことすらできなかった。たぶんラシードは、「使うべからず」という意味で、サフィーネには長すぎるこの剣を準備したのだ。

　抜けもしない、お飾りなだけの剣を持っているのは、とてもつまらなかった。

　だから、サフィーネが剣を扱えないのはすべてラシードのせいだ。間違いなく、彼が一方的に悪い！

　顔を真っ赤にしてラシードを睨みつけると、面白そうに髭が言った。

「ふうん。牛ぎゆう馬ばの世話か。ならちょうどいいや。いいぜ、こいつもおまけで雇やとってやるよ。ただし、扱いは傭兵じゃなくて、雑ざつ用よう係がかり。訓練にも参加しなくていい。一発殴ったら死にそうだしな。代わりにオレの馬も丁てい重ちように世話しろ」

「え────っ!?」

　サフィーネがものすごく嫌そうな顔をすると、髭が偉そうに言った。

「当然だろ？　皆が汗水たらして練習している時に、ちゃんと馬にエサやって、水汲くんできて、機嫌の悪い日はやさしくブラシをかけてやり、出発の前にはきっちり鞍くらをつける。手ぇ抜いてうっかり緩ゆるく腹はら帯おび締めでもしてみろや、てめえの前歯の二、三本は叩たたき折ってやるからな！　あっ、毎朝晩、馬ば糞ふんを埋うめて蹄ひづめを磨みがくのも忘れんじゃねーぞ！」

「うそっ！　そんな重労働を──、僕が毎日するの？　一人で？」

　呆然とした顔でふらりとよろめいたサフィーネを見て、髭がまたゲラゲラ笑った。

「おいラシード、ひ弱そうだからってあんまり手下を甘やかすなよー。こいつがぶっ倒れそうだからって、お前、毎日手伝ってやってたんじゃねぇだろうなー？」

「実は……そうなんだ。今朝の馬と牛の世話も、一通り俺が」

　髭は、ゲラゲラ笑うことしか能がないんじゃないかというくらい笑った。

「お前なぁ、お人ひと好よしもいいとこだなぁ！　よし分かった、お前ら二人合わせて週給二百と五シュケルで雇ってやろう！　ちなみに坊主」

「サフィだよ！」

「サフィ、お前の分は、五シュケルだ。あんまりラシードの足引っぱんなよ！」

　髭は、ものすごい顔でガンを飛ばしているサフィの頭を乱暴にぽんと叩いて、ラシードと二人でまた集会所へ戻っていった。その後ろ姿をぎっと睨みつけたサフィは、髭男がラシードの肩に腕を回し、頭を引き寄せてぼそぼそと話しかけるのを聞いてしまった。

「おいラシード、あいつ、たまには風呂に入れてやれ……獣臭いのはしょーがねえとして、頭がフケだらけってのはどうだ……シラミわいてんじゃねえのか？」

　髭男は、サフィーネの頭に置いた手をまじまじと眺ながめながら言った。その言葉に、サフィーネは頭を殴られたようなショックを覚えた。あまりの屈くつ辱じよくにその場に座り込んだ。

「ひ、ひどい……これは、フケじゃなくて！」

　クッキーの屑くずだ。フケを演出するための。でもそれは、言えない。

「シラミなんかわいてないーっ！」

　髪を搔かきむしって大声で叫んだ。ちょっと目に涙が浮かんできたのが悔くやしかった。

「うぅ、ラシードの馬鹿……復讐してやる。今晩、この牛の毛の中から絶対ノミとかシラミを見つけ出してぇ、ラシードの服にいっぱい仕込んでやるぅ……！」

　ラシードなんかシラミ地獄に落ちればいいんだ、とサフィーネは本気で思った。







　が、それを実行することはできなかった。

　再び話し合いを終えて出てきたラシードは、あの髭男ジャアファル率ひきいる傭兵部隊の集つどう低級宿へとサフィーネを連れて行った。

「隊ジヤア長フアルは、傭兵が十二名集まったら次の町へ向かうと言ってました。俺で十人目だから、遅くとも明日中には出発できるでしょう。──ですから、その前に」

　ラシードは宿の厩うまやの扉を開く。サフィーネを中へ導みちびいた。

「一通りお教えしますよ。とてつもない重労働である、牛と馬の世話の仕方をね」

　不敵に微笑むラシードを見て、サフィーネは、「いやあ！」と反射的に言いそうになった。が、そんなことを言ったら「じゃあお城へ帰りましょう」と笑顔で言われるのは目に見えていたので、ぐっと言葉を飲み込んだ。面白そうにサフィーネの顔を見ている緑の双そう眸ぼうを睨み返して、気高く頷いた。

「望むところよ！　世界最高の馬ば丁ていになってやるわ！」

「じゃあまず水汲んできてください」

　桶おけを受け取ったサフィーネは、宿の敷地にある井戸へ駆けていこうとしたが、後ろからラシードの声が追ってきた。

「あ、ゆっくりでいいですよ。十杯は汲んでもらうことになるので、焦あせらないで」

　その言葉で、一気に気が遠くなった。

　──実際、サフィーネが汲まねばならなかったのは、十三杯だった。十杯を越えた地点でラシードは手伝おうとしたが、意地で断った。どうしてそんなに水が必要だったかといえば、まず、体の大きい牛と馬が、桶二杯分ずつ水を飲んだからだ。

　それから、馬と牛の体を洗って、足を洗って──後ろに立つと蹴られますよ！　と散々ラシードに怒られながら──鞍の下に敷く布を洗った。サフィーネの疾風は鞍をつけていなかったから、隊長のジャアファルの馬具を借りて洗う練習をさせられた。隊長は普段洗濯をサボっているらしく、布はとても臭汚かった。一杯目なんて、ヘドロがわいたんじゃないかというくらいに水がドロドロになってしまった。

　全部の作業を終える頃には疲れ果て、サフィーネは牛のシラミ探しなんかしたい気分ではなかった。辺りはもう真っ暗で、いつもならとっくに夕食を済ませている時刻になっていた。

　美お味いしい魚料理の夕飯が食べたい……とサフィーネは痛切に思った。

「お疲れ様でした。よく頑張りましたね。絶対途中で音ねを上げると思ったのに」

「やると言ったらやるわよ。あー、腰が痛い……手が痛い……腕も痛いぃ」

「すみません。あなたにこんなに根性があったんなら、俺がもっと早くから叩き込んどけばよかったですね」

「そうよ全部全部ラシードが悪いぃぃ」

　怨おん念ねんのこもった口調でサフィーネは言った。とぼとぼと、宿の母おも屋やに戻る暗い夜道で言われたラシードの耳には、さぞ不気味に響いただろう。

「散々ひどいこと言うし、私のこと馬鹿にするし。怨うらんでやる。祟たたってやる。化けて出てやる。いつか、とり憑ついてやるぅ……」

「サフィーネ様、そこまで言わなくても」

　ラシードが顔を引きつらせた時、宿の二階の窓が開いて、髭面のジャアファルが顔を見せた。

「おー、オレの馬ば具ぐ洗ってくれたんだってー？　お疲れさん。小僧、お前のために、風呂頼んでやったぞー。メシの前に入ってこいや」

「え」

　顔を凍こおらせ、足まで止めてラシードは動揺した。風呂なんぞに入ったら、サフィーネの化粧は全部ばれてしまうからだ。ラシードと対照的に、サフィーネはフッと薄暗く笑ってジャアファルの窓を上げた。

「隊長さん、気持ちはありがたいけど、僕は残念ながら風呂が大っ嫌いなんだー！　頭で大事に飼ってるシラミの家族が、『洪水だ洪水だあ』って悲鳴を上げて逃げ回るから、可か哀わい想そうでならなくってさー！　風呂ならラシードに入ってもらって！　僕は、風呂上がりの爽さわやかなラシードの隣で、シラミぴょんぴょんさせながら特大のいびきをかいてぐっすり寝てやるからさぁ！」

「……」

　隣を歩くラシードは絶句し、窓から身を乗り出すジャアファルは大爆笑した。

「おおそうか。じゃラシード、代わりに入っとけ！　離れの入り口はいって二番目の風呂だ。そのあと、食堂に集合な！　頭あたま数かず揃ったから、明日出発するぞ！　──おおチビ、お前は集合せんでいいぞ。先に寝て、ラシードの枕をシラミだらけにしてやれ」

「はいぃ」

　サフィーネが薄暗い笑みと声で返事をする。ラシードが慄おののいた様子で言った。

「あの……サフィーネ様、俺が悪かったです。やり過ぎでした。髪にクッキー屑までは。お願いですから、風呂に入ってください」

「いーやぁーよーフフフ。今さらシラミ地獄を恐れても遅いんだから。私は絶対、あなたに復ふく讐しゆうしてやるぅ……」

「そんなこと言わずに！　誰も来ないように、俺が外で見張ってますから！」

「お風呂なんか入るもんですか」

　これが、今のサフィーネにできる精一杯の復讐だった。

「この臭い服も一生洗わないし、風呂も入らないわ。一息で鼻がおかしくなるような異臭を漂ただよわせて、生ごみより臭いサフィって皆に言わせてやるぅ」

　ふふふ、と薄暗く笑うサフィーネにラシードは深々と頭を下げた。乙女心の、何か傷つけてはいけないところを傷つけてしまったらしいと気づいたようだ。

「すみません、本当に俺が悪かったです！　風呂が嫌なら、せめて髪だけでも洗いましょう。いえ、洗わせてください。お願いですから」

　ラシードが必死の顔で懇こん願がんする。その目には、本当に怖いものでも見たかのような光が浮かんでいる。あまりにも何度も頼むので、──自分自身、お菓子まみれの髪が気持ち悪かったのもあって──サフィーネもとうとう許してあげることにした。

「分かったわ。お風呂に入るし髪も洗うから、ラシードは外で見張ってて」

「ありがとうございます！」

　心底ホッとした表情で礼を言われ、サフィーネは微妙な気分になった。







　結局、サフィーネは長すぎる髪を自分で洗えなくて、服を着てから外にいたラシードを呼び、丁寧に洗ってもらった。ラシードは当たり前といえば当たり前だが、女性の髪を洗い慣れていない様子で、侍じ女じよよりも遙かに手つきがぎこちなかった。が、罪悪感を感じていたのか、目一杯丁重に洗ってくれたので、それなりにサフィーネは気が晴れた。

　それから、もう二度と「髪にクッキーの粉を散らしてフケだらけ作戦」はしないことを約束させた。その代わり、定期的にちゃんと風呂に入るように、とラシードは要求した。

　そんなこと、人から言われなくても、普通の状態ならそうするに決まっている。

　湯上がりのサフィーネは、顔にどくだみ汁をすりつけ、隈くまやらそばかすやらを適当に散らして不気味顔を作ると、ラシードを置いて先に風呂を出た。

　と、ちょうど隣の風呂から出てきたジャアファルと顔を突き合わせてしまった。よく日に焼けた肌が、湯で赤く火ほ照てっている。髭もじゃの顔は、相変わらず顔立ち不明な熊面だったが、湯上がり効果で少しだけさっぱりして見えた。

「おーサフィ、ちゃんと風呂に入ったのか。偉いぞー」

　と笑顔で褒ほめてくれたのだが、サフィーネの後を追うようにして出てきたラシードの姿を見て、隊長はギクリと体を凍らせた。

「──おいちょっと待て……。お、お前ら、一緒に風呂に入ったのか？」

　恐ろしいものを見てしまった、という顔で、小隊長はラシードに聞いた。

　こんな場所でジャアファルに会うと思っていなかったラシードは、ハッと、側にいる人間に聞こえそうなほど大きく息を吞んだ。

「オレは風呂に入れとは言ったが、二人一緒に入れとは言っとらんぞ……。もしや、お前たち」

　サフィーネは不機嫌そうに言った。

「そうだよ。ラシードが無理矢理、僕を風呂に入れたんだ。僕は風呂なんか絶対イヤだって言ったのにさ！　どうしても頭を洗えって、洗うまでここから出さないって閉じ込めるんだ。ずーっと風呂の前で見張りまでするんだもん、信じられる!?」

　それを聞いて、引きつっていたジャアファルの顔が安あん堵どした。

「おお……そういうことか」

「それで、仕方なく適当に頭洗ったフリをして外に出たら『洗い方がなってない！』って怒ってさぁ。今度は自分で全部洗い直すんだよ！　毛が抜けるんじゃないかってくらいガシガシって！　おかげで僕の可愛いシラミ家族は、ぜんぶ流されちゃったんだよ！」

「そ、そうか……。ラシード、お前も大変だなぁ、とんでもない弟分を持って。お前が洗ってやらないと、頭もまともに洗わんのか……」

「は、いえ」

「ま、何にせよ。お前らがただの兄弟分でよかったぜ。一緒に風呂から出てくるもんだから、オレはつい──」

「フッ。ただの兄弟分だなんて、僕は一言も言ってないけどね」

　誤解が解けたと、すっかり安心しきっている二人に向かい、サフィーネはぽつっと呟つぶやいた。

「うん？」

　ジャアファルは訝いぶかしげに振り返り、ラシードはまさか、と緑の瞳を見開いた。

　ここからがサフィーネの復讐の時だった。

　──一度安心させてやってから叩き落とす方が、人は衝撃が大きいものだ。

「今夜の風呂には一緒に入ってないけど、寝る時はいつも二人一緒だよ。僕がどんなに臭汚くっても、ノミやシラミがいたって、ラシードは『命より僕が大事だ』って毎日うるさいくらいに耳元で言って、一人にさせてくれないんだからーっ！」

「あっ、あなたいきなりなんてことを！」

　ラシードは動揺した。兄貴分の時は、サフィのことを「お前」と呼ぶ約束だったのに、いつの間にやら敬語が戻ってきている。

　目を丸くしてジャアファルは二人を見た。といっても、視線の先はもっぱらラシードだった。明らかに異様な外見のサフィーネではなく、一見まともそうなのに、実はとんでもない趣味を隠し持っている青年の方に。

　これでラシードの評判はがた落ちだな、とサフィーネは心の中で薄笑いを浮かべた。

「でも隊長さん、これは皆には秘密にしといてね。僕らの、秘密の師弟関係が皆にばれたら、──僕みたいな不気味な顔の少年に骨抜きにされてるなんてばれちゃったら、ラシードがすっっっごく恥ずかしい思いをするだろうからさあー！」

　わざと人に聞こえるような大声で言った。

「ちがっ、違います！　違うんですよ、隊長！」

　必死の顔でラシードはジャアファルに取りすがる。サフィーネは、笑顔で腕を絡からませた。

「そんなに恥ずかしがらなくてもいいじゃないかー。僕ら、許されぬ愛を貫つらぬいて、駆け落ち同然に故郷から逃げてきた仲じゃないかー！」

「うわああ！」

　顔を真っ赤にしたラシードを見て、サフィーネは、ぐふっぐふっと低く笑った。ジャアファルは呆ぼう然ぜんとしながら、呟いた。

「おお、黙っといてやるとも……俺は口は堅かたいから、安心しろ……。そうか。ラシード、お前、生き真ま面じ目めでずいぶんお堅いヤツかと思ってたが、本ほん性しようを隠すのが上う手まいだけだったんだな……。それにしてもどんな趣味だ。もうちょっとましな相手がいなかったのか……？」

　こうして、サフィーネのささやかな復讐は完了した。







　頭数に入っていないサフィーネは、本当は会議には出なくてよかったのだが、まだ夕食を食べていなかったので、食堂の片隅で、炭火焼の焼き魚定食を食べていた。

　ぱりぱりの皮に大胆に岩がん塩えんをかけたコイ料理は、脂あぶらが乗っていてとてもおいしかったのだが、体が疲れすぎていた。好物の魚の半身も食べることなく、強烈な睡すい魔まが襲ってきた。

　思い起こせば、今日はとても大変な一日だった……。

　水を十三杯も汲んだり、牛馬の世話をしたり。

　人生初めての体験の連続だった……。

　腕が痛くても、重い桶を井戸から引き上げるのに手のひらがヒリヒリしても、頑張れたのは──自分は王女ではないという思い。

　本当の王女様なら、やりたくないことは人に命令してしまえばいい。

　でも自分の本当の生まれは、孤児だ。

　お姫様じゃない。

　──今はまだ、時々は王女様の振りをしていられる。

　ラシードと二人きりの時だけは。彼はサフィーネを王女様扱いしてくれるから。

　髪だって、本当に丁寧に洗って拭いてくれた。

　でもそれも、バビロンに着いて、自分と同じ紫色の瞳のシャリーヤ王女を見つけるまで。

　彼女を見つけたら、ラシードにも本当のことを話して、……彼は本当の王女様を守り、カラタス国王の前へ連れ帰るだろう。

　サフィーネを置いて。

　もう、自分に王女様と呼びかけ、守り、仕つかえてくれる人はいなくなる。

　ひとりぼっち。

　世間知らずのサフィーネだって、王様やその家族じゃない人たちは、働かなければいけないということは知っている。

　王女でないサフィーネは、何かして働かなければいけない。人の役に立つことをしなきゃいけない。そして、自分の食べるものや、快適な寝ね床どこや、温かい風呂を獲得するのだ。

　サフィーネは何もできなかったけれど、今日、馬の世話を覚えた……。

　この仕事で、週給五シュケルもらえるという。

　週給というのはたぶん、一週間働くことだろう。

　五シュケルってどのくらいのお金なんだろう？　例えばお城で身につけていた宝石一つは、いくらするものなんだろう？　この魚定食はいくら？

　何もかも分からない。分かるのは、サフィーネがたくさん頑張ったこともラシードにとっては当たり前のことで、その経けい験けん値ちの差は、五シュケルと二百シュケルという給料の数字の差、そのままだということ。

「ラシード、可か哀わい想そう……」

　半なかば睡すい魔まに飲み込まれた意識の中、サフィーネは呟く。

　──本当は王女でもない人を王女様と信じて、命をかけて守ろうとするなんて。

　あなたが敬うやまっている人は、どこの馬の骨とも知れない、ただの孤児なのよ。

　そう教えたら、どんな顔をするだろう。

　王女様と似た瞳の色をしていたっていうだけの、どこにでもいる町娘なのよ、って。

　ラシードはきっと怒るだろう。

　大事に守っている宝石が、実は贋にせ物もののガラス玉だったと知ったら。失望するはずだ。そして、──もしも騙だまされたのが自分だったら、そのガラス玉を、怒ってどこかにぶつけるかして叩たたき壊こわしてしまうだろう。

　贋物のくせにぬけぬけと自分を騙した宝石なんて、もう二度と見たくないから。

　大切にしてきた思いはすべて、憎しみに変わる。

「──いやぁ……」

　ラシードだけじゃない。きっとお城のたくさんの人が、サフィーネを怨うらむ。

　お前なんか贋物のくせに、と。よくも今まで王おう女じよ面づらで命令してくれたな、と。

　──そんなの見たくない。大好きな皆に、罵ののしられたくない。偽にせ者ものだって、知られたくない。

　だから、バビロンまで行ったあと、カラタス城に帰るのは本物のお姫様だけだ。

　本物のお姫様と、ラシードだけ。

　サフィーネは、どこかで一人、生きていかねばならない……。







　ジャアファルの「会議」は、会議というほどのものでもなかった。

　食卓と適量の酒を囲みながら、全員の自己紹介と、明日の出しゆつ立たつ時刻、道程の説明についてざっと話しただけだ。

　隅すみの方で、王女様が恒こう例れいの魚定食を食べているのが、ラシードの視界の片かた隅すみに映っていた。つくづく魚の好きな人だ。ここに来るまでも、たいてい、鮎あゆの塩焼き定食とか、鱒ますのトマト煮込み定食とか、鮭さけとオリーブの塩漬け定食とか、魚料理ばかり頼んでいた。

　海辺の町の魚市場にでも連れて行ってあげたら、きっと喜ぶだろうな、と思う──バビロンとは反対方向だから、望むべくもないが。

「サフィ？」

　会議を終えて、さっきから俯うつむきっぱなしの王女様に近づく。

　──寝ていた。意地汚くフォークを握り締めたまま。

　取り上げようとしたら、小さい声で呟いた。

「ラシード、可哀想……」

「なんで俺が可哀想なんです？　──弟分が強烈な風呂嫌いだからですか？」

　肩を揺すってみたけれど、起きる気配がない。お姫様に重労働をさせすぎたな、と反省し、しばし考える。肩に担かつぐか、抱き上げるか。ここは人目もある。これ以上変な勘かん繰ぐりをされるわけにはいかないから、ジャガイモ袋を担ぐように、豪快に担いで部屋に運んだほうがいいだろう。そう判断して、王女様の腰に腕を回して持ち上げようとしたら、

「いやぁ──……」

　なんだかとても泣きそうな顔で言われた。

「あなたちょっと我わが儘ままじゃないですか？」

　まあ王女という身分の人だから、仕方がない。

　眠っていても、自分が大切に扱われていないというのは、本能で不快に感じるのだろう。ラシードが、眠っていても殺さつ気きを感じれば即座に目覚めるのと同じだ。

　ジャガイモ担ぎはやめて、大切に両腕で抱き上げた。王女様はもう「いや」と駄だ々だをこねることもなく、すやすや眠っていた。

　食堂を通り抜ける際、傭兵仲間たちから若じやつ干かん、口笛が飛んできたり、ジャアファルが慌あわてた様子で「それじゃもろバレだぞ、早く下ろせ」と声には出さず口パクで忠告してくれたりしたが、ラシードは気にしなかった。

　軽い体を運んで階段を上りながら、ふと「今の王女様が強烈に変な顔でよかったな」と思った。

　王族の住まう城にすら入れない兵士の自分が、腕に王女を抱いて寝室に向かうなんて、同僚に話したって馬鹿笑いされる類たぐいの妄もう想そうだ。その、本物の金きん糸しのように綺麗な長い髪を洗ってあげたことも。絶対に現実だなんて誰も思わないだろう。

　それが現実に起きている。

　本来なら、髪の一筋さえ触れることは許されない高貴な姫なのに。

　触れることさえ許されないはずのものを、両手で抱き締め、その熱を感じているというのは奇妙な感覚だ。そうしてみたいと望んだことさえなかったが、──腕の中にいるのはやはり宝石。人の心を魅惑する魔力を持っている。

　興味のなかったはずの者さえ魅惑するからこそ、真の宝石なのだろう。もしこれで不気味な化粧のない素顔で無防備な寝顔をしていたら、うっかり余計な妄想が頭の中に生まれていたかもしれない。

　王女を抱え直し、扉を開ける。

　傭兵用の寝室には、まだ誰も上がってきていなかった。一番隅のベッドに王女をそっと寝かせ、乱れた金髪を整えて、頭の下に枕を入れてやりながら、ラシードは呟いた。

「……いつかこの日を、懐かしく思うだろうな」

　たとえば、自分の命が終わる日とか。

　きっとまざまざと思い出すだろう。

　王女と駆け落ちしたと国中の噂うわさになって、二人で逃げた日々を。

「その言葉から想像するほど、甘いものじゃなかったけど」

　でも自分の平凡な人生のうちで、もっとも特別な時間だったと、思い出すだろう。

　衝動的に彼女の長い髪を一ひと房ふさ持ち上げて、端はしに口づけを落とした。

　今だけは、高貴な王女は自分のものだ。縁談の持ち上がっては流れる三つ年上の主君のものでもなく、国王のものでもなく、国家のものでもなく。一番側にいる自分だけの。

　唇を離すまでの一瞬、「バビロニアはあちらです」と適当な噓をついて、遠い国に王女を連れて行ってしまいたい衝動にかられた。この人は単純だから、きっと簡単に騙だまされるだろう。素直にラシードについて来て、「道を間違えました」と途中で告白しても、きいきい怒るくらいで、まだラシードを信じてどこまでもどこまでもついて来るだろう。

　その貴重な輝きに反して、手に入れることはとても簡単だ。

　意外と庶民的だから、魚定食を与えておけば満足して、年単位で騙しとおせる気もする。

　──そうしてみたらどんなに小こ気き味み良よいことだろう？

　主の「命に代えても、傷一つつけるな」という命令も無視して、自分のものにする。城に戻ったらすぐに主の呼び出しが待っていることも忘れて、祖そ国こくには二度と帰らない。

　一兵卒の自分が、カラタス国と主君から、彼らの一番大事な宝石を盗み出してしまったら。

　己おのれの知ち略りやくの限りを尽くして、誰にも奪い返せない場所まで連れて行ってしまったら。

「──本当に馬鹿な妄想だな」

　王女の体にしっかりと毛布をかけてくるんでやると、隣のベッドに寝転がった。

「五人一部屋で寝ろとの隊長の命令なので、僭せん越えつながら隣のベッドで寝かせていただきますよ、王女様。神に誓ってあなたを攫ったりはしませんから、どうぞ安心して眠ってください」

　どうせ王女は聞いていないと思ったが、何となく声に出しておきたかった。

　他の傭兵たちは、階下で酒盛りを始めているようだった。

　ラシードは眠ろうとしたが、なかなか寝つけなかった。
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　真夜中に見た夢は、ひどく不ふ快かいなものだった。

　サフィーネは薄汚れた服を着て、道で拾った穴だらけのビスケットを必死にかじっていた。

　ビスケットがなくなった後は、指まで熱心に舐なめて、地面に落ちている大きめの欠片かけらを拾って口に入れた。一緒に石も嚙かんでしまったのか、ジャリっとして歯が痛んだ。

　──ただの妄もう想そうの夢ならいいけれど、多分これは、遠い昔に現実だったことなんだろう。薄汚れた服を着たりしたせいで、魔術師に拾われる前に貧ひん民みん街がいで路上暮らしをしていた頃を思い出してしまったのかもしれない。そう思うと、少し悲しくなった。

　このあと自分は王女様として拾われたのだから、もうそんな貧しい日々の夢は見なくていい。夢の中まで悲しい思いをしなくてもいいのよ。と自分に言い聞かせてまた瞼まぶたを閉じる。

　今度は、咲き誇ほこる鮮あざやかな紫むらさきの薔ば薇らが夢に現れた。

　魔法のように美しい薔薇園だった。カラタスの庭よりもずっと素晴らしい。

　蔓つる薔ば薇らをアーチ形に這はわせた東あずま屋やがあり、足元には精せい緻ちな彫ちよう刻こくの入った大理石のベンチがある。

　まだ春先だというのに、薔薇園には神秘的な紫色の薔薇が咲き乱れ、放し飼いにされた美しい羽の小鳥たちが、さえずりながら飛とび交かっている。

「いつになったら、王子様は迎えに来てくださるのかしら……？」

　薔薇に水をやっていた金髪の娘が、連れ立って飛ぶ二羽の小鳥を見上げ、ほうとため息を漏もらした。優美な手つきで水やりをする娘の顔がふいとこちらを向いた時、その瞳が自分と同じ──そして自分よりも濃い鮮やかな紫色をしていることに、サフィーネは気づいた。

　夢見るような瞳で水をやり続ける娘の顔は、死んだ王妃にそっくりだった。

　──これが本物のシャリーヤ王女？

　サフィーネの胸に、衝撃とともに一ひと筋すじの痛みが走った。今度こそ毛布を跳はね飛とばし、起きた。

　辺あたりは真っ暗で、「ぐがぁ」、「ごおおぉ」、という豪快ないびきの響く傭よう兵へいたちの五人部屋だった。一番隅すみのベッドにいたサフィーネはそっと起き出し、胸元に魔術師にもらった魔ま除よけの首飾りがあることを確認する。魔術師が十年かけて作ったというこの護ご符ふは、とてもよく効く。旅に出てからいろいろな宿やど屋やに泊まったけれど、これのおかげで一度も悪霊に悩まされたことはなかった。

　サフィーネは魔除けを握り締め、足音を忍しのばせて寝室を出た。宿の廊下は静まり返り、一匹の悪霊もいなかった。

　外は、月が煌こう々こうと輝いていた。

　サフィーネは馬小屋との間にある井戸に向かい、水を汲くみ上げて薄汚れた自分の顔を洗った。

　不気味な化粧を落として、素顔の自分を水みず鏡かがみに映してみた。使い込まれた桶おけの水みな面もに映る顔は、──どう見ても、夢で見た本物の王女様とは違う顔立ちだった。

「王妃様おかあさまに、少しも似ていない……」

　はっきりとこの目で見ると、泣きそうになった。

　……だって赤の他人なのだから、しょうがない。

　夢の中の本物のシャリーヤ姫は、王妃様にとてもよく似ていたのに。ただの夢と言ってしまえばそうなのだけれど、彼女は王妃譲ゆずりのさらさらの金髪で、すらりと背が高くて鼻も高くて上品な顔立ちだった。

　サフィーネは、そうじゃない……。

　顔立ちも、幼少時代ならともかく、十六歳にもなれば、母親に似ているかどうかなんてすぐに分かる。

　やっぱり自分は、王妃の娘ではなかったのだ。

「いやぁ……お母様……！」

　魔除けを握り締めて、すすり泣く。

　記憶の底にいるはずの本当の母親を思い浮かべようとしたけれど、ちっとも思い出せない。

　──この世の中に、自分と血の繫つながった人が誰もいない。誰も思い出せない。

　それはとても大きな孤独で、サフィーネは押し潰されそうだった。

「クゥ……」

「キュキュゥ……」

　一人ぼっちで泣いていたサフィーネが、辺りから聞こえるか細い鳴き声を耳にしたのは、しばらくしてからだった。ようやく異変に気づいて辺りを見ると、井戸の縁から薄黒い靄もやけた頭がいくつか、顔を出してこちらの様子を窺うかがっているのが分かった。

「おっ……おばけ、来ないでえーっ！」

　サフィーネはとっさに、魔除けの青い目を突き出した。それは黒い縁ふち取どりに空色のターコイズをはめ込んで作られた、実物より二倍くらい大きな贋にせ物ものの目なのだけれど、魔術師の強力な呪まじないのおかげで、並の悪霊たちには本物の青目に見えるのだそうだ。

　悪霊たちはキュウッと悲鳴を上げて井戸の中に隠れた。けれどまだ、そこらに隠れている気配がする。サフィーネは恐る恐る辺りを見回した。

　馬小屋の陰や、仕切りに植えられた木こ立だちの陰、立てかけられた鍬すきの向こうから、たくさんの悪霊たちが遠巻きにサフィーネの様子を窺っていた。

　──あなたが怖がるから、余計につけ上がって奴らは寄ってくるんですよ。

　ラシードの言った言葉が、胸に蘇よみがえる。カラタスの悪霊城じゃないからといって、夜中に外に出て一人でしくしく泣くなんて、悪霊をおびき寄せているようなものだ。

　サフィーネは四方に魔除けをかざし、青い目が向くたびにお化けの一群がササッと陰に隠れるのを見守った。

　が、魔除けの視線が外はずれると、すぐに彼らはまた顔を出し、サフィーネの方にふらふら飛んで来ようとしたり、にゅーっと井戸から手を伸ばしてきたりするのである。

「こ……こういうときはあの歌よ……あ───、テスト中……テスト、中……」

　サフィーネは乾いた声で、悪霊払いの歌を歌ってみた。その微妙な音程の歌声を聞くと、悪霊たちは恐れて逃にげ惑まどうどころか、フワフワと宙に浮かび出て、両手を天にかざして見たことのない踊おどりを始めた。

　──おかしい。

　アスガールが歌った時は、悪霊たちはちゃんと怯おびえて一いつ斉せいに逃げていったのに、どうしてサフィーネの歌では、酔っぱらったような顔で踊り回るのだろう。

　ちょっと歌詞がいい加減なのがいけないのか。旋せん律りつの方がおかしいのか。あるいは、サフィーネが青い目でなく紫の目だからか？　サフィーネは、鉱山に入る前に分ぶん捕どったままのラシードの分の魔除けも取り出し、青目を二つにして自分の目の真上に置く。目のやたらと大きい変な顔になったが、気にせずもう一度心を込めて歌ってみた。

　ますます激しく、悪霊たちは呪のろいの宴うたげか悪霊集会サバトでも繰り広げているように喜び、くねくねと舞い踊った。

「──王女様、あなた何やってるんですか」

　あきれきったような男の声が頭上から降ってきた。サフィーネはビクリと肩を震わせて、足音もさせずに背後に立っていた青年を振り返った。

「ラシード！」
















「──うっ！」

　振り返ったサフィーネのいつも以上に異様な顔に驚き、ラシードはとっさに剣の柄つかに右手を置いた。サフィーネが目元から強烈な色どりの魔除けの青目を下ろすと、やっとラシードも剣から手を離した。

「……夜中におかしな遊びはやめてください。厠かわやかなと思ったけどなかなか戻って来ないし、外からものすごい微妙な声は聞こえてくるし、挙あげ句くに変な顔ですか？　何を夜中に遊んでるんです。あなた、お化けは嫌いじゃなかったんですか？」

　夜中に起こされたラシードはとても不機嫌そうな顔だった。外から声が聞こえてきた瞬間、悪霊に襲われたお姫様の悲鳴か苦しげなうめき声ではと思い、とっさに剣を握って飛び出してきたのだ、とまではサフィーネは気づかなかった。物音の一つもなく近づいてきたラシードにまだ胸がドキドキしていて、サフィーネもそれどころではなかった。

「き、急に出てこないでよ！　私の方こそびっくりするでしょ、足音くらい立てなさいよっ！」

　眠そうだったラシードの顔が、急に真面目になった。

「──兵士とはそういうものです。無駄に気け配はいを悟さとらせないよう、訓練されているので。それで王女様、これはなんの実験です？」

　まだ楽しそうにふらふら踊っている悪霊たちを親指で示す。

「さぁ……何かしら。私にもよく分からないんだけど──」

　と言いかけた時、真夜中を知らせる角つの笛ぶえが遙はるか東の空から鳴り響いた。

　歌の余よ韻いんに浸ひたって踊っていた悪霊たちは一様にハッと息を吞み、東の空を見上げた。天の端に小さな五つの銀色の粒がきらめいているのを見つけると、キュウキュウ悲鳴を上げて、猫に見つかったネズミのように散り散りに木陰や井戸の中に逃げ込んでいった。

　辺りはまたしんと静まり返り、悪霊たちの気配もなくなった。

「悪霊たちって何考えてるのかしら。全然分かんない」

　サフィーネは首を傾かしげて呟き、二つも魔除けを持っていることをラシードにバレて取り上げられないよう、こっそり後ろ手に隠した。

「……サフィーネ様、化粧、落としたんですね」

　ラシードはサフィーネの顔を見て気づいたようだった。長身の青年に向き直ったサフィーネは、まじまじと自分を見つめる緑の瞳を見つけた。その襟えり元もとが大きく緩ゆるんで開いて、着ちやく衣いが全体的に乱れていることに気づき、やっと彼に心配をかけたと思い至った。ラシードは、寝ていたところを飛び起きて探しに来てくれたのだ。

「ごめんなさい、急にいなくなったらびっくりするわよね。……えっと、ちょっと悲しい夢を見てね……それで──」

　自分の素顔が王妃様に似てるかどうか確かめたくなった、なんて言えない。

　サフィーネが口ごもって言葉を探していると、ラシードはぽんとその頭に手を置いた。

「次からは気をつけてくださいよ」

　もういいから、悪霊が戻って来る前に部屋に戻ろうと、サフィーネの肩に腕を回して促うながした。しつこく聞かれなかったことにサフィーネはほっとした。──ラシードとしては、夜中に二人きりで素顔に戻った王女の顔を見つめていると、なんだか奇妙な気分になってくるから早く戻りたかったのだが、サフィーネはそこまでは思い至らなかった。

　階段を上がる間も、ラシードは無言で早足だった。

　寝室の前に着いた時、唐突にラシードは後ろに腕を伸ばし、サフィーネを背中の後ろに隠した。その直後、隣の部屋の扉が前触れもなく開いた。

　ぼさぼさの頭に、また少し伸びた髭ひげ面づらに半はん裸らのジャアファルが立っていた。乱れた服装のラシードと、その背中の後ろに隠れたサフィーネを見つけると、眠そうな目をもたげて怒った。

「やっぱお前らかーっ！　ラシード、夜中に二人で抜け出すなとは言わんがな、やるなら静かにやれー！　今は真夜中だぞ！　外から、キュウキュウわんわんうるさいんだって！　あんな声が聞こえてきたら眠れないだろうが!!」

「……す、すみません──」

　ラシードはとんでもない誤解に体を硬直させつつ、小さな声で謝あやまった。サフィーネも、とっさに顔を隠したまま「ごめんなさい……」と呟いた。キュウキュウは悪霊だが、わんわんはきっとサフィーネの心を込めた歌に違いなかったから。

「僕が調子に乗って二回もやっちゃったのがいけなかったんだね。……ごめん、隊長。あんなに喜ばれると思ってなくてさ、つい……。一回でやめとけばよかった」

　心底反省した口調で頭を下げるサフィーネに、隊長は目を見開き、呆ぼう然ぜんとしているラシードの顔と見比べた。なおも謝ろうと喋しやべりかけたサフィーネに、慌あわてたように言った。

「わ、分かった。もういい、お前が実はすごい奴だってことはよく分かったから、それ以上言うな！　こう見えてもオレはその手の話にはケッペキなんだ。じゃ、じゃあゆっくり寝ろよ！」

　早口で言うと、自分の部屋に寝に戻っていった。サフィーネは「実はすごい奴」とか「ケッペキ」だとかの意味が分からず、不思議そうにそれを見送った。

　部屋の前で硬直したままだったラシードは、こわばった声でサフィーネに聞いた。

「……一回にしとけばよかったって、あなたは一体なんの話を……？」

「だから歌だよ。僕が外で二回も歌ったのがうるさかったんでしょ？　あんなに悪霊たちが喜ぶなんて思ってなくてさ、面白くってつい二回も」

「……ああ、悪霊……。そうだったんですね。いっそあなたが一度も歌わないでいてくれれば……」

　悲しそうに言ったきり、ラシードはまた絶句した。何か相当ショックなことがあったようだが。

「ねえラシード？　どうしたの？　早く戻って寝ようよー」

　石になったように扉の前で凍りついてうな垂だれているラシードの腕を引っ張る。それでも動こうとしないので、背伸びして顔を覗き込んだ。サフィーネの顔を間近に見るなり、ラシードはぱっと顔を背そむけた。暗かったが、確かにその目元は赤かった。彼はいきなり扉を開けると、中にサフィーネを突き飛ばすようにして押し込んだ。

「これ以上余計なこと言わずに、黙って一人で寝なさい！　その顔でこっちを見るんじゃない！」

　毛布を頭からかぶせられ、サフィーネはむかっとしつつ隣のベッドのラシードを睨にらんだ。

　彼はベッドの端はしに座り込み、頭を抱えてうわごとのように呟いていた。

「隊長……それは誤解です……。二回どころか一回も……俺は何もしてません……。喜んだのは、俺じゃなくて悪霊なんです──……」

　その後、サフィーネはすぐに眠ってしまったが、ラシードはしばらくその後も、悶もん々もんと何か呟いていたようだった。
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　翌朝、夜明けの角つの笛ぶえが鳴ると、サフィーネはラシードに揺すり起こされた。

「サフィ、いつまで寝てるんだ？　早く起きろ」

　ぼーっとしているサフィーネに、既すでに身み支じ度たくを整えたラシードは、ドクダミの汁の入った瓶びんや化粧品を次々押しつけてくる。その態度は、いつもより大だい分ぶんつっけんどんだった。

「皆が起き出す前に、とっとと顔をつくれ！」

　面倒だなと思いつつ、サフィーネは顔に色を塗った。それが終わると、ラシードは早口で今日の予定を話し始めた。不気味顔のサフィーネから、見事に視線を外したまま。

「夜明けから一時間したら、俺たち傭兵は軽く早朝訓練して朝食、その後出発するそうだ。準備ができたら、外に行くぞ」

「どうして？　僕は早朝訓練には参加しなくていいんでしょ？」

「その分、牛ぎゆう馬ばの世話があるだろう。一人でできるのか？」

　ラシードに聞き返され、サフィーネは固まった。

　──早朝から、朝食も食べずに牛やら馬のお世話……。

「朝の仕事はそんなに多くない。馬ば房ぼうのほうきで馬ば糞ふんの掃そう除じをして、飼かい葉ばと水をやる。これはもうできるだろう？　あとは、昨日隊長が言っていた鞍くらや鐙あぶみの装着の練習だ」

　呆然としているサフィーネに、ラシードは布のかたまりをかぶせた。

「まずはもう一枚上着を着ろ。朝は冷える、お前は体が弱いんだから。──気き合あい入れて覚えるんだぞ。腹はら帯おびの締しめが緩ゆるいと、落馬事故に繫つながる。隊長はヘマをしたら歯を折るって言ってたけど、それくらいされて当然だから。──もっとも、落馬しても隊長が生きてるかどうかは謎だけど」

「ひいいぃ。そんな命がけの仕事、僕できないぃ」

「大丈夫、すぐ覚えるさ。最初は隊長も注意して、危ないと思ったら速度を落とすだろうし」

　ラシードは、嫌がるサフィーネを引きずるようにして厩きゆう舎しやに連れて行き、一通りの作業を叩き込んだ。早朝訓練に行く時間になると、忘れないうちに復習しておくんだぞと厳しい顔で言い置いて。







　出発の時間、サフィーネがずっと不安に思っていたのは、こののんびりとした歩みの牛が、皆について走ってくれるか、ということだった。

　町から町への移動には、隊長についてこの牛を走らせなくてはならない。初代牛使いのアスガールは、動物と話でもできるのかと思うほど絶妙に黒牛を操あやつり走らせていたけれど、サフィーネにはあんなに上う手まく牛を操ることは到底できない。験げんを担かついで黒牛に「アスガール」と名づけてみたが、その効果はいまだ未知数だ。

　傭兵の中には、馬もロバも持っていない若者もたくさんいたが、そう言う男たちは平然と「俺は走るぜ！」という顔をしている。サフィーネは足に自信もないし、一人だけ置いていかれたらどうしよう、と心底心配していた。

　ありがたいことに、隊長ジャアファルの真っ赤なマントを見ると、角つの牛うしは朝から急に気合が入り、前足で地面を搔き始めた。そして彼が先頭を走るや否いなや、猛烈な勢いで走り始めた。

「おっ、やるのかー!?」

　あと少しでジャアファルの栗くり毛げ馬に追いつこうとした時、髭の隊長はにやりと笑って振り返った。馬にピシリとムチを当て、一気に速度を上げた。

　馬と牛の戦いが始まった。

　体力負けしたのは、サフィーネの牛だった。日頃、ゴロゴロしているからだ。徐じよ々じよにスピードが落ちていき、やがて疲れたのか、木の根元の涼しい木こ陰かげにぺったり座り込んでしまった。

「立ってよー」

　サフィーネは鼻輪を引っ張ったり、角を揺さぶったりしてみたけど、もう無理だった。牛のアスガールには走る気力はゼロだった。

「ずいぶん後ろを引き離しちまったなぁ。走って来る奴らもいるから、ちょっとここで待つか」

　髭の隊長は面白そうに言い、後ろの隊士たちを振り返った。街道の遙か向こうに、残りの傭兵たちは点々と見えている。ラシードも、隊長と一緒なら放っておいても安全だと判断したのか、目立って追って来ることはしなかった。

「おいサフィ、お前、今朝ズルしただろ。──オレの馬。ラシードに準備させたな？」

「うっ！」

　そのとおりだった。エサをやって水をやって臭い糞ふんを片づけたのはサフィーネだが、馬の腹帯を締めたのは、ラシードだった。サフィーネが恐る恐る締めた帯を見てラシードはため息をつき、「王女様の前歯のために」と呟きながら力を込めて締め直していた。お腹にそんなにきつく帯を巻いたら馬が苦しいんじゃないかとサフィーネはハラハラしながら見守っていた。

「だ、だって、僕の準備じゃ、隊長落馬するよ？　首の骨折って即死だよ？」

「ふん！　このジャアファル・ファキール様がそう簡単に落馬するか。ガキの頃は馬泥棒もやったんだぜ。そう簡単に落馬なんかしねえよ」

　堂々とジャアファルの言った言葉に、サフィーネはパチパチと目を瞬しばたたいた。今、彼の口からとても懐かしい言葉を聞いたような気がする。

「あん？　どうした、坊主」

「ねえ、隊長って、ファキールって苗みよう字じなの？　それって……もしかして、ラシードと親しん戚せき？」

　サフィーネの記憶違いでなければ、ラシードの苗字もファキールだったはずだ。隊長は髭だらけの顔の中、茶ちや褐かつ色しよくの瞳を大きく見開いた。

「──おいちょっと待て、まさか、ラシードもファキールだって言うんじゃないだろうな!?　あいつ、苗字はないって──お前と同じ農民出身だから、ただのラシードだって言ってたけど……」

　そこでサフィーネは、自分の失しつ態たいに気づいて慌あわてて口を覆おおった。その仕し種ぐさがまた、いかにも「何か隠してます」という様子だったので、鷹たかのように目を光らせたジャアファルの餌え食じきになった。

「なーにを隠してるのかな、この坊主は？　おら吐はけや！　お前ら本名はなんてーんだ！」

　ジャアファルに髪を引っ張られて脅おどされたので、しぶしぶサフィーネは話した。

「えっと、ラシードはファキールって苗字で、僕は……本当に苗字はないよ。拾われっ子の孤児だもん」

「そうか……。あいつもファキールだったのか……。道理でなあ」

「道理でって、何？」

「見りゃ分かるだろ。あいつ頭も切れるし、腕も並なみ外はずれてる。皆になんて呼ばれてるか知ってるか？　『副長』だぞ。今だって後こう続ぞくの奴らを面倒見よく引いん率そつしてる。あいつが乗ってる馬も目のある奴が見れば、特等馬なのはすぐ分かるしな。他の傭兵どもとは一線を画かくしてるだろうが」

「えっ……そうなの？」

「お前の目は節ふし穴あなか？　どこかの貴族の近この衛えが、何かドジ踏んで落ちぶれたのかと思ったが、ファキールなら納得だな。親父おやじから徹底的に教育を受けたんだなぁ……」

　知っていて当たり前という顔で隊長は呟つぶやいたが、サフィーネにはさっぱり意味が分からない。

「ねえ隊長、ファキールって何？　何か特別な名前なの？」

　不思議そうな顔をすると、ハッ！　と豪快に笑われた。力任せに叩かれた背中が痛い。

「お前は、ほんっっとなんも知らねーし、できねーとろいガキだなぁ」

　むっとしたけれど、睨みつけて話の先を促うながした。

「ファキールってのは、半貴族のことだ。オレもあいつも、その身に半分だけ貴族の血を引いてる」

「えっ……貴族!?　隊長がっ!?　ラシードも!?」

「おお、気品に満みち溢あふれてるだろうが。貴族やお偉えらいさんが、身分のない女に手ぇ出して子供を産ませるだろ、その女が貴族様に捨てられたら、子供はそのまま母はは方かたの姓せいになる。苗字なしなら、そのまま苗字なし。けど貴族である父方に認知され、本ほん家けの養子になることはなくても、教育やら援助を受けて後こう見けんされて育つと、ファキールを名乗るんだ」

　サフィーネは大きく目を見開いた。

　ラシードの父親が──貴族？　その後見を受けて育った？

「オレの場合、母親が金だけもらったはいいけど、放ほう蕩とう三ざん昧まいに使っちまってよー。オレの教育にはほとんど使っちゃあくれなかったんだ。だから、オレみたいにいまいち学の足たらねえ、軍部の下したっ端ぱやってるファキールもいるし、あいつみたいに、本家の跡あと取とりかと思うくらいに完璧な教育を施ほどこされたファキールもいる」

「えっ……。……うそ？」

「……おい。お前、本気で知らなかったのか？　牛飼いの息子じゃそんなことまでは分かんねーだろうーけどなぁ。そこはかとない気品というか、庶民とは違う空気を放ってるだろうが！」

「……」

　サフィーネは黙り込んだ。

　そんなの、全然気づかなかった。ラシードはそんなこと、一言も教えてくれなかった。

　置いていかれたような気持ちになって、サフィーネは唇を嚙んだ。

「お前ら、いつから知り合いなんだ？　ラシードは、カラタス王都から来たって言ってたけど……」

「──だから、何？」

　つっけんどんに、サフィーネは隊長を睨んだ。

「ラシードが王都出身のファキールなら、父親は誰なのかって思ってさ」

「そんなの僕が知るもんか！」

　フン！　とサフィーネは膨ふくれて横を向く。ジャアファルはサフィーネが本気で怒っているらしいのに気づいて、宥なだめ始めた。

「その……なんだ。愛し合ってる弟分にまで秘密にするってことは、きっとあいつ、相当位くらいの高い貴族の落らく胤いんなんだろうな。……それが祖国を捨ててバビロニアの傭兵部隊に身を売るとは、何か込み入った事情でもあるんだろうなぁ」

「…………」

　俯うつむいて唇を嚙みしめるサフィーネの肩を、ジャアファルの大きな手が叩いた。

「そう落ち込むなって！　他人の心の中なんて、人には見えねぇもんだからよっ。俺もファキール姓のことは聞かなかったことにするから、お前も黙っといてやれや」

　自みずからもファキールという名を持つせいか、ジャアファルはラシードに共感しているようだった。苗字を隠していたことを怒るわけでもなく、むしろ怒っているサフィーネを宥めている。

　サフィーネは、だんだんと近づいてくる街道の馬ば影えいを睨んだ。

　他の仲間たちを率いて、徒歩の者も含めた全員がついて来ていることを確認しながら、副官然とした顔でこちらへやってくるラシード。

　彼は半分貴族で……そして、それに値あたいする知識も、礼儀や品格もちゃんと教育を受けている。

　そんな風に半分だけ認知したラシードのお父さんって、一体誰だろう？　カラタス城にいる貴族であることは、多分間違いない。だったら、サフィーネも会ったことのある誰かのはずだ。

　誰？

　国王に仕える、諸しよ侯こうや大臣の顔が浮かぶが、ラシードみたいに綺麗な緑色の瞳の人はいない。黒髪は多すぎるし、頭が禿はげている人も多い。さっぱり誰か思いつかない。

　──不意に、貴族や令嬢たちの夜や宴えんが開かれるカラタス城の下、左翼の壁の外側で、剣を手にぽつんと守備隊の夜警の任務をこなすラシードの姿が浮かんだ。

　ラシードは、今までどんな気持ちでカラタス城の兵士をやってきたのだろう。

　何を思って、自分が一歩も立ち入ることのできないお城を見上げてきたのだろう？　そこに父親や、本当の息子や娘は自由に出入りできると知って、苦しくなかったのだろうか？

　まるで犬だ、と思った。家族がいる家に、彼だけが入れない。犬のように外に繫がれて、「何かあったら吼ほえろ、不審者がいたら嚙みつけ」としつけられた忠実な番犬。

　家族の中には、入れない。

「──ラシード……ばか」

　どうしてそんな大事なことを、少しも教えてくれなかったのだろうと思うと、──そして、明かされていた「ファキール」という名前から気づけなかったのだろうと思うと、サフィーネは悔しくて泣きたくなった。







　その日は、夜まで国境のアイマン渓けい谷こくに向かって移動し、夕刻に傭兵部隊は訓練をして、サフィーネは牛馬の世話をした。なんだか気分が重くて仕事がちっともはかどらなかった。

　あまりにサフィーネがもたもたしているので、訓練を終えたラシードが見かねて手伝おうとした。低級宿の馬小屋には、自分の馬やロバにエサをやっている傭兵たちがパラパラといたので、ラシードは敬語を使わなかった。

「いい！　自分でやるぅ！」

　馬ま草ぐさを抱えたラシードから、サフィーネは干ほし草を奪い取った。いつもどおり、貴族風に整った顔を見ると、無む性しようにイライラした。

「でもサフィ、そんなスピードじゃ、夕食にありつけないぞ」

「いいの！　ラシードなんかの助けは借りないっ」

「何を意地になってるんだ？」

「とにかく、あっち行っててよ！」

　半分貴族に生まれた人に、物もの乞ごいの娘が馬糞掃除を手伝わせていいのだろうか？　よくない。

　絶対によくない！

　なんでもできるラシード。世の中のこともよく知っていて、おまけに貴族の血まで引いている。

　王女として育てられたのに、何もできない、気づけない馬鹿な自分とはなんて違うんだろう。その違いを考えると、無む性しように悔くやしくなった。

「きいい、悔しい～っ！　ラシードなんか嫌いぃっ!!」

　正体不明の葛かつ藤とうと怒りを干し草にぶつけて、馬たちの前に山と積んだ。

「え。──急に、どうして？」

　突然「嫌い」と言われて、ラシードは呆然としていた。サフィーネは、フン！　と鼻息荒く無視して、ほうきを右手、糞取りを左手に、すでに大量の馬糞山を作っているジャアファルの馬の後ろに近づいた。

「あ──駄目だ！　馬の後ろで作業するな！」

　屈かがみ込もうとしたら、ラシードの腕が伸びてきて、体ごと後ろに引っ張られた。

「馬がうっかり蹴ったら、あなた──お前、骨がバラバラだぞ。懐なついた馬でも、絶対後ろで作業はしない！　気のいい馬でも、お前みたいなうっかりしたのにほうきで腹でもつつかれてみろ、即座に蹴けってくる。気が立った雄おす馬うまなら、何もしなくても蹴り飛ばされるぞ！」

　──そうだった。馬が後ろ足で軽く蹴っただけでも、サフィーネくらいの体重なら、軽く壁まで叩きつけられる。馬の体重はサフィーネの十倍はある。人を乗せてあんなに軽々と草原や山を駆け抜ける生き物なのだから、細く見える足にもとてつもない脚きやく力りよくがあるという。

　ラシードは口を酸すっぱくして言っていた。

〝剣を持っている時は、それが刃物だって忘れず、何をするにも柄つかを押さえること。馬の側にいる時は、それがものすごい力を持った魔物だって意識して、絶対に背後や後ろ足の周辺でウロウロしないこと。基本だから、絶対に忘れないでください。命にかかわりますよ〟

　つまりサフィーネは、その基本の「き」の字も守れない間抜けだということだ。

　案あんの定じよう、ラシードの顔はひどく怒っていた。

「──もういい。馬の世話は俺がするから、晩ごはん食べてこい。お前の好きな魚定食、」

「自分でやるったらやるっ！」

　ラシードが奪い取ろうとしたほうきを頑かたくなに握り締め、サフィーネはラシードの顔を睨みつけた。彼は大分あきれた顔をしていた。

「何を意地になってるんだ？　サフィ？　何かあったのか？」

「ラシードの助けなんか借りないんだから！　あっち行ってよ！」

　言うと、その背中を押して、厩うまやの外までぐいぐいと押し出した。

「ラシードなんか嫌いいいっ！」

　彼を厩の外に押し出すと、ばんっ！　と勢いよく扉を閉めた。

「疾風はやて……！」

　荒すさんだ気持ちを癒いやそうと、愛馬の首に抱きつく。馬用のブラシを持ってきて、体を丁てい寧ねいにすいてやる。豚毛のブラシは剛ごう毛もうで、サフィーネが手で触るとちくちくして痛いと思ったが、疾風は気持ちがいいらしい。「あっちを搔け」「こっちを搔け」と横よこ腹はらや首を押しつけてくる。

　しばらく疾風を撫でていると、大分心が落ち着いてきた。

　ラシードとは喧けん嘩かしたけれど、この数日で、馬とは日ごとに仲良くなれるように思えた。

　疾風はサフィーネに甘えるように鼻をすり寄せてくる。

　これまで、主人として乗っていた時も疾風とは仲良しのつもりだったけれど、彼女がこんな風に顔をすり寄せて甘えてきたことはなかった。

　毎日エサをやって、水をあげて世話をしていることで、何か特別な信頼関係が築けているような気がした。

「──そうだよね。子猫だって、たまに撫ぜてくれるだけのご主人様より、毎日エサやお水をくれる人に懐なつくものだし」

　きっと疾風は今まで、主人のサフィーネよりも、毎日世話をしてくれる馬ば丁ていの方が好きだったに違いない。

「……疾風、私がお給料もらったら、お前に角砂糖買ってあげる。……えーと、五シュケルで買えるのかな？　足りなかったら貯金して買おう。アスガールの牛にも、買ってあげなきゃ」

　シュケル銀貨ってどんなものだろう？　ラシードが旅の支払いに使っているのは見たことがあるけれど、持ってみたいと思ったことなんてなかった。でも今は、とてもそれが魅力的に思えた。

　自分が働いて、得たお金。

　馬は、ぴくぴくと耳を動かしていて、まるでサフィーネの話をちゃんと聞いているみたいだった。







「隊長、ちょっと話があるんですが、聞いてもらえますか」

　ラシードは、夕食よりも先に赤髭隊長との直じか談だん判ぱんを選んだ。

「おー、なんだラシード！　殴なぐり込みにでも行くような面つらしやがって」

「あなた俺の弟分に、何か余計なことを言いましたね？」

　お姫様がこれまでになく意地を張って徹底的にラシードの手を拒こばむのは、きっとこの隊長にねちねちと「役立たず」とか「ラシードにばっかり頼るな」とか言われたからに違いない。

　こげ茶色のジャアファルの目を睨みつけると、ジャアファルは顔をしかめた。

「うーむ。言うには言ったが、余計なことは言っとらんぞ」

「何を言ったんですか。あの子は体も弱いし、過か酷こくな労働に慣れていないんです。旅疲れだけでも熱出すんじゃないかと心配してるくらいなのに」

「過保護だな。そんなに大事なら、傭兵部隊なんかに連れて来るんじゃねえよ。お前がどうしても知りたいって言うんなら教えるが、オレの名前が、ジャアファル・ファキールだと教えただけだ。お前も、ファキールなんだってな」

　ラシードは目を見開いた。その先の展開は、容よう易いに想像がついた。

　ファキールという名前に耳覚えがあると、王女様は気づいたはずだ。そして……。

　その先を考えると、胸に刃やいばを差し込まれたかのような冷たさが広がった。

「あの子に言ったんですね。……ファキールの名の意味を」

「ああ。半貴族だと、教えてやった」

「──余計なことを！」

　ラシードは麦酒ビールの載ったテーブルを叩いた。

　ファキールは、庶民からは憧れの目で見られることが多い。半分は貴族で、教養も高いから。それでいて貴族のように偉ぶったりしない。仲良くしておけば、自分もいつか貴族暮らしのお裾すそ分わけにありつけるのではないか、と下心を肥こえさせる者もあるようだ。

　だが、純粋な血統の貴族からは、ファキールは鼻つまみ者だ。ひどい者では「下げ賤せんの血の混まじった半はん端ぱ者もの」と見下し──時には、憎しみの対象ですらある。

「どうりで、あの人が俺を大嫌いって言うわけだ」

　高貴な貴族様というのは、自分たちが特別な血を持つ生き物だと思いたいらしい。だから、その特別な血を半分でも引く下賤の民がいると思うと許せないのだろう。

　あるいは、その高貴な人の寵ちよう愛あいを獲得した庶民の女が許せないのだろう。

　──かつて、父の正妻たる高貴な女性が、ラシードの母を殺したいほど憎んでいたように。

　あの無む垢くだった王女様の目にも、ラシードは穢けがれた私し生せい児じに映ったのだろうか？

　……そして、それが理由で軽けい蔑べつされた場合、ラシードに言い訳する言葉は浮かばなかった。

　持って生まれた血を変えることなどできない。

　血を穢れたものとして憎むなら、どんな言い訳も説得もできない。しようもない。

　彼女の怒りを解とくことは、永遠に不可能だ。

　──これらがひどく後ろ向きな思想だとは気づかないまま、ラシードは同じファキールの名を持つ隊長の前から踵きびすを返した。

「お、おい？　どこに行くんだ？」

「──寝ます」
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　ラシードとなんとなく気まずい日々を繰り返しながら、旅たび路じは少しずつバビロニアとの国境に近づいていき、同時にサフィーネは馬の世話を覚えていった。

　以前ほど、ラシードはサフィーネに構わなくなった。時々、物言いたげな視線は感じるが、「危ないからやめろ」だとか、「失礼な発言をするな」とか、兄あに貴き面づらして細こま々ごまと手出ししてくることはなくなった。臭さに耐えかねてサフィーネが服を洗ってしまっても、それに気づいただろうに何も言わなかった。……多分ラシードも、臭さに耐えかねていたのだろう。

　訪れた町で二日ずつ傭兵を募つのりながら先に進んでいたため、隊の進行はそんなに早くはなかった。十二人だった傭兵は、気がつけば三十人になっていた。

　──そしてとうとう、サフィーネが待ち焦こがれていた日がやって来た。

　男装して臭い衣服を身につけ、牛馬の世話をすること七日目。

　給料日だ。

　その日も朝から仕事をしつつ、サフィーネは「給料はいつ貰えるんだろう。お昼かな？　夜かな？　明日は買い物に行く時間を貰えるかな？」と楽しみにしていた。

　が、契けい約やくを交わした午後の時間になっても、日の入りになっても、夕食の時間になっても、約束の週給は支払われない。

　サフィーネは給金の支払いがどういうものか分からず、なんとなく気まずいラシードに聞くのも嫌だったのだけれど、五シュケルは抗あらがい難がたい魅力を放はなっていた。疾風も牛・アスガールも、角砂糖を楽しみにしているに違いない。それから、昨日街でさくらんぼの籠かごを売っているのを見た。いつの間にかそんな季節なのだ。あれは自分が食べたい。

　頭がシュケル銀貨で一杯になっていたサフィーネは、もくもくと夕食をとっているラシードの顔を見て、ふと思った。

　もしかしたらラシードは、サフィーネとちょっと気まずいのをいいことに、隊長からすでに貰った二百五シュケルを──サフィーネの分の五シュケルを──自分のものにしてしまう気なんじゃないだろうか？　と。

　予定では、あと五日で国境を越えるそうだ。バビロニアに入れば即刻この傭兵部隊とはおさらばすることになり、サフィーネには二度目の給料日は来ない。

　──絶対に、ラシードから五シュケル貰わなくては、とサフィーネは心に刻きざんだ。

　夕食後、人ひと気けがなくなった頃を見み計はからい、サフィーネは決意を秘めた眼差しで、ラシードを廊下の陰に呼んだ。

「なんです」

　こうして面と向かって話すのも久しぶりな気がする。ラシードは不機嫌そうだ。鋭するどい緑色の目で睨まれると、ちょっと話しにくくなる。間近で話すのも久しぶりなのに、相手は超不機嫌。しかも内容は、お金の相談ときた。

「とっても大事な話があるのよ。あの……傭兵になって、今日で七日でしょ。えっとね……」

「何？」

「だからね、ほら、そろそろ……じゃない？」

「そろそろ？」

「そうよ！　そろそろ……あれな頃じゃない!?」

　勢い込んで言うと、やっと、ラシードは理解した、という顔をした。冷たく言い放った。

「──ああ。分かりました。お城に帰りたくなったんですね。いいですよ。帰りましょう。俺ももううんざりだし」

「違うっ！　あの、私のお給料よ──っ！」

　叫んでから、声が大きかったと息を潜ひそめる。

「週給？　──あなた、五シュケルが欲しいんですか？」

　サフィーネは、思いを込めて何度も頷いた。

「……」

　ラシードは驚いた顔をしている。

　ふと、「もしかしたら、ラシードも給料未払いなのだろうか？」とサフィーネの脳のう裏りに閃ひらめいた。

　ラシードは困ったように眉を寄せて黙り込んでいる。サフィーネは、隊長の髭だらけのならず者風の外見を思い浮かべ、給料の危機を感じて慌てて聞いた。

「ねえ、もしかしてあのジャアファル、私たちの給料を踏み倒して、ただ働きさせる気なんじゃ!?」

「あー、王女様……」

　ぼそぼそと、よほど耳がよくないと聞こえないような小さな声でラシードは言う。大切なお金の話を聞き漏もらすまいと、サフィーネは意識を集中し、体を乗り出した。

「期待してるところ大変申し上げにくいんですが、これも社会勉強と思って、お話しします」

「何？」

「傭兵稼か業ぎようの週給というのは、通常、旅りよ程ていは含まれません。その間の衣食住の面倒は雇い主が見ることに決まっていますから、タダ飯めしは食べられます。でも要するに──今は無給なんです」

「むきゅう!?」

「週給は、貰えません」

「お給料が貰えないいいぃぃぃ!?」

　サフィーネは目を剝むいた。なんて恐ろしい言葉だろう！　自分は毎日毎日、辛つらい水仕事にも耐え、臭い衣服にも耐え、それもひたすら可愛い疾風に美お味いしい角砂糖を買ってあげることだけが夢だったのに。自分で働いたお金で、甘い砂糖を買ってあげて、いつも乗せてくれてありがとうって言おうと思ったのに！　だからこそ頑張ってこられたのに！

「信じられない！　横おう暴ぼう！　略りやく奪だつ！　搾さく取しゆだわ！　許せない～～～～！」

　女の声で叫びかけたサフィーネの口を、慌てた様子でラシードが塞ふさいだ。

「駄目ですよ、そんなこと叫んだら！」

「いやああ！　あんな物やこんな物を、いっぱい買い込もうと思ったのにぃぃぃ！」

「欲しい物があったんですか？　それなら明日、俺が買ってきますから──」

「いーやーだぁあ！　自分で買ううぅ！」

　手足をばたばたさせるサフィーネを見て、ラシードはまた表情を硬くした。口元を引き結び、冷や水を浴びせるような声で言った。

「俺が買ってくるものがお嫌なら、五シュケルあげますから、自分で好きなものを買ってきたらいいでしょう」

「いらない！　ラシードの五シュケルなんていらない！　──そうよ、あなたの言うとおりだったわ！　傭兵なんて、盗賊の手前よ！　私は断だん固こ戦う──ジャアファルから、五シュケル分ぶん捕どってやるぅ！」

　口元を押さえるラシードの腕を振り払う。即座に、鉄のようにがっしりと手首をつかまれた。

「何言ってるんです!?　ちょっと落ち着いてください、たかが五シュケルごときで野生の猿みたいに暴れないで！」

「たーかーが五シュケルー？　今、『たかが』って言った!?」

　髪を振り乱してサフィーネはラシードを睨んだ。目の下に大きな隈くまを作り、髪を振り乱してギラリと瞳を光らせた形ぎよう相そうのすさまじさに、ラシードは摑んだ手を放して、一歩引いた。サフィーネは詰め寄った。

「私が、私がどんな思いで一週間耐えたと思ってんの!?　貴重な五シュケルのためよ！　私の人生の希望のすべてだったわ……許せない、それを奪う奴は絶対許さーなーいぃい……っ！」

　踵きびすを返し、サフィーネは階段を駆け下りた。

「待って、サフィ！」

　ラシードが叫んだが、その腕もすり抜けて、隊員と酒を飲んでいるジャアファルの赤髭を探した。賭かけトランプに興きようじている隊長を見つけると、猛牛のようにまっすぐに駆けつけた。

「ジャアファル、僕に五シュケル払え！」

「──は？」

「僕は傭兵じゃないぞ！　傭兵じゃないから、ちゃんと給料を払えぇ、僕は毎日、お前の馬の糞くそ掃そう除じをして、手当てもして、泥まみれの足を洗いぃぃ、」

　呂ろ律れつが回っていないままさらに言い募ろうとしたが、後ろから追いついたラシードに威い勢せいよく口を塞ふさがれた。

「もがっ！」

「すみません、こいつちょっと錯さく乱らんしてるみたいで！　今から言い聞かせますから」

　言い聞かせられてたまるものか！　ガブリと、サフィーネはラシードの手を嚙んだ。

「痛っ!!」

「五シューケールー！　はーらーええええ！　払わんと、お前を祟たたって呪って憑とり殺ころして肉を食い千ち切ぎってくれるぅ！」

　ジャアファルは、目を血走らせたサフィーネの顔──歯と唇にラシードの鮮せん血けつをつけた異様な形ぎよう相そうを見、さしもの剛ごう毅きな顔を硬直させた。

「お、おお……そうだな。お前は傭兵じゃなかったな……」

　賭け事に使っていた銀貨のうち、小さいのを五枚選ぶと、ジャアファルはサフィーネに握らせた。もしこれがそれなりの場数を踏んだ傭兵隊長でなければ、サフィーネの形相に怯おびえて逃げ出していたはずだが、さすがに彼は肝きもが据すわっていた。サフィーネをねぎらうことまでして見せた。

「お前の取り分だ。よく働いたな」

　硬貨のぶつかる涼やかな音が耳に届く。サフィーネは、ぐっと力を込めて、小さな硬貨を握り締めた。

「やった！　とうとう手に入れた……！　僕の五シュケルぅぅうっ！」

　感動のあまり泣きそうだった。後ろから、ラシードが頭を下げさせた。

「泣くより先に、隊長にお礼言って」

「ありがとうございますうぅ」

「お、おお。菓子でも買って食えよ」

　隊長と、賭けに興きようじていた隊員が怯えた視線で見送っているのも構わず、サフィーネは小こ躍おどりせんばかりの足取りで二階へ向かった。

　後ろの方から「あれ？　でも傭兵じゃねえなら衣食住の面倒は見なくていいはずだし、別に払う義務はなかったんじゃ？」とジャアファルが呟く声が聞こえた。

「まあいいか。一ゲーム賭けに負けたと思えば……。よっしゃ、今夜はお前らから巻き上げてやるぜっ」

　意い気き揚よう々ようと隊長は言い、サフィーネは満面の笑みで階段を駆け上がった。







「──やったぁ、お金だぁ！　僕の稼かせいだお金だああッ！」

　古びたシュケル硬貨を手に、王女様は喜き色しよく満まん面めんだった。想像以上の喜びように、ラシードはあきれたように言った。

「そんなにお金が欲しかったんなら、言えばよかったのに。──女の子だから、欲しいものもいろいろあったでしょうし」

　気づいてやれなかった自分を反省しながら、ラシードはその後について部屋に入る。

「違う、自分で働いたお金が欲しかったの！　ラシードのくれるお金じゃなくて！」

　真剣な王女の言葉に、ラシードはふと、今まで自分が勘違いしていたような気がした。聞くのは少し怖い気もしたが、ずっと心にかかっていて、でも口には出せなかったことを聞いた。

「俺が私生児だから、その穢れたお金が嫌だったわけではなくて？」

「穢れたお金!?　お金様に向かって失礼なことを言うなっ。この世の中に、穢れたお金なんてないんだぞっ」

　王女は、目を見開いて怒った。

　──この世の中に、穢れた血なんてないんだぞ！　そう叱しつ責せきされたように思った。

「この使い込んだシュケル銀貨だってなぁ、古くて傷だらけでも、新しいぴかぴかのと同じだけの価値があるんだぞっ。一シュケルでも馬鹿にしたら祟たたられるんだぞ！」

　手に入れた五枚の低額硬貨を、王女様は宝石のように握り締めている。

　ちっぽけなシュケル銀貨と、自分が重なって見えた。

　ボロボロの一シュケルでも、ぴかぴかのと価値は同じ。

　庶民だろうと私生児だろうと貴族だろうと、一人の人間の価値は同じだというように。

　安易に自分を穢れたものとして卑ひ下げしていたラシードを、「もっと大事にしろ、簡単に馬鹿にするな！」と叫んで怒っているように見えた。

　物ぶつ欲よくの激しい王女様が叫んでいるのは間違いなくお金のことで、彼女が擁よう護ごしているのも、ちっぽけなシュケル硬貨のことなのだけれど。ラシードには自分のことのように思えた。

「──すみません。俺、あなたのことちょっと誤解してたみたいです。もう二度と、一シュケルを馬鹿にしたりしませんから、許してください」

「うん、分かればいいんだよ。──あれ？　ラシード、右手怪け我がしてるじゃないか！　うわぁ、すごい血！　訓練で誰かにやられたの!?」

　王女様は、驚いた顔でラシードの手を取った。

　それは、王女様の怒りの糸切り歯が食い千切ってできた傷だった。

　ラシードは驚いて、心配そうな顔をしている可か憐れんな紫の瞳の少女をまじまじと見つめた。

「覚えてないんですか？」

「何を？　それより早く消毒しないと！」

　王女様は、真顔で荷物の中から消毒液を探し始める。

　──五シュケルの獲得にあまりにも必死になっていた王女様は、邪魔な彼の指を、嚙み千切ろうとしたことをまったく覚えていないらしい。

　恐ろしいことだ。

　王女を手伝って消毒液を探しながら、ラシードは心の片隅に書き留めた。「このお姫様は、お金のことになると前後の見み境さかいがなくなるみたいだから、気をつけよう」と。







　五シュケルでサフィーネが買ったのは、角砂糖に、カラフルな色の飴あめ、さくらんぼが一山と、馬用のブラシだった。

　馬用のブラシは、いつも宿屋にあるものを借りていたけれど、宿によっては、使い込んで毛がだいぶ抜けていたり、男性用で大きすぎて両手じゃないと持てなかったり、へたくそな職人が作ったのか横から釘くぎが出ていて危なかったりしたからだ。

　サフィーネは、いつでも疾風をブラッシングしてあげられるよう、持ち歩ける自分用ブラシが欲しかった。

　下町へ出かけたのはラシードと一緒だったけれど、買い物をするたびに後ろを向かせていたので、サフィーネが何を買ったのか彼にはまだ教えてあげていない。ようやく夜になって、サフィーネはラシードに戦利品を見せびらかした。全部合わせて四シュケルと半分。残りの半シュケルは、初お給料の記念に貯金することにした。

　戦利品の山を見て、ラシードは驚いた顔をした。

「サフィ、あなた、こんなのが欲しかったんですか？」

「こんなのって何!?　最高じゃない！　他に何買えって言うのよ！」

「いや……、馬のブラシ買う前に、自分の櫛くし買えっていうか」

「あら、そうね」

　言われてみればその通りだ。手て櫛ぐしの生活にすっかり慣れてしまったから、気がつかなかった。

　ラシードは苦笑した。

「まぁ、お城に帰れば、宝石のついた櫛やらリボンやらティアラが待っているんだから、安物を買ってもしょうがないんでしょうね」

「──そうね」

　サフィーネは笑顔を曇くもらせて、呟いた。

　ラシードは当然の顔でそんなことを言ったけれど、自分がお城に戻ることは、もうない。

　宝石のついたティアラなんて、二度と──頭に飾るどころか、触れることさえできないだろう。

　残り半シュケルで、自分の櫛も買えばよかった……。

　泣きそうな思いを胸の底にこらえながら、サフィーネは思った。

　もうティアラや豪華な化粧台なんか思い出さないように。忘れて新しい自分に馴な染じむように、質素で安い櫛も、買えばよかった。

　それで髪をとかしながら、毎日言い聞かせるのだ。

　もう私は王女じゃないのよ、ひとりぼっちのサフィーネなのよ、って。
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　バビロニアへと続くアイマン渓けい谷こくの国境砦とりでには、ひしめくようにカラタス兵が集まっていた。

　小しよう国こくカラタスからバビロニアに直接繫つながる道は、このアイマン谷の峡きよう谷こくにしかない。

　切り立った灰色の崖がけの続く自然の要よう塞さいで、しかも地じ盤ばんが脆もろく、崩ほう落らくがしょっ中起きる。この険けわしい山が、これまで銅が豊富に採とれる──最近は採れなくなってきたが──小国カラタスを、バビロニアの侵略から守ってきた。そしてまた、隣同士でありながらもカラタス国がバビロニアよりずっと鄙ひなびているのは、文化の流れもまた、この岩山によって遮さえぎられるからだ。

「こりゃどういうことだ？　なんか厳重な警備をしてるらしいとは噂うわさに聞いていたが、想像以上だな。ラシード、どう思う？」

　先頭を進むジャアファルが、隣で馬を進めるラシードに唸うなるような声で聞いた。ジャアファルの部隊は、四十人超になっていて、そのうちの十人ちょっとが馬やロバを有し、残りは徒歩だった。ラシードの名がファキールだと知って数日後、ジャアファルはラシードを本当に副長に任命した。サフィーネは、その二人の士官の下げ男なん的な役割の、不気味な顔の少年だと皆に思われている。

「斥せつ候こうを出して様子を見た方がいいでしょうね。カラタスとバビロニアは同盟国ですが、それは表面的な話。バビロニア軍のための傭よう兵へいを集めて帰国するとなると──ここに駐ちゆう留りゆうしているカラタス軍の指導者がバビロニアに友好的でなければ、けちがつく可能性があります」

　十中八九、王女を探しているのだろうから、傭兵部隊などにけちがつく可能性はゼロだろうと思いながらも、ラシードはそう答えておいた。

「そうだな。ここで揉もめると面倒だ。おいリルダーン、お前ちょっと探ってこいや」

「はっ」

　ジャアファルは、すぐ後ろにいた馬に乗った瘦そう軀くの傭兵に命じた。三角顔のこの男は、小柄で傭兵経験も長く、ジャアファルが高く買っている一人だ。

　ラシードも、自分の目と耳で詳しい情報を集めたかったが、顔見知りに捕つかまる危険を考え、沈黙を選んだ。

「オレたちは、来る途中にあった小川の側そばまで戻って野や営えいしてるからなー」

　ジャアファルが手をひらひらと振って斥候を見送った。
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　サフィーネは、日没の角つの笛ぶえを聞きながら、もう慣れた手つきで隊長の馬の世話をしていた。

　今夜もまた、岩場で野の宿じゆくするのだそうだ。この辺りはカラタス国でも辺へん境きようと呼ばれる地方で、村が点々としかなく、近頃毎日のように野宿している。あたりは大きな石せつ灰かい岩がんがごろごろしていて、寝る時には背中が痛くてとても寝にくい。

　サフィーネは、こっそりジャアファルの馬の鞍くら布ぬのを持ち出し、いつも毛布の下に敷いて快適に眠るという裏技を持っていた。

　今夜も密ひそかにそれを下に敷いて寝ようと、布を持って歩いていると、

「──お、お前いいとこにいたな。探してたんだ」

「なんだよ？」

　サフィーネを見つけたジャアファルは、いきなり豪快に上着を脱ぬぎ始めた。上着だけではなく、その下に身につけたシャツまで。それを丸めて、ぽいっとサフィーネに放り投げた。

「うわ、くっさ！　なんの嫌がらせだよ、ジャアファル！」

「しばらく野宿続きでよー、宿の下げ女じよも洗ってくれねえし。なんか臭くさくなってきたから、ついでにオレの服も洗っといてくれ」

　馬の鞍布を持って歩いていたサフィーネを、洗濯前だと思ったらしい。

「え───っ、なんで僕があんたの服を洗わなくちゃいけないんだよっ!?」

　上着はともかく、直接着ていたシャツはものすごく汗臭い。放置しておいたら、ハエが集まってきそうだ。

「パンツまで洗えって言ってねえだろー。隊長様の上等の服だぞ、ありがたーく洗うのが小こ姓しようの務つとめだろうが！」

　ジャアファルは笑いながら、ごそごそとズボンの中に手を突っ込んだ。

　サフィーネが臭さに顔をしかめて服を投げつけようとするのを制し、ジャアファルはにやりと笑って、ポケットから手を取り出した。

「そう怒んなよ。ほれ、一シュケルやるから」

　ジャアファルの大きな手のひらで輝く小さな銀色の光に、サフィーネはぱっと目を輝かせた。お金が貰える!?

「えっ、くれるの!?」

「おお。先払いしてやるから、綺麗に洗うんだぞー」

　サフィーネは臭い服を抱かかえ直し、すかさず両手のひらを差し出して、小さな銀色の硬貨を貰った。

「わーい！　いちシュケルー、いっちシュケルー！　僕の大事な一シュケル～、キラキラ綺麗ないっちシュケル～！」

　上機嫌で歌をうたいつつ、川から水を汲んできて洗濯を始めた。馬布も、しょうがないので一緒にたらいに突っ込んでざぶざぶ洗った。

　最高に幸せな気分で洗い物を終え、木の枝にでも引っ掛けて干そうとちょうどいい場所を探していると、川の上流の方から、もう一人の傭兵と連れ立って戻ってくるラシードがいた。

　星の瞬またたき始めた薄暗がりの中、濡れた隊長の上着やらシャツを持ってうろつくサフィーネをみとめ、ラシードはぎょっとした顔になり、持っていた桶おけを取り落とした。

「サフィ！　お前、何やってるんだ!?」

「何って、ジャアファルの服とシャツを洗ってやったんだけど？」

「……!!」

　その顔には、激しい衝撃が浮かんでいた。シャツなどの肌着を洗うのは、宿の下女でなければ恋人くらいだ、とラシードが考えたことまでは、サフィーネには思い至らなかった。

「ジャアファルがねー、洗ったら一シュケルくれるって言ったんだよ！　ほら見てっ！」

　目を輝かせ、もらった小銭を見せびらかす。隣の三十代の傭兵が、

「一シュケルで服洗ってくれるのか？　じゃあオレのもついでに」

「待て、だめだ！　それは駄目だ！」

　ラシードが慌てて傭兵を止めた。「先に行っててくれ、すぐに行くから」と釣つり竿ざおを持った傭兵を追い払うと、サフィーネを睨みつけて説教をし始めた。

「あなた何を考えてるんですか！　男の衣服を洗うなんて！」

「だって、お金くれるって」

「あなた王女でしょうが！　お金くれるからって、喜んで上着や下着を洗う人がいますか！」

「パンツは洗ってないよ？」

　サフィーネが言うと、ラシードは卒そつ倒とうしそうな顔をした。

「当たり前です！　傭兵のパンツを洗う王女なんて俺は見たくない──そんなのは王女じゃないっ！　ああぁ嘆なげかわしい……わが国の第一王女が、平然と汚れた男の衣服を洗濯するどころか、そのことになんの抵抗も感じていないなんて……」

　信じたくないと言わんばかりに頭を押さえている。馬にかける布を洗うのは怒らないくせに、なぜこうも落ち込むのだろう。馬の服はいいのに、髭ひげもじゃの男の服を洗うのはラシードには耐えられないほどの絶望感を感じさせるらしい。

「なんで駄目なの？　……あ、もしかして、ラシードも洗ってほしいの？」

　彼はいつも自分でまめに洗っていたが、たまには人に洗ってほしいのだろうか。サフィーネが手を差し出すと、ラシードは顔を真っ赤にして怒鳴った。

「なんてことを！　死んだって洗わせませんよ！　俺は、あなたの品性を問題にしてるんです。たかが一シュケルにつられて、王女様が男の服なんか洗っちゃいけません！　俺の夢をぶち壊しにしないでください、王女様は美しく清らかなものだと信じていたいのに！」

「たかが!?　今、たかがって言った!?　お金様になんて失礼なことをっ！」

「たかがはたかがです。役になりきるのもいい加減にしてください。そんな小こ銭ぜにで、喜んで男の雑用引き受けないでください！　あなたそのうち、ほいほい男の寝室にでもついて行くんじゃないでしょうね!?」

「ラシードが、たかが一シュケルって言ったああ──！」

　サフィーネは大声で叫んだ。サフィーネにとっては、そっちの方が耐えがたい屈くつ辱じよくだった。

「いいですか、今後はいくらくれると言われてもそんな下品なことをしちゃ駄目ですよ！　お金なら俺があげますから、」

「違うー！　ラシードのお金じゃ嫌ーっ！」

　自分を王女様だと思ってくれるお金なんかいらない。サフィーネとしてもらえるお金が欲しいのだ。

「王女様、我わが儘まま言うのも大たい概がいにしてください」

　ラシードもかなり怒っていた。いっそもう、辺あたりの誰かに聞かれても構うものか、という顔で、「王女様」と呼び始めた。

「そう呼ぶなって言ってるだろ！　僕の秘密がばれちゃうー！」

「いいえ、たまには呼んで説教しないと、王女様の威い厳げんに問題が起きます。あなたには一国の王女としての誇ほこりってものがないんですか！　あなたは、その辺のはしためじゃなくって、わが国の第一王女なんですよ！」

「王女王女って言うけど、本当にそうかどうかなんて誰にも分からないじゃないか！　僕なんて、実はその辺の橋の下で拾われてきただけの拾いっ子かもしれないじゃないかーっ！」

「そんな無茶苦茶なことは絶対にありません。何を馬鹿なことを」

　ラシードは眉一つ動かさず、むしろ鼻であざ笑うようにして否定した。

「……」

　サフィーネは唇を嚙んで黙り込んだ。

　そんなこと言っても、それが本当なんだから仕方がない。

　貴族然とした顔立ちで怒っているラシードを見ると、悲しくなった。

　ラシードは貴族の血ち筋すじで、ちゃんとした教育も受けている。生まれつきの私生児で、生まれつきの半貴族だ。

　サフィーネは、そうじゃない。

　例たとえるなら、高級な毛並みの血統書つきの猫にそっくりの模様をした、ただの野良猫だ。

「……ちょっとでいいから、認めてよ。王女様じゃないサフィも」

　小さな声でサフィーネに言えるのは、それだけだった。好きになってくれとまでは言わないけれど、存在くらいは許してほしかった。

　悲しげに目を伏せるサフィーネを見て、弱い者苛いじめをしている気分になったのか、諦めたようにラシードはため息をついた。

「……分かりましたから、そんな悲しそうな顔をしないでください。……隊長だけ、ですよ。彼はこの部隊の長だし、断ることは実際無理だし。その代わり、隊長以外の雑用は絶対に引き受けないこと！　小銭くれるって言われても、もっとたくさんくれるって言われても、絶対について行ったり引き受けたりしないこと！　いいですね？」

　それだけは譲ゆずれないと、ラシードは怖い顔で言った。

「あの人なら、そう無茶なことは言わないでしょうし。約束できないなら、もうこの傭兵隊から離れます。やっと国境に着いたところだけれど、野の放ほう図ずな男だらけの中で、小銭目当てに何をするか分からないお姫様の面倒は俺は見きれません」

「約束する！　隊長だけしか、服洗わない！」

　急いでサフィーネは言った。ラシードは少しだけホッとした顔になった。

「絶対ですよ。──あんまり俺を怒らせないでください。サフィーネ様、どんな格好をしていても、あなたは王女なんです。その誇りを忘れないでください、お願いですから」

　言い聞かせて、ラシードはみんなの集まる野営地に戻ろうと、魚のたくさん入った桶を取り上げた。

　──本当にそうだったらいいのにね。

　サフィーネは心の中だけで呟いた。







「──騒動の原因は、カラタス国王女の駆け落ちです」

　国境砦とその手前の町を偵てい察さつして戻ってきたリルダーンは、ジャアファルとラシードに生き真ま面じ目めな顔で報告した。

「……駆け落ちぃ？」

　ジャアファルは、ふざけた理由に口をあんぐりと開けた。

「はい。国境警備隊の口は堅く、直接彼らがそう言ったわけではありませんが、彼らの行動と町の人々の噂を総合すると、そうなります。国境警備隊が探しているのは、年頃の娘一人と、若い兵士の二人連れです。他のすべての旅人も止められていますが、若い娘の場合はより厳重にチェックを受けています」

「王女の駆け落ちってのはどういうことだ？」

「三週間ほど前、王様から異国に嫁とつぐよう命じられた王女様が怒って、愛し合っていたお城の兵士と逃げたのだそうです」

　リルダーンが「愛し合って」という単語を口にした瞬間、ラシードは内心びくりとした。根も葉もないでたらめだと分かっていたし、誰もその兵士が自分だとは知らないのだから平然としていればいいのだが、猛烈な気恥ずかしさに背筋がぴりぴりした。横を向いて自分の顔を隠したい衝動に駆られた。……誰が「愛し合っている」なんて勘違いも甚はなはだしい噂を流したんだ、と愚ぐ痴ちを言いたくなった。

「二人が馬を必死に走らせて逃げていく様子を、カラタス城の周辺で農民や商隊が多数目撃しています。商隊が噂を運び、今では町中の人間がこの噂を知っています。王女と若い兵士は二人で暮らせる土地を求めて必死の逃亡を続け、国外に出てしまうことを恐れた国王が、国境を封ふう鎖さしたのだと言われています」

「……いえ、ちょっと待ってください」

　恥ずかしさに耐えかねて、ラシードは口を挟んだ。

「これは、傭兵隊に入る前に農民たちから聞いた噂話ですけれど、実はその兵士はとても嫌がったけれど、彼は兵士にしては細身の優やさ男おとこで、怪かい力りきの王女様に『嫌なら殴り殺すぞ』と脅されて、半なかば攫さらわれるようにして駆け落ちに連行されたそうなんです」

　お願いだから、これ以上「愛し合って」なんて変な噂を流すのはやめてほしかった。これはそのための自己弁護であり、王都から来た二人連れである自分たちが怪しまれないようにするための情報操作でもあった。

「殴り殺す？　そりゃあすごいなー！　男を攫って逃げるとは、どんな豪ごう傑けつ女だ。北ほつ方ぽうのアマゾネスみたいなのか？」

　感心したようなジャアファルの言葉に、ラシードは真剣な顔で頷うなずいた。

「きっと、そうだと思います。俺はお姫様なんて見たことないけれど、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとして、横幅もたっぷりある、棍こん棒ぼうの似合う我わが儘まま娘むすめに違いありません！」

　これで、牛飼いの病弱な少年サフィが、傑けつ女じよであるカラタス王女様だと怪しまれることはないだろう。

「そうかー。そりゃあ、惚ほれられちまったその兵士もご愁しゆう傷しよう様だなぁ。──それで、警備の状況はどうなんだ？」

「国境警備隊は、老若男女、商人、傭兵、旅人、学者、貴族、輸送品、貨物、すべての旅人と荷物を止めて王女を探しています。国境門を守る砦とりでの前には長ちよう蛇だの列ができており、我々が通行を願い出ても、順番が回ってくるまでに七日以上はかかると思われます。町の隊商宿はとっくに満杯で、外まで溢れ出しています」

「そりゃ困ったな～。とんでもないことをしてくれる傑女だなあ。警備の責任者は何者だ？」

「ジュナイド・ディルダリヤ卿きようです」

　リルダーンが淡たん々たんと告げた名前に、ラシードは一瞬、目を見開いた。

「ディルダリヤ卿？　……うーん、まったく知らん名前だな」

「宰さい相しようの息子で、枢すう密みつ顧こ問もん官かんの一人だそうです。王城の警備の責任者でもあり、王女と兵士の両方に面識があるため、選ばれたとか。彼の首実験なしには、何なん人ぴとたりとも門をくぐることはできないそうです」

　そしてラシードにとっては配備された隊の最高司令官でもある。彼がいるということはおそらく、ラシードの属する左翼守しゆ備び隊たいの次長あたりも連れて来られているに違いない。

　まずい、と思った。あれだけどぎつい変装をしている王女はともかく、今は自分の方が危あやうかった。

「そうか。よし、戻って休んでいいぞ！　……さてと」

　ジャアファルのこげ茶色の目が、じっともの問いたげにラシードを見た。

「オレはちょっとお前に聞きたいことがあるんだが──」

　新しいシャツを羽織っただけのジャアファルは、リラックスしているようにも見えるし、そうじゃないようにも見える。沈黙が長引く間、ラシードの緊張がどんどん高まっていった。

　この腰に下げている剣が、カラタスの守備兵の支給品と同じものだと気づかれたのか、とか。ラシードの乗る超一級の素晴らしい馬が、王族の持ち物だと疑われているんだろうか、とか。

「なあラシード・ファキール。隠しっこなしでいこうや。──お前、カラタスの王都から来たって、前オレに言ったよな？」

「……はい」

「さっき、ジュナイド・ナントカ卿って名前言った時、微妙に変な顔、してなかったか？」

「……」

「どうなんだ。知ってる相手なのか？」

　問い詰めるジャアファルの声が険けわしくなった。

「知って……います」

「面識はあるのか？」

「……はい」

　次に何を訊かれるだろう。ラシードは内心に深い焦りを覚えながら考えた。もしも次に、「お前ら、二人連れだったよな？」と訊かれたら、どう答えたらいいだろう。あるいは「故郷から、許されぬ愛を貫いて逃げてきたって言ったよな？」とか。

「そうか。じゃあ繫つなぎは取れるか？」

「──繫ぎ、ですか？」

　ラシードは予想外の言葉に瞬まばたきした。

「七日もこんなところでぐずぐず待ってられんからな。なんとかお偉いさんにコネ効かして、順番抜かしてさっさと通れねーかなー？　って」

　ラシードは思いきりホッとした。そういう目的か。それならそうと、もっと早く言ってほしい。無駄に寿じゆ命みようが縮んだ。ラシードは爽やかに笑顔で言った。

「やってみます」

「頼んだぞ！　オレたちがきびきび国境を通れるかどうかは、お前の両りよう肩けんにかかっている！」

　ラシードは隊長に頭を下げて、その場を辞じした。







　繫ぎを取るとジャアファルに約束したあと、ラシードは少しだけ一人になって考えた。

　空では美しい星々が瞬いている。今、バビロニアでは雨がほとんど降らず、こうして夜空では、毎夜のように星たちが美しさを競い合っているのだとか。

「……お城を離れてから、もう三週間近くになるのか」

　いつの間にか、王女の願いどおりに国境まで来てしまった。

　不思議なものだ。自分は一生を、カラタス国から出ることなく終えるのだと思っていた。

　……この先、おそらくそう長くはない生しよう涯がいを。

　お城の王女様とは、一度も口をきくことなどなく。

　それがすっかり三週間も、毎日顔を見て話している。……まあずいぶん変な顔だが。

　兵士としての自分の最良の選択肢は、ここで主君ディルダリヤ卿に王女を引き渡し、共に王城へ戻り、今後も忠実に彼の命令に従うことだろう。自分にしか果たせない任務を引き受けて。

　……けれど、王女様は並々ならぬ決意でバビロンを目指している。

　どうやら、魔術師の庵いおりで王妃様の悪霊と会ったことが理由らしい。何か思い残した王妃様の最後の願いを叶かなえて悪霊から解放するために、王女は旅をしているのだろう。

　……死んだ、母の願いを。

　そう思うと、止めるに止められない。

　自分の母親が悪霊になっているのを見たら、すぐにもなんとかしてあげたいと思うのは、娘として当然だと思う。特に王女は小さい頃に母を亡なくしているし、病弱だったなら母の愛情は深かっただろう。

「……俺の母も、悪霊になってカラタス城にとり憑いていたりするのかな」

　もしもう一度、魔術師ファールーンに会うことがあるなら、訊きいてみたいと思った。

　生前は一度も入ることができなかった貴族たちの特権の場所に、石の壁もすり抜け、母は思うがままに父の側に近づいたりしているのだろうか。あるいは、いつも通る曲がり角で待ち伏せしたり？　盛せい装そうして夜会に出る立派な父の後ろ姿を、暗い陰から見つめていたり？

　……考えると、心が沈んだ。

　自分が死んだあとに悪霊になるのはいい。自じ業ごう自じ得とくだから。でも、自分の大切な人にはそうなってほしくないと、願う。こんな親不孝な息子でも。

「なんとしても、国境を越えないとな……」

　王女と一緒になって王妃の魂たましいを救ったところで、ラシードの母まで救われることはない。そんな当たり前のことは分かっている。

　だが、同じく母を亡くした子供として、王女の願いを無視できない。

　……助けてやりたい。心から、そう思う。

　主を騙だましてまで王女を外国に連れ出すのは、非難されるべき背はい信しん行為だと分かっていても。

「どうせ残り時間はわずかしかないんだ。一度くらい──思うがままに生きてみたい」

　青ア空スのガ騎ー士ルに言われた。……お前は死後、悪霊になると。

　死んで悪霊になるというのなら、せめてその前に、一度でいいから心からの我儘を言ってみたい。主のためではなく、自分自身のために生きてみたい。

　サフィーネ王女と共に、バビロンへ行きたい──……。

　庶民的で一風変わった王女様と旅する、あと数週間の記憶があれば、短くて悔くいだらけのこの半端な人生に終わりが来ても、一ひと筋すじの甘い夢となって安らかに眠れるかもしれない。それが叶わずとも、せめて未み練れんを持って苦しむ時間は減るだろうから。

「──目一杯怒らせてみるか、あの方の鋭い眼差しを曇らせるために」

　ラシードは呟き、きっと愛馬の側にいるだろう王女様を探しに行こうと立ち上がった。







「バビロニア東部国軍、第三傭兵部隊、辺境部門担当のジャアファル・ファキールだ。見てのとおり、世界の首都たるバビロニア王国のために戦いたいと言う若わこ人うどを徴ちよう兵へいし、引いん率そつして国に帰る最中だ」

　順番をすっ飛ばして国境砦に乗り込んだジャアファルが大声で名乗った。その隣に顔を堂々と晒さらしながら立ち、ラシードも続けて名乗った。

「副長を任じられたラシード・ファキール。お前たちが何を探しているかは知っているが、見てのとおり、ここにお前たちの探す娘はいない。──ディルダリヤ卿に、一言伝えたいことがある。取り次ぎを頼もう！」

　ラシードの胸に懐かしさを感じさせる青い制服を着たカラタス兵士たちは、彼の顔を見て大きく息を吞んだ。一人が顔色を変えて、砦の中へと報告しに行く。すぐに入り口が開いた。

　砦の一階の小広間で、傭兵隊に所属する四十数人の全員が待たい機きするように言われた。ラシードは疾風はやての背の上でずっと顔を上げて、見知った顔のちらほら交じる兵士たちを観察していた。

　ラシードの顔を見逃さないために、ディルダリヤ卿は王城守備隊から同僚たちを数名連れてきたようだった。ふと強い視線を感じて顔を上げると、一階を見渡せる二階の桟さ敷じきに、手すりに両手をついて立つ緋ひ色いろのマントの騎士がいた。

　ディルダリヤ卿だ。そこから、一階に集つどう傭兵たち全員の姿を見下ろしていた。

　──王女を探している。

　ラシードは王女の方を振り返りたい心境に駆かられたが、そんなことをすればディルダリヤ卿の注目を引くと思い、努つとめて平静にしていた。

　肝心の王女様には、真ん中の方にさり気なくまぎれていろ、声でばれるから絶対に喋しやべるなと言ってある。目立つ金髪は丸めてスカーフの中に隠し、王女一人がそれだと目立つので他の傭兵数人にもやらせておいた。なぜかジャアファルも先頭を切って真紅のスカーフを巻きたがった。

　顔なじみの兵士二人が二階から下りてくると、険しい顔でラシードの喉のど元もとに槍やりを突きつけた。

「来い、卿がお呼びだ」

　ラシードは無表情で頷うなずき、馬を下りた。兵士たちはがっちりとその両脇を固め、二階のディルダリヤ卿の前へと彼を連行した。副長が手て荒あらに連行されるのを見た傭兵たちが後ろで、「おい、何事だ？」「俺たちにいちゃもんつけようってのか？」と喧けん嘩かっ早ぱやい顔でざわめき始めているのを、ジャアファルが「まあちょっと待てや」と制止していた。

　ラシードは、およそ一カ月ぶりに見る主君の前に立った。

　カラタス王家の紋もん章しようの入った騎士の装しよう束ぞくに、以前と変わらぬ厳めしい顔つき、検分するような冷たい眼差しを見ると、全身に緊張が走った。

「ラシード、……間違いなくお前だな。バビロニアの傭兵部隊の副長をしているとは、どういうことか説明してもらおう」

「いいですよ。でもその前に、二階の兵士たちを下がらせていただきたいんですが」

　ラシードは、両脇に立つ兵士の腕を力任せに振り払った。

　その反抗的な態度に、主の瞳が険しく細められる。久しく会っていなかった主君に再会しても膝ひざを折ることも、目もく礼れいさえせずに尊そん大だいに命令を寄越すとはどういうつもりか、と鷹たかのように冷たい眼差しが問うている。

　ラシードは気にしなかった。皮ひ肉にくげに口元を吊り上げて微笑し、付近の兵士、さらには一階まで聞こえてもおかしくないような声でつけ加えた。

「俺は別に構いませんよ、ここですべてを喋っても。──俺に、誰だれ彼かれ構わず喋られたくない秘密をお持ちなのはあなたの方では、ディルダリヤ卿」

　主の顔色が変わった。卿は黙って手を上げ、兵士たちに階下に下りるよう示した。

　主はつかつかとラシードに近づいた。威い圧あつするような、押し殺した怒りの浮かぶ表情だった。すぐにも殴り飛ばせるほどラシードの目の前に立つと、仲間たちの待つ一階を片手で示した。

「私を脅すようになったとは、ずいぶん心変わりしたようだな？　王女はどうした！　バビロニア軍の下級将校の副官などをしている場合ではなかろう！」

　その怒り心しん頭とうに発した言葉に、ラシードは飄ひよう々ひようと肩をすくめた。

「王女様ですか？　あのお方なら、とうの昔に俺の手を離れました。太陽王の元から知らせが行ったものと思い、放っておいたのですが、その顔では何もご存じないのですね？」

「説明しろ」

「あの日あなたに命じられ、俺は王女様を追って魔術師の庵に行きました。そこまでは手紙でお知らせしたとおりです。その後、白馬に乗ったアスガール・ラヴィヒルドが俺たちを追ってきました。ご存じだと思いますが、アスガールは天てん空くうの神の使いで、主君である太陽王の所へ王女様を連れて行くのが仕事でした。王女を守ろうとする俺に、彼は決闘を申し込みました。……すさまじい槍の使い手でした、アスガールは。さすがは天空の主神、太陽王に仕える一いちの側近です。その槍の舞う速度は隼はやぶさよりも速く、俊しゆん敏びんな動きはまるで伝説に聞く英雄のよう。槍さばきは、もう千年も槍を握ってきたかのごとく華麗で、つけ入る隙すきのないものでした」

　あまりの大噓に舌が笑いそうになるが、ラシードは悲ひ壮そうな表情で続けた。

「ディルダリヤ様、俺が槍兵との戦いが苦手なのを知っているでしょう？　剣同士ならともかく、槍なら──あなたにも、いつも三本に二本は取られています」

「そんなことは良い、それよりも、シャリーヤ王女はどうなったのだ！」

「連れ去られました。俺は決闘に敗やぶれ、王女を守りきれなかった。──だから王女様はもう、この地上のどこにもいないんです。探すだけ無駄ですよ」

「──」

　ディルダリヤ卿は、ラシードの言葉に呆ぼう然ぜんとするほど、その内容を信じていた。

「さて次に、どうして俺がバビロニアの傭兵になったかという話ですが……簡単な理由です。あなたの命令を守ることができなかった俺は、おめおめと城にも帰れず、あてもなく旅を続けました。屈くつ辱じよくは深かった……。剣だけは、誰にも負けまいと思ってきたのに。俺があなたに勝てるのは剣だけだった。三本に一本とはいえ。血の定める身分の違いは永遠に超えられなくても、剣だけは努力すればあなたに勝てた。越えられない一線を、越えられた」

　それはディルダリヤ卿を怒らせ、欺あざむくための演技のはずだった。けれど、主と一対一で語っているうちに、それはどこか真実の響きを帯びていった。

「だけど、アスガールには敵かなわなかった。絶望して、行くあてもなくさまよっているうちに、ジャアファルと出会ったんです。彼は俺と同じファキールで、自信満々で、『剣の勝負でオレに勝てたら週に二百シュケルで雇やとってやるよ』と約束した。俺は勝った。それで一緒に行くことにしたんです。──自由の土地、バビロンへ」

「……」

　主の顔が小さく歪んだ。城の守備兵の週給がそれよりもずっと安いことを思い出したのか、それともラシードの新たな主が同じ私生児であることに、顔を歪めたのか。

「どうせ戦うなら、自分自身のために自分の腕で戦いたい。一度自由になって考えれば、あなたの下にいた頃の自分がいかに愚おろかだったか悟さとりました。もう俺は御免です。あんたたちの思う通りに使い捨ての手て駒ごまとして扱われて──いつでも切り捨てられる道具扱いは」

「ラシード」

　それ以上口に出すなと言うように、主の目が強く光ったが、ラシードは無視して続けた。

「うんざりです。──お綺麗なあんたたちに代わって、この剣で国王を暗殺するなんて」

　その最後の言葉を声に出すのと同時に、主の拳こぶしが飛んできてラシードを殴り倒した。ラシードは避よけなかった。この主は、父ほどの冷静さに欠ける。若さゆえか、弱みを突いてやれば逆上して、周りが見えなくなる短気な欠点を持っている。殴り飛ばされたあとも、ラシードは喋り続けた。歯で口を切ったらしく、唇の端にぬめる血が流れているのを感じた。

「あの夜、俺を部屋に呼んだのはそのためでしょう？　あなたと父上の決めた決行の日取りを、哀あわれな暗殺者に知らせるために。子供の頃からそのためだけに、手塩にかけて育ててくださった──あなたの可愛い下げ賤せんの弟に」

　主は拳を握り締めたまま、吼ほえるように叫んだ。悔しさに顔を歪めて。

「本気でそう思っているのか？　私と父上が、そのためだけにお前を育てていたと！」

　ラシードは笑みを浮かべて頷いた。

「他になんの理由があります？　下賤の弟をそこまで教育することに？　愚ぐ鈍どんな国王を殺して冠かんむりを我が一族にと望むなら、あなたがご自分でなさればいい。──兄上。ジュナイド兄上、俺はもうあんたの顔は二度と見たくない。外国で自由に生きたいんだよ！」

　子供の頃から、決して呼ぶなと母にしつけられてきた名を呼ぶ。弟を可愛がった兄は二人きりの時にはそう呼んでほしがったが、ラシードは決して呼ばなかった名前。幾いく千せんの思いを込めて初めて口にすると、炎のように、兄の瞳が燃え上がった。

　視線だけで殺せるような目で、ラシードをきつく睨みつけた。

「──行け」

　歯は軋ぎしりが聞こえるような声だった。やけに騒がしい階下のざわめきも打ち消すような大声で主は叫んだ。

「行け！　二度と我が国に戻ることは許さん！　王城に足を踏み入れる時は死と思え!!」

　その恩着せがましい台詞せりふが妙に面白かったので、ラシードは立ち上がりながら答えた。一発顔を殴ったくらいで、すべての秘密を知る弟の逃亡を見過ごそうとはこの兄も甘いな、と笑うように思いながら。

「今まで一度も、あなた様の恩情で王城に足を踏み入れさせていただいたことはありませんよ、兄上。俺はあなたと違って下賤の民でしたから」

　入ったことはないけれど、間取りだけは空で描けるほど知っている王城をラシードは思い出す。入ったこともないのに中を知っているのは、暗殺の夜のために、完璧に頭に叩き込まれたからだ。

「──ラシードっ！」

　突然甲かん高だかい女性の声が二階で響いた。兄との対話に夢中になっていたラシードは、はっと階段を振り向いた。そのとき世界がとてもゆっくりになって見えた。

　横目に、階下の広間で傭兵とカラタス兵の間で乱闘騒ぎが起こっているのを見た。

　──そして振り返った正面には、不気味極きわまりない顔に、綺麗な紫色の瞳をした少女がいるのを見た。
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　二階の桟さ敷じきで、ジュナイドに殴り飛ばされるラシードを見た瞬間、サフィーネの中でイライラと緊張が頂点に達した。

　気がついたら、傭兵たちを搔き分けて二階に立っていた。彼の名を叫んでいた。

　ラシードには絶対に出すなと言われた女の声だけれど、サフィーネは必死だった。階段を駆け上がりながら、「ラシードが殴られただけでは済まず、殺されそうになったらどうしよう」と不安に思い続けていたのだ。この声で少しでもジュナイドの注意を引いて、切り殺そうとするような乱暴を止められたらいいと願って叫んだ。

　王女である自分の我儘のせいでラシードが痛い目に遭ったり、一兵士でしかない彼が貴族のジュナイドに殺されたりするのは、絶対に見たくなかったから。

　ジュナイドが自分を見て目を見開くのを見つめ返すと、サフィーネは髪を隠すスカーフを外した。それで顔をごしごしと目一杯顔をぬぐった。

　肌にすり込んだドクダミ汁まではそう簡単には取れなくとも、少し汚れた王女の顔、くらいには戻ったはずだった。サフィーネはラシードの前に駆けつけ、腕を開いて立ち塞ふさがった。

「ジュナイド、あなたは間違ってるわ！　殴るなら私を殴りなさい、ラシードは私の命令に従っただけよ！」

「シャリーヤ、王女……？」

　結婚話も出たことのある従妹いとこは、自分が王女だと認めた様子だった。まだ、信じられないという顔つきをしているが。

「私はどうしてもバビロンに行かなきゃいけないの！　命を懸かけてでもよ！　シャリーヤ王女は、時が来れば戻ってくるわ！　だから──今日を限りにさようなら！」

　サフィーネは叫び、ラシードの腕を取った。駆け出す前に、振り返ってもう一言つけ加えた。

「王女様を危険な外国に行かさないよう、止めてくれた気持ちは嬉しいわ。お父様にもそう伝えて。──本当のことを知ったら、誰も私になんか構わないでしょうから」

　サフィーネは一気に階段を駆け下りた。ラシードが、あきれ、そして怒ったように言った。

「王女様、どうして出てくるんですか！　あと少しで騙だましおおせたんですよ──！」

「それは邪魔してごめんなさい、でもね、傭兵さんたちは朝あさ練れんしてないから暴れたくてうずうずしてたし、ジャアファルは皆の力りき量りようを知りたがったし、私はジュナイドにはっきりお別れを言いたかったのよ！　──だってこれは私の旅だもの、人任せにしたら駄目だわ！」

　従兄として暮らしたジュナイドと面と向かって話すのも、これが最後になるのだから。

　親族として、最後の別れを伝えたかった。

　──一番心配だったのはラシードのことだったけれど、それを口にするのは悔しかった。

「その二人を捕らえろ！」

　斜め上からジュナイドの声が響く。──まだ追いかけてくれるのね、と小さく思いながら、サフィーネはしっかり繫いだラシードの手を握り締めた。







　一階は、戦闘の広間と化していた。嬉き々きとした傭兵たちとカラタス兵の乱戦が見事に燃え上がっている。副官である自分が殴られるのを見て、傭兵たちが切れたらしい。

　傭兵というのは、乾燥しきった火薬のようなもの。少しでも火の気けがあればすぐにも燃え上がろうとする。単純に力が余って暴れたくてしょうがない者もいれば、戦闘になれば金が入るという下心の者もいる。初戦で腕を見せつけて、本戦での昇給や得意な部署への配置を狙っている者もいる。歓声を上げて、傭兵たちは辺りのカラタス兵に殴りかかっていた。

　ラシードも、同じ鋼はがねと窯かまで鍛えられた剣で襲い掛かってくるカラタス兵士たちに次々と剣を打ちつけ、傭兵たちの集まる中央までの道を作った。

「サフィ、早く牛を連れて外に行きなさい！」

　王女が傭兵たちに囲まれている牛に飛び乗ろうとした時、二階から飛び降りるようにして階段を駆け下りてくるジュナイドの声が響いた。

「その牛の少年だ！　そいつを逃がすな！」

　カラタス正規兵たちの視線が、一いつ斉せいに王女に向いた。王女はぎょっとして、乗りかけた牛の上でこわばった。ラシードは即座に腕を伸ばし、王女の腕をつかんで自分の背に隠した。

「疾風はやてに乗って、顔と髪を隠しなさい！」

　金髪さえ無駄に目立たなければ、この人ごみの中、そう簡単に王女を特定することはできない。職業傭兵たちの中には、首を守るために髪を伸ばしている者も多いし、同じ年頃の少年傭兵も幾人かいる。王女様が何とか頭にスカーフを巻き、長すぎる髪を襟えりの中にしまって疾風に乗るのを確認すると、ラシードは即座に叫んだ。

「早く外に逃げなさい！」

「でも、ラシード──」

「俺のことはいいから早く！」

　重ねて言っても、王女は動かなかった。業ごうを煮やして代わりに馬を蹴ってやろうかと思っていると、階段の方から耳慣れた声が聞こえた。

「シャリーヤ王女！　お待ちをッ！」

　──あのお方の目には、しっかりと王女様が見つけられるらしい。ディルダリヤ卿は王女に近づこうとしたが、首しゆ級きゆうを狙う傭兵たちに阻はばまれて到底無理だと悟り、一歩引いた。得え手ての槍やりを振りかざした。──彼の投とう擲てきの狙ねらいは正確だ。見事に疾風の腿ももだけを射い抜ぬくだろう。

　打ちかかってくるかつての同僚たちの剣を払いのけつつ、耳元で響く剣けん戟げきの音に負けぬように大声でラシードは王女に命じた。

「剣を抜きなさい！」

「え？　ええっ!?」

　王女はおろおろしている。ラシードは、抜ばつ刀とうの所しよ作さくらい教えておかなかったことを後悔した。──遊び半分で彼女が抜くと危ないと思い、教えずにいたのだ。

「左手で鞘さやを握るんですよ！　鯉こい口くちを握って強く後ろに引けば、剣は抜けます──早く！」

　王女はラシードの指示通り、左手に鞘を摑んで振り絞しぼるようにして強く後ろに引いた。

　王女が長すぎると不満に思っていた銀の剣は、すらりと抜けた。

「うわぁ……！」

「感動してないで、この後は馬と自分を守りなさい！」

　もう周辺に、カラタス兵はほとんどいなかった。ラシードは槍を構えた主の目前に飛び込み、今にも投げようとしていた槍の穂ほ先さきを強く打ち下ろした。そのまま剣線を翻ひるがえし、主君にして兄の鼻先に、粗末な低級　鋼はがね　の剣先を突きつけた。ただの兵士のための剣は、無む謀ぼうな乱戦で早さつ速そく刃こぼれし始めていた。

「一勝負、受けていただけますか、ジュナイド兄上？　──太陽神の近この衛えたる天空騎士さえも打ち倒し、恥ずかしさに国に逃げ帰らせてしまうような最高の剣士と、一戦交まじえてみたくはありませんか？」

「──なんだと？」

　先ほどの話と違う言葉の内容に呆ぼう然ぜんとしている兄に小さく微笑み、ラシードは打ち込んだ。ディルダリヤ卿は槍を回転させて受け止めた。その腕は、微笑むことしか能がないと言っていた天空騎士アスガールよりも遙かに優すぐれていたが、ラシードの敵ではなかった。次々に打ち込んだ。兄の顔が歪み、一歩、また一歩と後ろに押されてゆく。

「ラシード、お前……私と組む時は、いつも……手を抜いていたな？」

　苦しげな表情で、息を切らせながら兄が言う。ラシードは笑った。

「当然。他の兵たちの前で、あなたに赤っ恥ぱじをかかせるわけにはいかないから、三度に二度は、勝ちを譲ゆずらせていただきました」

　それにも気づいていなかったことに、ディルダリヤ卿の顔が歪む。

　彼の手にあるのが王家の最上の槍で、自分の手にあるのが刃こぼれした弱い鋼でも、負ける気はまったくしなかった。たとえこの剣が途中で折れたとしても、勝ちは変わらないだろう。

　彼が夜や会かいや策さく略りやくにふけっている間も、自分はただ剣の腕だけを磨いてきたのだから。

「あなたは策略家の息子だから、武ぶ芸げいよりも頭脳労働の方が向いてるんですよ！」

　深く切り込みながら、前から思っていたことを言ってやった。この間ま合あいまで踏み込めば、もう長槍は防戦以外には使えない。

「この程度の腕で慢まん心しんしていたら、いざ戦になったら真っ先に戦死しますよ！　腕を磨くか、策さく士しに専念するか、どっちかにするんですね！」

　呆あつ気けにとられている兄の手から槍を弾はじき飛ばす。

「ラシード、お前……」

　爽そう快かいな気分で、三歳年上の兄を見つめ、ラシードは笑って宣言した。

「俺の『非常事態』はもうしばらく続けさせていただきます。王女様を守って──ちゃんとこの国に戻ってきますよ。カラタスのお城まで、守り抜きます。その時にあなたがまだ俺を必要とするかどうかは分からないけど──必要なら、命じてください。本当は、感謝しています。あなたは、下賤の身の弟に充分優しくしてくれました。俺を憎んだだけのあなたの母はは君ぎみよりも、ずっと。──あなたが兄で、よかった」

　驚いているままの、兄にして主君の返事を待たず、ラシードは乱戦している傭兵たちに手を貸して、残りわずかなカラタス兵を倒していった。さすがにこれだけの数を相手にすると息は上がったが、手足はまだまだ軽かった。

「ラシード、乗って！」

　意気揚よう々ようと剣を振りかざした王女様が、馬上からラシードに手を差し伸べる。あの自慢げな顔つきからすると、運よく敵兵一人くらいは降参させることができたのかもしれない。

　女性から手を差し伸べられるとは様さまにならないなと思ったが、王女の柔らかな手を取った。
















　馬上に身を寄せると、側で散々暴れた赤あか髭ひげの傭兵隊長が、満面の笑みを浮かべて叫んだ。

「よーし野郎ども、てめーらの実力はよーく分かった！　そろそろバビロニアへ行くぞ！　外へ出て順次門をくぐれ！」

　砦とりでの外にあるバビロニアへと続く国境門は、騒動を静かに抜け出したリルダーン他数名の手によって、見事に開かれていた。間違いなく、リルダーンは本戦で昇給するだろうと思うと同時に、たかが傭兵軍の寄せ集めに、こんなにも簡単に門を破られるようでは、バビロニアから戦争を仕掛けられでもしたらカラタス国はすぐに落ちるな、とラシードは内心苦笑した。

　ラシードは、疾風の前方に王女を乗せ、赤毛のもう一人のファキールについて、灰色の岩だらけの道を思い切り走った。先頭を切る傭兵隊長の鮮あざやかな赤マントの閃ひらめきを見て、小広間で敵味方の区別なく暴れていた黒牛・アスガールも途端に前足を振り上げ、ドドドドっと土つち煙けむりを上げて走り始めた。







　──この日の午後、ジャアファル・ファキール率ひきいる傭兵部隊は、アイマンの峡きよう谷こくを踏み越え、バビロニアの大地に足を踏み入れた。

　峡谷から見下ろした美しい白はく亜あの都バビロンには、天まで届くような、螺ら旋せんの形をした巨大な塔がそびえ立っていた。





──身代わり王女の無謀な駆け落ち・終──　













あとがき







『群がる悪霊！　紫の瞳が狂わせた、少女の悲惨な運命とは!?』






　──今回のお話は、こんな物語でございます。




　新緑美しい五月になりました。

　夏目瑛子・新人です。よろしくお願いいたします！




　えーと、この本で、出させていただいた出版物が三冊目になるのですが、いつまで「新人です！」と胸を張って言ってもいいものか、微び妙みように悩なやんでいます。先月、第十一回えんため大賞ガールズノベルズ部門の発表もあり、よりフレッシュな新人さんたちが輩出されましたので、私も「新人です！」と紙面で公言するのは、今回を最後にしようと思います。

　気持ちは、いつも新しん芽めのようにフレッシュなんですが！




　冒頭のキャッチコピーは、担当様がホラー風にと考えてくださったオビ（泣く泣く廃案）です！　これだけを読むと、暗闇で悪霊に群がられ、悲鳴を上げて倒れているヒロインと助けるヒーローの表紙を想像してしまいます！

　少女小説らしく、花とか羽根とかが散っているはずの表紙の代わりに悪霊がうじゃうじゃ……！

　これが夏場だったら、さぞいい感じでしょうに！




　今回の『バベルの歌姫』は、伝説上の王国カラタスがメインになっています。アラビアの方にあったと言われている、あるいは空想上の国として現地の伝承に出てくる黒こく石せき国こく。

　それから、本文中に「アストロラーベを開発したのは、数百年前のバビロンの占星術師」というような一文がございますが、これもバビロンの偉大さを伝えるための捏ねつ造ぞうです。アストロラーベの開発者は明らかになっておりません！

　まあ他にも色々と捏造があります……。トランプはこの時代にはないだろう、賭かけ遊びならアストラガルス（さいころ）だろう、とか。でもねぇ、さいころ使って賭け事って、丁ちよう半はん賭と博ばくの時代劇なイメージじゃないですか。水戸黄門の世界に近づいちゃうんですよね……。




　ああそれから、大切なことを言っておかねば！

　この物語、次巻『バビロン編』に続く予定です。すみません、続いてしまいました……。

　一冊完結を目指して書いてきましたが、終わりませんでした。しかも文字量多めの黒い本になってしまいました。

　悔しく申し訳ない思いととともに、初めてヒロイン＆ヒーローが複数冊にわたって登場するので、ちょっと楽しみでもあります！　温かく彼らを見守っていただければ嬉しく思います。

　前作『悪霊娘と落ちてきた変人』（編集部註・『恋人』です！）、のルシータと変人ですが、今回のヒロインたちがバビロンに着く頃には再登場いたします。こちらもぜひお楽しみに。




　今回も、大変お忙しいスケジュールの中イラストを描いてくださった香こう坂さかゆう様、ありがとうございました！　ラシードのストイックな感じがとても好きです！

　そして、なんだかまた微妙に変わったこの物語を快く書かせてくださった担当様！　ありがとうございました！　これを許容してくださった心の広さには頭が下がったまま上がりません。

　そして本文を読んでいただいた読者の皆様。

　この先、放っておくとヒロインたちはあっちこっち道草を食っては、とんでもない所まで行ってしまいそうで、作者としても気が気ではありません。そこで！

　挟はさみ込みのアンケート葉書や、ビーズログ文庫ウェブサイト内のメールフォームから、本作ヒロインたちへの感想や、ご指導ご鞭べん撻たつ、バビロニアのおすすめスポット情報などをいただけますと、心からありがたく思います。





夏目　瑛子
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　国こつ境きようを越えて三日後の午後のこと。

　今日も薄汚れた服を着て、不気味な病人風の化粧をした王女様が、乗っている牛を寄せてラシードに言った。

「ちょっとラシード、いつになったら……するんだよ？」

　そこだけ声を低めて、馬を歩ませているラシードを恨うらみがましい顔で見上げた。

　何を「……する」かと言うと、「脱走」である。本気で傭よう兵へい稼か業ぎように身を売ったわけではないので、検問の厳しい国境さえ越えてしまえば、もう二人が一団にまぎれ込む必要はなかった。

「もう少し我慢しろ」

　ラシードも声を低めて答えた。

　ジャアファルの傭兵部隊の目的地は、同じく王都バビロンである。道は同じだからずっと一緒にいてもいいのだけれど、王女様は早く臭くさい服を脱ぬいで元の顔に戻りたい様子だった。

「我慢、我慢、ってそればっかり！　僕もう嫌だ！　我慢できないーっ！」

「仕方ないだろう。人目が多すぎるんだから」

「そんなこと言ったって、あれからもう三日も経たつんだよ!?　──今夜こそしようよっ！」

「無理だ。今夜は宿の大部屋で、十二人で雑ざ魚こ寝ねだ。諦めろ」

「え──っ。真夜中になったら、皆ぐっすり寝ちゃうよーっ。だからさぁ……ね？」

「駄目だ。鋭い奴なら絶対に飛び起きるぞ」

「じゃ明日の夜は!?　明日は、森の中で野の宿じゆくでしょ！」

「俺は見張り当番に当たってるんだ」

　この辺あたりの会話が、周まわりの傭兵たちに全部聞かれていることをラシードは知っている。

　ただ、この会話が大多数には「脱走」以外の内容に聞こえていることも、知っている。

　……二人の姿がある夜こっそり見えなくなった時、「あの二人ならどこぞで逢あい引びきでもしているんだろう、そのうち戻ってくるだろうから、放っといてやれ」と思わせた方が有利になると思えたから、あえて隠すのをやめたのだ。

「えー！　見張りなんか放っておけばいいじゃないかっ！」

「そんな無責任なことはできない」

　ラシードとしては、いくら利用しただけの傭兵部隊であっても、誰かに迷惑をかけてまで抜け出すことは考えていなかった。隊長からは、同じファキールという立場ゆえの信頼も寄せられている。利用した相手だからこそ、最後くらいはしっかり役目を果たしたかった。

「ラシードの石いし頭あたま！　じゃあ、いつならいいんだよ！」

「まだしばらくは無理だ。たった三日や五日くらい黙って我慢しろ」

「たったじゃないよ！　五日も我慢なんかしたら僕死んじゃうよーっ！　うう、ラシードの馬鹿、僕の切ない気持ちなんか全然分かってないんだ！」

「分かってる」

「分かってない！　言っておくけど、僕、絶対一週間は待たないからねっ！　一週間以内にしてくれないんなら、もうラシードなんか見捨てて、一人で……してやるんだからーっ！」

　周りでニヤニヤしている傭兵たちの顔を見れば、ラシードは、自分の評判がもう取り返しのつかないくらい地に落ちているのをひしひしと感じる。

　ラシードはため息をついて、恨うらめしそうな顔をしている王女様を説得しにかかった。

「仕方のない奴だな。俺だって気持ちはお前と同じなんだから、そう急せかすな。必ず一週間以内に時間をつくるから、一緒に……しよう」

「絶対だよ？　一週間以内だよ？　あと四日以内だよ！　命懸かけて約束だよ!?」

「ああ、約束するから。一人では絶対に……するなよ」

　言うと、王女の顔が輝いた。「よう副長、頑張れよ！」とか、「見張り当番変わってやろうか？」とか声をかける周りの傭兵たちに、ラシードは黙って首を振った。




　念のためにもう一度言っておくが、二人が真夜中にこっそりする行為は、「脱走」である。








著者

夏目瑛子

Eiko Natsume




前回、「太陽系を作る」を欲しがっていた夏目ですが、今はアストロラーベの模型が欲しくてたまりません！　あの真鍮の古びた輝きと、刻み込まれて黒ずんだアラビア語がかっこいい！

素人には意味不明な雲形の網目模様を見ていると、こんな素晴らしい道具を発案した古代人に改めて尊敬の念を覚えます。










イラスト

香坂ゆう

You Kousaka




８月18日生まれ、熊本在住。

ＲＰＧゲームをこよなく愛しております。

最近ゲームに飢えているので、この物語でラブとファンタジーを両方味わえて嬉しかったです。
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